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1総論1

新Lい 情報技術とこれからの社会

猪瀬 博

1.情 報技術の発展

東京大学教授

情 報 技術 の急 激 な進 歩 に伴 い 、わ れ わ れ は 情報

の 入 手 、伝 達 、処 理 、提供 の4つ の 側 面 で 巨 大 な

能 力 を もつ よ うに な った 。 この4大 能 力 を支 え る

技 術 は きわ め て多 様 で あ る が 、 その 若干 を概 観 し

て み よ う。

(a)衛 星 と光 通 信

衛 星 と海 底 ケ ー ブル は世 界 の 国 々の電 気通 信網

や放 送網 を相 互 に接 続 して お り、世 界 の 各地 の社

会 経 済 活動 は距 離 を超 越 して密 接 に連携 され る よ

う にな って い る。今 後 衛 星 が さ らに大 容 量 化 され 、

ま た光 ケ ー ブ ル が実 用 化 され れ ば、 国 際通 信 網 の

も た らす便 益 は さ ら に大 き な もの と な るだ ろ う。

(b)大 型 コ ン ピュ ー タ

マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ ク ス の 急 速 な 進 歩 に伴

い、 ハ ー ドウ エ アの 価格 は急 速 に低 下 し、機 能 や

信 頼性 は著 し く向上 して い る。 今 日市販 され て い

る汎 用 大型 コ ンピ ュ ー タ は、 毎 秒 平 均1,000万 回

以 上 の 命令 実 行 能 力 を もっ て い る。 また行 列 演算

の ため の専 用 コ ンピ ュー タに は 、毎 秒数 億 回 の命

令 実 行 能 力 を も つ 、 い わ ゆ る ス ー パ ー ・ コ ン

ピュー タ も出現 してお り、 気象 予 報 や油 田 探 査 、

さ らに は暗号 解 読 にま で威 力 を発 揮 して い る。

(c)マ イ クロ プ ロ セ ッサ ー

そ れ に もま して見逃 す こと の で き な いの は、 マ

イ クロ プ ロセ ッサ ー市 場 の急 激 な拡 大 で あ る。 大

型 コ ンピュ ー タが 注文 生 産 方 式 で製 造 され るの に

対 し、マ イ ク ロプ ロ セ ッサ ー は家 電機 器 と 同様 に、

見 込 み生 産方 式 で大量 に製 造 され る ため 、 価格 の'

低 減 と性能 の向 上 は特 に顕 著 で あ る。

その 結 果 、マ イ クロ プ ロ セ ッサ ー は産 業 、 ビ ジ

ネ ス 、家電 な ど あ らゆ る分 野 に急 速 に 浸透 して い

る。 また高 度 の ソ フ トウエ アや 安 価 な周 辺 機 器 も

開発 され 、マ イ クロ プ ロ セ ッサ ー を中核 と す る今

日のマ イク ロ コ ン ピュ ー タ は、20年 前 の大 型 コ ン

ピュー タ を は る か に凌 ぐ性 能 を も つ に至 っ て い

る。

マ イ クロ プ ロセ ッサ ー の 導 入 に よっ て 、数 値 制

御 工作 機 械 や産 業 用 ロボ ッ トは汎用 性 を獲 得 し、

ま た ワー ドプ ロ セ ッサ ー な ど オ フ ィ ス ・オ ー ト'

メ ー シ ョンは時 代 の脚 光 をあ び る よう に な っ たの

で ある。 フ ァク シ ミリや テ キ ス ト伝 送 の 普 及 に伴

い、 オ フ ィス に お ける作 業 の形 態 は大 き な変 貌 を
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遂 げる に ちが い な い。

(d)コン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク とデ ー タベ ー ス

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー クの実 用 化 に よっ て、

広 い地 域 に分 散 した多 数 の コ ンピ ュー タや端 末 が

相 互 に結 合 され る よ うに な り、一 方 で は情報 資源

の共 用 が 、 ま た他 方 で は分 散 処 理 が可 能 にな って

い る。 情報 資 源 の 中 で も、規 模 の利 益 が 大 き く作

用 す る デー タ ベ ー スは 、情 報 依 存 性 を急 速 に高 め

て い る種 々 の社 会 経 済 活動 に と って必 須 の 存 在 と

な って いる が 、 ネ ッ トワー ク を介 して の リモ ー ト

ア クセ スは 、利 用 者 に 大 きな 利 便 を提 供 す る もの

とい え よ う。

工場 敷 地 や ビル 内で の 多 数 か つ 多様 な情 報 機 器

の相 互 接 続 を可 能 と す る ロー カ ル ・エ リア ・ネ ッ

トワー ク(LAN)も 、分 散 処 理 を は じめ と す る

種 々の便 益 の故 に急 速 に浮 上 しつ つ あ る。

(e)ニ ュ ー ・マ ス ・メ デ ィ ア

マス コ ミュニ ケ ー シ ョ ンに お け る ケ ー ブル系 お

よびパ ケ ー ジ系 の 媒体 の発 展 も見 逃 す こ とが で き

な い。

大容 量 ケ ー ブル の登 場 は 、 空 間波 テ レビ にお け

る電 波 の枯 渇 と難 視 聴 の増 大 を補完 す る ばか りで

な く、種 々の 独 自の番 組 を提 供 す る こ と に よっ て、

視 聴者 の 多様 化 す るニ ー ズ に 応 え る こと を可 能 に

して い る。

特 に大 容量 衛 星 に よ る広 域 配 信 と連携 す る こ と

に よ り、 ケ ー ブ ル ・テ レ ビの 普 及 は 急 速 に拡 大 す

る で あろ う 、 ビデ オ ・テ ー プ、 ビ デ オ ・デ ィス ク

の イ ンパ ク トも巨大 で あ る。 放 送 番 組 が 時 間 的制

約 を受 け 、 また コマ ー シ ャ ル で分 断 され て い るの

に対 し、パ ケ ー ジ系 媒 体 は視 聴 者 の望 む時 点 で 、

長 時間継 続 的 に詳細 な番 組 を提 供 で き る点 で 、単

に放 送 と競 合 す るだ けで な く、補 完 関 係 も もつ よ

うに な るで あ ろ う。

(f)文 字 ・音 声 認識 と機 械 翻 訳

文字 ・音 声 認 識 の 実 用 化 と、 機 械 翻 訳 技 術 の 進

展 に も注 目す べ き で あ ろ う。 す で に文 字 数 や書 き

方 、語 彙 や話 し方 や話 者 を限 定 す る こ とに よ り文

字 ・音声 認 識 は す で に 実 用 の域 に 達 して お り、 特

に字種 が多 く鍵 盤 入 力 が 困 難 な 日本 で の進 歩 は著

しい。機 械 翻 訳 も、語 彙 、構 文 、一意 味 な ど を限定

で き る業 務 用 に つ い て は、 実 用 化 の 可 能 性 が 高

ま って い る。

これ が実 現 す れ ば 、 い わ ゆ る 国 際語 を知 らな い
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30億 を超 え る世界 の人 々 に とっ て大 き な福 音 と な

る で あ ろ う。

(9)サ ー ビ ス態様 の融 合

以 上 、最 近 の情 報 技術 の い くつ か を概 観 したが 、

これ ら を含 む多 様 な技 術 革 新 に よっ て 、従 来 の情

報 サ ー ビス が 、非 電子 的 な もの か ら電 子 的 な もの

へ 、個 別 的 な もの か ら統 合 的 な もの へ と 、変 容 を

遂 げつ つ あ る こ とが 指 摘 で き る。

デ ー タ通信 は電 気 通 信 と情 報 処 理 を、 フ ァク シ

ミ リは電 気通 信 と郵 便 を、衛 星 とケ ーブ ル は電 気

通 信 と放 送 を融 合 させ て い る。 さ らに、 ワー ドプ

ロ セ ッサ ー 、電子 印刷 、 フ ァ ク シ ミリな どの普 及

に よっ て 、図 書 、雑 誌 、新 聞 、 デ ー タベ ース な ど

も融 合 の傾 向 を強 め る もの と思 わ れ る。

今後 の ニ ー ズの 多 様化 が進 む に伴 い 、 この 種 の

融 合 が 推 進 さ れ れ ば規 模 の 利 益 は維 持 で き る か

ら、 多 様 な サ ー ビスの 提 供 は可 能 と な ろ う。 しか

し、サ ー ビス態 様 の融 合 の便 益 を享 受 す る た め に

は 、従 来 の法 的 規 制 の 枠 組 み の見 通 しが必 要 と

な っ て くる。

2.情 報技術の便益 と課題

情報技術は社会経済活動のあらゆる側面に浸透

して、もはや不可欠の存在となっている。その結

果、社会活動の統合、産業構造の転換、社会資本

の強化、文化の充実などの面で多くの便益が得 ら

れている。しかしその反面、過度の集中管理、失

業の増大、プライバシーの侵害、文化の画一化な

ど、種々の問題も発生している。

今後、技術革新の加速化、社会の情報依存性の

増大、国際場裡でのバーゲニングの激化が予想さ

れるが、それに伴ってこれらの問題点はますます

大型化 し国際化するであろう。

(a)社 会活動の統合

情報技術の効用の一つは、広い地域に分散して

行われている種々の社会活動を、物理的距離を超

越して統合する手段を提供 していることである。

産業は広い地域での営業活動に見合って、各地の

工場での生産、在庫管理を常に適切に実行するこ

とができる。銀行 はオンライン・システムによっ

て、顧客がどの支店からでも預金を引き出せるよ

うにするとともに、資金の動きを常に的確に把握

することができる。

政府 も大量、多様な統計資料を全国から迅速か



っ包括的に収集 し、これにもとづき政策を常に調

整することができるだけではなく、虚偽の所得税

申告などの不正行為を速かに摘発することもでき

よう。

しか し、情報技術による諸活動の統合に当たっ

ては、プライバシーの保護、コンピュータ犯罪の

防止、政府による過度の集中管理に対する歯止め

が必要であり、また社会活動が全面的に依存する

ようになった情報 システムの信頼性、安全性をき

わめて高度のものとする必要が生ずる。さらに統

合を効果のあるものとするためには、既存の情報

通信法制の見直しも不可欠の課題であろう。

(b)産 業構造の転換

石油危機以来、原料やエネルギー源の大量輸入、

加工品の大量生産、大量消費、大量輸出という従

来の産業構造にかげりがみえてきた。産業構造の

転換 は不可避であり、省エネルギー、省資源、高

付加価値の製品生産への重点的指向と、在来型の

産業分野における生産性向上は、先進諸国が抱え

る共通の課題であることは明白であろう。この面

で情報技術の果たす役割は大きい。

コンピュータ、数値制御工作機械、オフィス ・

オー トメーション機器などの知識集約型製品は、

高度の付加価値をもっているし、産業用ロボット

は生産性向上に画期的な役割を果たしている。

しか しこのような産業構造の転換に伴い、省力

化、自動化による熟練工や事務員の失業、ソフ ト

ウエア産業分野での技術者や技能者の不足が憂慮

されている。創出される雇用機会が、失われる雇

用機会 を上回 るか否かは議論の分れるところだ

が、職域の移行を円滑化するための、継続教育と

再訓練の充実に努めるべきであろう。

(c)社 会資本の強化

急速に進展する大都市の過密化と辺地の過疎化

に伴い、社会資本の強化は緊急の課題となってい

るが、現下の厳 しい財政事情のもとでは投入でき

る資金にも限度がある。限定された資金を効率 よ

く活用する上で、情報技術は大きな役割を果たし

ているのである。

救急医療情報システムは、広い地域にわたって

救急車の所在と救急病院の状況を常に把握 し、患

者の移送時間の短縮に役立っている。道路交通管

制システムは、道路網内の交通量の変化を感知 し、

交通量の多い方向の疎通を改善することにより、

走行時間、燃料消費、大気汚染、運転者の疲労を
　'軽 減している

。航空管制 システムは、個々の航空

機の所在、高度、速度、便名を常に把握すること

により、安全の確保と運行効率の改善に役立って

いる。

これらのシステムがない場合、同様のレベルの

サービスを提供するのは不可能であったり、巨額

の資金を必要とすることは明白といえよう。

しかし、社会資本の情報化にも、問題がないわ

けではない。システムには高度の信頼性が要求さ

れ、また情報の漏洩、損壊にも格段の注意が必要

なのである。

(d)文 化の充実

情報技術はまた文化の保存と充実にも役立って

いる。磁気テープによる音と映像の記録は、名演

奏家や名優のすぐれた演技や、言語、習俗など文

化人類学的に貴重な行動形態を永久に保存するこ

とができる。コンピュータ合成音楽などの新 しい

表現手段は、創造性豊かな芸術家たちによる新 し

い文化の創造を可能にしている。

しかしテレビ、ラジオの急速な普及の結果、文

化の画一化の危険性が増大 していることも事実で

ある。ある地域社会が他の文化と接触 したとき、

それを理解 し選択的に受容する能力をもっていれ

ば、自己の文化をさらに発展させることができる。

しかし、他の強力な文化を無分別に吸収すれば、

自己の文化的個性は失われてしまうだろう。

近代文明による辺地の固有文化の制圧は、特に

深刻な問題となっている。文化的能力の向上と文

化的個性の保存には格段の努力が必要であるが、

この面でも情報技術の役割が期待されるのであ

る。

(e)国 際化する課題

情報技術のもたらしている広域性の故に、また

それが先進諸国の命運にかかわる戦略産業である

が故に、以上の便益や課題は、地球的な規模での

広がりをみせている。

プライバシー保護法の国際的整合性、情報サー

ビスの自由化、省力化と自動化に伴 う失業、情報

技術および情報資源の極端な偏在、情報技術開発

に対する政府助成、先端技術情報の国際流通規制

など、多様な問題が国際的に浮上 しつつあること

に注目し、適切に対応することが望まれるのであ

る。
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●第1部 ●コンピュータ利用の広 が りと情報化社会 の新局面

1
情報化の意味するもの

現代社会と情報化

情報化 とはなにか

情 報 化 は 、情 報 を活用 す る こ とに よ っ て、 人 間

の 活 動 に何 らか の 変化 を与 え る こと 、 あ る い は変

化 を加 え る た め に情 報 を活 用 す る こ と で あ る。

情 報 化 の範 囲 は広 い。 個 人 ・家 庭 ・地 域 の生 活

か ら、 あ らゆ る組 織 ・機 関 、 自治 体 、 国 、 さ らに

国 と 国 の地 球 的 規 模 に至 るま で 、情 報 化 は人 間 の

活 動 す る と こ ろ すべ て に及 ぶ 。同 時 に 、情 報 化 は、

情 報 を活 用 す る こ と に よっ て人 間 の 活動 の範 囲 を

拡 大 す る こ と を も意 味 して い る。

人 間 活 動 の あ らゆ る分 野 に情 報化 が及 ぶ と い う

こ と で は、 これ を利 用 す るの に差 別 が な い。 つ ま

り、 情 報 の平 等 な利 用 が 、情 報化 の ひ とつ の 前提

に はな って い る 。

た だ し、 ど うい う情 報 を得 る か、 情 報 に ど うい

う価 値 を見 い だ すか 、 価値 の あ る情 報 を選 ん で活

用 す る に は ど う す るか 、 そ の手 段 を もつ か ど うか

に よ る差 は当 然 あ る。

た と え ば、 企 業 に お け る情 報 の利 用 が 、他 企 業

と の競 争 の た め で あ る な ら、他 企 業 と は違 う情 報 、

よ り質 の 高 い情 報 を得 て利 用 す る た め の手 段 を も

と う とす る わ け で 、 その 点 で は情 報 化 の 範 囲 は限

定 され る こと に な る。

逆 に 、 同一 企 業 グ ル ー プ、提 携 関 係 の ある複 数

の 企業 ・組 織 体 が、 同 一 の情 報 を共 有 して 、情 報

化 の範 囲 を拡 大 し、 そ れ に よ っ て活 動 の範 囲 を広

げ る こ と も あ る。

い ず れ に しろ、 情 報 化 の た め には 、 そ の手 段 が

必 要 と な る。 つ ま り、情 報 を価 値 あ る もの にす る

か ど うか は、 い か に情 報 を作 り、集 め 、選 択 し、

引 き出 し、伝 達 し、利 用 す るか にか か っ て お り、

そ の 手段 が情 報 化 に必 要 な条件 と な って い る。

情 報化 の た めの 手 段 は、 コ ン ピュ ー タ を中心 と

す る通 信 技 術 を含 め た情報 機 器 お よ びそ の ソ フ ト

ウエ ア で あ る。 多 くの 場合 、情 報 化 が コ ン ピュ ー

タ化 と同 義 に 取 られ る の は その ため で あ る。

情報化と社会活動

しか し、情 報 活 用 の 手段 につ いて は、コ ンビ ュー
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タな どの 、い わゆ る情 報 処 理 機 器 だ けに よる とは

限 らない 。

新 聞 ・雑誌 な ど の活 字 媒 体 、 テ レ ビ ・ラジ オ な

どの 電 波 媒体 は じめ、 従 来 か らの 情報 通 信 手 段 は

すべ て含 まれ、一 方 、 ニ ュ ー メ デ ィア と呼 ば れ る

手 段 も、 よ り広 く多 様 に利 用 され 、 そ れ に よ っ て

情 報化 は い っそ う範 囲 を広 げる こと に な る。 情 報

活 用 の た めの技 術 、 情報 処 理 も含 め た広 い情 報 に

か か わ る技 術 を情 報 技術(イ ンフ ォ メ ー シ ョン ・

テ ク ノロ ジー)と 称 す る が 、今 後 あ ら ゆ る活 動 の

基 本 にな って くる で あ ろ う。

情 報化 が まず産 業 の分 野 に お いて進 展 して きた

の は、産 業 分 野 が、 コ ン ピュ ー タな ど の情 報 処 理

機 器 をい ち早 く手 に した こ と に よる。 競 争 社 会 に

あれ ば 、他 者 よ りも事務 処 理 、作 業 処 理 の効 率 を

高 め 、 ま た よ り早 く情報 を入 手 し、処 理 し、伝 達

す る手 段 を得 よ う とす る の は 当然 で、 この た め産

業 分 野 で は、 コ ン ピュ ー タ と通 信 の 技 術 を導 入 し

て 、情 報 利 用の 時 間 と距 離iを短 縮 し、 よ り質 の 高

い情 報 を 得 よ う と して き た。 そ の 必 要 性 が ま ず

あ っ た こ とが、産 業 分 野 の 情 報 化 を推 進 して き た

の で あ る 。

情報 化 は 次い で、 社会 生 活 に 関連 す る公 共 的 な

機 関 に及 ん でき た。

教育 、医 療 、国 ・自治体 、公 共 サ ー ビス な ど の

分 野 で は 、情報 処理 の手 段 が 、 内部 の 情 報 活 用 の

た め に限 らず 、外部 の不 特 定 多 数 の 人 間 に影 響 を

与 え る こ と になる。

こ こで は情報 の利 用 者 が 広 範 囲 、 多 数 に な る た

め 、い わ ば情報 の平 等 化 が 成 り立 つ 。 ただ し、 そ

れ を ど う選 択 し、 ど う利 用 す るか に よ って 、 利 用

者 個 々 に お いての 情 報 化 の 質 は違 って くる と も考

え られ る。

情 報 化 の 範 囲が 広 が る こと は 、情 報 の 活 用 者 が

個 人個 人 に なる こと で もあ る 。個 人 が 、 自主 的選

択 ・判 断 に よ り、情 報 手 段 を介 して必 要 な情 報 を

作 り、送 受 し、処理 して利 用 す る こ と、そ れ に よ っ

て生 活 に 変化 を もた らす こ とが 個 人 に と っ て の情

報 化 で あ り、情報 化 社 会 は それ に よ って 実 現 され

る。



●図1.情 報化の進展 と予測
一1970 、1975、1979(実 績)、1985、1990(予 測)
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の進展状況 を測るため、情報化を

もっとも表象すると考えられる27

t旨標をとり、1970年=100と して

指数化 したもの。

②27指 標は、さらに産業分野と社

会 ・生活分野、コンピュータ系 と

非コンピュータ系に分けられてい

る。

③ 図は、過去10年間の情報化の進

展を‡旨標旧りに示 し、1司時に、今イ麦

の情報化がいかなる様相で進展す

るかを表わしている。面積の大 き

な指標は成長が著 しいものである。

出所 通産省産業構造審議会答 申1982年

●図2.情 報化総合指標
一 分野別 指標 の年 度別推 移 と予測

(1970年 度=100と した指 数、 常用対 数表 示)
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●第1部 ●コン ピュー タ利 用の広が りと情報化社 会の新 局面

2
コンピ ュータの大衆化時代

日常的 に な った コン ピ ュー タ ・シ ステ ム

身 近 にある コン ピュー タ

今 や私 達 の 日常 生 活 は 、否応 な しに コ ンピ ュー

タ と深 い かか わ り を持 つ よ う に な って きて い る。

この か か わ りは、 ます ま す深 ま る こ とは あ っ て も

薄 れ る こと は考 え られ な い 。

私 達 が 朝起 き てか ら就寝 す る ま で の間 、 ど れ だ

け コ ン ピュ ー タ と かか わ る もの だ ろ うか 。朝 食 の

準 備 の 家 電製 品 に は じま り、通 勤 、 レジ ャー の足

で あ る 自動車 、 オ フ ィスで 手 に す る計 算 機 や 複写

機 等 の 事 務機 器 、帰 りが け に入 った パ チ ンコ屋 の

パ チ ン コ台 にい た る ま で 、 い ろ い ろな所 で い ろい

ろな物 に コ ン ピ ュー タは使 用 さ れ て い る。

こ う して私 達 は、一 日中知 らず知 らず の うち に

コ ン ピュ ー タの 恩 恵 を受 けて い る の で あ る。

コ ン ピュ ー タ は、 専 門 家 の 間 で使 用 され る もの

か ら"普 通 の人 々"が 使 え る もの へ と急 速 に変 わ

りつ つ あ る。 これ まで 、 コ ン ピュ ー タ は さ ま ざま

な情報 処 理 ニ ー ズ をな ん で もこ な す とい う目的 か

ら、 コ ン ピュー タの能 力 をい か に高 め るか と い う

こ とに重 点 が お か れ て き た 。す な わ ち、処 理 ス ピー

ドや記 憶 容 量 の 大 き さな ど が コ ン ピュー タの中 心

テーマ で あ った 。

しか し、LSIな ど半 導 体 技 術 の 急 速 な進 歩 に

伴 い 、 これ らの テー マ は か な り解 決 され た。 今 や

コ ン ピュ ー タの 課題 は そ れ を い か に仕事 の道 具 と

して 、楽 に使 い こな せ る か に重 点 が 向 い て き た。

こ う した新 しい傾 向 は コ ン ピュ ー タ利 用層 が 、 プ

ロ グラマ ーな ど い わ ゆ る情 報 処 理 の 専 門 家か ら、

普通 の 人 へ と広 が っ た こ と を意 味 して い る。

ビジ ネ スか ら家事 に い た る 、 あ らゆる個 人 活動

に まで コ ン ピュ ー タは道 具 と して使 わ れ る よ うに

な っ たの で あ る 。

大衆化を促す技術進歩

と こ ろで 、 こ う した コ ン ピ ュー タの大 衆 化 は 、

一 挙 に実 現 され た もの で は な い。 まず第1は 、 オ

フ コンの 出 現 で あ り、 こ れ に よ りコ ン ピュ ー タ は

広 く ビジ ネ スの 世 界 で使 わ れ る よ う にな っ た。 オ

フ コ ンが本 格 的 に普及 しだ した の は、 昭和50年 頃
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か ら で あ る。 す な わ ち、 オ フ コ ン はそ れ ま で の汎

用 機 と異 な り、価 格 的 に も安 く、 取 り扱 い も簡 単

で 、通 常 の オ フ ィスの 中 で使 え る こ とか ら、 中小

企 業 の 間 に 急速 に普 及 しは じめ た。 な に しろ 、 コ

ン ピ ュー タ専 用 の部 屋 と専 任 の 技術 者 に頼 らず に

扱 え る とい う こと は、利 用 サ イ ドか らみ て格 段 の

進 歩 で あ る 。

こ れ を境 に して 、産 業界 は急 速 に コ ン ピュ ー タ

化 しだ した の で あ る。

そ して第2は 、パ ー ソナ ル ・コ ンピ ュー タ(パ

ソ コ ン)の 出 現 で あ る。 パ ソ コン は昭 和55年 頃 か

ら急 激 に普 及 しは じめ、 そ の 頃11万 台 で あ った年

間 出荷 額 は 、57年 に は70万 台 に な る と いわ れ る 。

と こ ろ で、 パ ソ コ ンは名 実 と もに コ ン ピュ ー タの

大 衆 化 を推 進 して い る。 す な わ ち 、 オ フ コ ンが い

わ ば オ フ ィス に1台 と い う普及 の仕 方 で あ るの に

対 し、パ ソ コ ン は1課 に ユ台 と い う普 及 状 況 で あ

る 。 しか もパ ソ コ ンの出 現 に よっ て 、初 め て 個 人

を対 象 と した コ ン ピュ ー タ市 場 が生 まれ た こ とで

あ る 。 す な わ ち、 ホ ビー ス トや マ ニ ア を中 心 に パ

ソコ ンは個 人 レベ ル にか な り広 が りつ つ あ る。

と ころ で 、 なぜ これ ほ ど まで にパ ソ コ ンが 急 速

に かつ 広 く普 及 しだ したか とい う と、1台20万 円

(本 体)程 度 と い う価 格 の安 さ、 そ れ に加 え取 り

扱 い の しや す さ にあ る。

そ れ に な ん と い って も、 プ ロ グ ラム作 りの 言 語

がBASICや 簡 易 言 語 とい うだ れ に で も扱 え る も

の に加 え 、 多 くのパ ッケ ー ジ ・ソ フ トウエ ア が 開

発 され た こと で あ ろ う。

パ ソ コ ンの 出現 で 、 メ ー カ ー はそ れ ま で蓄 積 し

た高 度 な技 術 を 、使 い や す さの た め に 活用 しだ し

た。 これ は 明 らか に、一 般 大 衆市 場 をね らっ た コ

ン ピ ュー タ戦 略 を メー カ ーが 採 りだ した こと を意

味 してい る。 と い うの も、パ ソ コ ンの 次 に くる も

の はホ ー ム ・コ ン ピュー タで あ るか らだ 。 こ う し

て 、 コ ン ピュ ー タの 技術 進 歩 は ビ ジ ネス社 会 を よ

り効 率 的 に 変革 させ ただ け で な く、 家庭 生 活 も大

き く変 え よ う と して い る。 ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タ

は今 、実 用 化 に 向 け て急 ピ ッチで 開 発 され つ つ あ

る。
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監視 と警報

防犯監視 ・キーロック

◎家庭外情報

電電公社のTsseg末 大型計算センター

新聞社 買物情報

◎健康

健康診断データの解析

病状診断 自己診断

食事の献立とカロリー計算

●図2.[コ ンピュータの大衆化]
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非定型的パーソナルユース

糟 瓢:欝1(鍬 給・計算等)
デー タベ ー ス等

スーパー・

コンピュータ

ミニコン

ピュータ

出所 日本電子計算機株式会社 「コン ピュータノー ト'82」
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●第1部 ●コン ピュー タ利 用の広が りと情 報化社会の新局面

3
第2次 コンピ ュータ革命

人 の々生活を変える力

第2次 コン ピュータ革命 の きざ し

最 近 の マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ を中心 と す る、 マ

イ ク ロエ レ ク トロニ クス(ME)の 発 達 は、 め ざ

ま しい ものが あ る。政 府 の産 業 構造 審 議 会 ・情 報

産 業 部 会 の 報 告 に よれ ば、 「情 報 化 の社 会 全体 に

及 ぼ す影 響 は 、18世 紀 の産 業 革 命 に も匹敵 す る広

が りと深 さ を持 ち、そ れ は点 か ら面 へ の広 が りを

持 った第2次 情 報 革 命 の段 階 に きて いる」 と指 摘

して い る 。

これ は す な わ ち半 導 体技 術 の 発 達 に よ り、マ イ

ク ロ化 した コ ン ピ ュー タが 、 あ らゆ る産 業 領 域 に

浸 透 しは じめ て い る こ と を意 味 す るの だ 。従 来 コ

ン ピュ ー タは 、膨 大 な デー タの 計 算 や解 析 に特 殊

な 高 価 な機 械 と して利 用 され て い た。 そ れ が半 導

体 技 術 の発 達 に伴 って 小型 化 、低 価 格化 す る こ と

に よ り、産 業 界 の あ ら ゆる分 野 で使 われ るよ う に

な り、 そ の応 用 が 新 しい生 産 シス テ ム を生 み 、生

産 性 の 向上 に大 き く貢 献 す る よ うに な って き て い

る。

と ころ で 、 なぜ 半 導 体 を中心 と したマ イ クロエ

レク トロニ クス が 、新 しい 産業 革 命 の 担 い手 と し

て 、注 目 され る よ う に な った の で あ ろ うか 。 そ れ

はマ イ ク ロエ レク トロ ニ クス が 驚 くほ どの技 術 的

進 歩 と価 格低 下 を実 現 して いる か らで あ る。 た と

え ば、20年 前 に は一 部 屋 を 占め るほ どの 大 き さを

持 つ1億 円以 上 も した コ ン ピュ ー タが 、今 で は指

の爪 の 上 に で も乗 る ほ どの 大 き さで 、同 じ程 度 の

機 能 を 持 ち、 価 格 も わ ず か1,000円 程 度 に ま で下

が って い る。

これ が1971年 に ア メ リカの半 導体 メ ー カ ーの イ

ンテ ル社 に よ り、世 に 出 たマ イ クロ プ ロ セ ッサ ー

=マ イ コ ンな の で あ る 。 この マ イ コ ンは 、厳 密 に

は メ イ ン ・メ モ リー お よ び1/Oイ ン タ フェ ー ス

部 分 もIC化 され た もの を指 し、 コ ン ピュー タ機

能 を ワ ン チ ップ 上 で実 現 した と こ ろか ら、 ワ ン

チ ップ ・コ ン ピ ュー タと呼 ばれ てい る。

この ワンチ ップ ・コ ン ピュ ー タの 出現 と価 格低

下 は、 ひ とつ の 革 命 を もた ら した と いえ る。 なぜ

な ら これ に よ り、 機械 式計 算 機 とか 時 計 とい っ た
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ひ とつ の産 業 が ま った く予 測 も しな か っ た方 面 か

らの 競争 相 手 、つ ま り半 導 体 産 業 に よっ て崩 壊 し

だ して い る か らで ある 。 そ して こ う した現 象 は,

あ らゆ る機 械 産 業 に も波 及 しつ つ あ る。生 産 性 の

向 上 、 省 エ ネ ルギ ー、機 電 一 体 化 等 の 掛 け声 の下

に、 今 や全 産 業 にマ イ クロ コ ン ピュ ー タの応 用 が

進 ん で い る。 これ は ま さに 、第1次 産 業革 命 に お

け る蒸 気 機 関 の発 明 に も比 すべ き もの で あ る 。

この よ う にマ イ コ ン は、現 代 の"イ ノベ ー シ ョ

ン"を 象 徴 す る代 表 的 な もの で あ る と い って よい 。

つ ま り、特 定 の 分 野 に限 定 され た技 術 、 あ る い は

特 別 な訓練 を受 けた専 門家 だ け に利 用 され る 技術

と い う、従 来 型 の 技術 の概 念 と枠 組 み をマ イ コ ン

は完 全 に変 えつ つ あ るか らで あ る。 それ は き わめ

て広 い分 野 の 中 に 、そ して市 民 生 活 の中 に ま で直

接入 り込 み つ つ あ る変 化 な の で あ る 。

広がるマイコンの応用領域

ところで、マイコンの具体的な応用領域の主な

ものをあげてみると、民生 ・家電の分野では住宅

設備機器制御、各種家電製品がある。また事務商

業分野では、日本語を扱 うワー ドプロセッサーや

在庫管理機能を包含 した電子 レジスターやPOS

システムなどがあげられる。工業分野では、数値

制御の工作機械やプロセス制御機器等があげられ

よう。交通輸送では広域運行監視や運行制御、在

庫管理と製品の入出庫のための搬送機器制御を組

み合わせた自動倉庫 システムでの利用が進んでい

る。計測 ・試験分野では、計測または試験結果を

高い精度で統計処理したり分析する機器に利用さ

れている。

これらの応用領域を図1に まとめておこう。

このほかにも、マイコンの利用領域はきわめて

広 く、また今後どのくらい拡大 していくのか予測

のしにくい側面がある。というのは、マイコンの

導入によって、既成の産業が崩壊 し、新 しい形態

の産業が形成される可能性 を、その内部に秘めて

いるという未知の面があるからなのである。

参考までに、世界のマイコン市場の拡大動向を、

図2に 示 しておく。



●図1.マ イ コンの主な利用領域

応用分野

民生

用途

家電 ・教育

事務用デー

タ文書処理

自動車,電 卓,冷 蔵 庫,玩 具,電 子 レンジ,

炊飯器,学 習機,ミ ンノ,テ レ ビ

ECR.pbS,タ イ プラ イ ター,ワ ー ド・ ロ セ ッサ ー

植 字機,オ フ コン,作 図機,会 計機,現 金 臼勤

人 出金機.一 ラーズ ・マ シ ン,複 写 機

熔 繊 コ ントローラー・ 工期 ミシン・

産 業用財 ツト,ビ ル管理 システム・自動

ご淘 輩廷自動搬送機,自 動出札機,NC機 械

航空機,自 動出札機,運 行管理装置

有線通信 無線通信,画 像通信,デ ータ通信,

遊

ぶ

叉

ぴ
、泊

即

・ぺ

㌢

膠
書

※双
ぷ

ド

●図2.世 界のマイコンの市場動向予測
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●第1部 ●コンピュータ利用の広が りと情報化社会の新局面

4
家庭 とコ ン ピ ュー タ

どう変わる人々の家庭生活

産業界 から家庭へ

コ ン ピュ ー タの 値 下 が りと通 信 技術 の発 展 は、

これ ま で も っ ぱ ら工 場 の生 産 管 理 や企業 の大 型事

務 処 理 に限 られ て い た コ ン ピュ ー タ を、 オ フ ィス

の事務 部 門 に入 り込 ませ 、 オ フ ィス ・オ ー トメー

シ ョンを 引 き起 こ した。 オ フ ィス に押 し寄 せ た コ

ンピ ュー タ化 の波 は、 次 に家庭 に お しよせ 、近 い

将 来 ホ ー ム ・オ ー トメー シ ョンを招 来 す る もの と

予 想 され て い る。

その 前段 階 と して 、現 在 す で に マ イ コ ン内蔵 の

電 子 製 品 が 家庭 に入 りつ つ あ る。 た と え ば、 エ ア

コ ン、電 子 レ ン ジ 、冷 蔵 庫 、VTR、 洗 濯 機 炊

飯器 、 電子 ミシ ン、電 子 楽 器 な どで 、 いず れ も単

機 能 の 製 品 で あ る 。

一 方 、 これ ら単機 能 の製 品 を集 合 し、家 庭 内 の

あ ら ゆ る 機 能 を 一 元 的 に管 理 す るハ ウス コ ン ト

ロー ル ・シス テ ム や ホ ー ム ・セキ ュ リテ ィ ・シス

テ ム な ど も 出 始 め て い る 。 ホ ー ム ・オ ー トメー

シ ョ ン の 担 い 手 と な る ホ ー ム ・コ ン ピュ ー タ と

は、単 体 と して の 製 品 で は な く、 この よう な トー

タル な シ ス テ ムで ある 。

工 場 や オ フ ィス に比 べ て 、家 庭 は実 た さま ざ ま

な機 能 が 集 約 され た場 とい え る。したが って 、ホ ー

ム ・コ ン ピュ ー タ に は、 家庭 内 の ニ ーズ に あ っ た

多種 多様 な機 能 が 求 め られ る。機 能 上 、 ホ ー ム ・

コ ン ピュ ー タ は 次 の3つ に分 類 す る こ と が で き

る。

(1依 食住 の た めの シス テム

・調理 、洗 濯 、掃 除 な どの 家事 を トー タル に行

う家事 管 理 シ ス テ ム。

・防災 ・防犯 の た めの ホ ーム ・セ キ ュ リテ ィ ・

シス テム

・電子 シ ョッ ピ ング な ど のニ ュー メ デ ィアに よ

る映像 情報 シス テ ム

(2)仕事 、教 育 、 余 暇 な ど の生 活 の 中 の諸 活 動 の た

めの シス テム

・FAX、 コ ン ピュ ー タ端 末 、 ワー ドプ ロ セ ッ

サ ー な ど在 宅 勤 務 を可 能 に す る シス テ ム

・レ ジ ャー情 報 、教 育 、 教養 関係 の 情報 、医 療

14

情 報 な ど を得 る た め のCATV、 テ レ テ キ ス

トな どの 生 活情 報 シス テム

・教 育 の た めのCAIシ ステ ム

(3)生活 の経 済 面 をつ か さど る シス テ ム

・ホ ー ム ・バ ンキ ン グな どの 在宅 決 済 シス テム

ホ ー ム ・コ ン ピ ュー タは現 時 点 で は その 数 も少

な く、実 験 段 階 に ある ものが 多 い 。 この市 場 は未

開 拓 の きわ め て潜 在性 の高 い市 場 で あ る。 虎視 眈

眈 と この 市場 をね らって い る企 業 は多 く、 その 分

野 も さ ま ざま で あ る。

現 在 、名 乗 り をあ げ てい る企 業 を み まわ して も、

コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ ー 、家電 メ ー カ ー、住 宅 メ ー

カ ー、警 備保 障会 社 、楽 器 メ ー カー 、 教育 産 業 、

玩 具 メー カー 、 これ らを陰 で支 え る ソフ トウエ ア

会 社 な どが あ る。

どう変 わる家庭生活

一 般 の家 庭 にホ ー ム ・コ ン ピュ ー タが 普 及 し
、

在 宅 勤務 が定 着 す ると 、サ ラ リー マ ンの 多 く は定

住 化 し、 それ に よ って地 域 の コ ミュ ニ テ ィが形 成

され 、住 宅 環 境 が整 い 、省 エ ネ ル ギ ー化 が 進 み 、

防 犯 防災 体 制 の広 域 化 が はか られ 、余 暇 の 活 用 も

活 発 と な り、 能 力 開 発 や生 涯 教 育 が 盛 ん に な る

… … な ど 、バ ラ色 の未 来 が描 か れ て い る。

しか し一 方 で は 、機 械 と接 す る時 間 が 多 くな る

こと か ら、他 人 に関 す る無 関 心 、思 い や りの な さ、

社 会 性 の 喪 失 な どマ イ ナ ス 面 の 影 響 も考 え られ

る 。 ま た 、機 械 に よ る集 中管 理 は機 械 の故 障 に よ

り、思 わ ぬ事 故 も引 き起 こ しか ね な い し、ホ ー ム ・

コ ン ピュー タ が 通 信 網 に接 続 さ れ る こと に よ っ

て 、個 人 情報 の秘 密 保 護 の 問題 も出 て こ よ う。 こ

の ほ か、 いた れ りつ くせ りの便 利 さ に慣 らさ れ て

しま う こ とに よるマ イナ ス面 も い ろ いろ考 え られ

る。

今 後10年 間 で 、 ホー ム ・コ ン ピュ ー タは 多 くの

家庭 でみ られ る よ う にな る と予 測 され て い る 。 し

か し、予 想 で き る限 りの マ イナ スの 側 面 に対 す る

しっ か りと した対 策 を立 て る こ とが 、 今 、何 よ り

も必 要 で あろ う。
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● 図1.ホ ー ム ・オ ー トメーシ ョン・シス テ ム

入力装置

メイ ンコ

ガス・=]ン トロール装 置

出所 通産省 ・産業構造 審議会答申 ・資料

「80年代情報化社 会のイメー ジー 生活分野」56年8月

メラ入力

説 〉

、一ム ・コ ン ピュー タ

リ各 種 電気製 品、住

宅機器などを集中制御 し、

温、照明制御を主体 と

省工不ルギー化お よ

び防犯装置、家計簿管理

などの"生 活合理化"を

行う。 またH1-OVISな

どの映 像情報 ノステム

の多様なサービスの提供

を受け、CAIに より家庭

内て教育機会の活用が生

じ"生 活の充実"を もた

らす。
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5
社会(情 報)シ ステムの広が り

社会の様相を変えるシステムの力

社会(情 報)シ ステムの開発要請 と背景

社会 情 報 シ ス テ ム と は、 一民 間企 業 な ど特 定 の

営 利 目的 を持 っ た組 織 体 にの み役 立 つ 情 報 シス テ

ムで はな く、一 般 社 会 の多 様 な ニ ー ズ に こた え 、

個 人 を主 要 な 直接 の受 益 者 と して種 々の 便 益 を提

供 す る こ とに よ り、 国民 福 祉 の 向上 に資 す るた め

の情 報 シ ス テ ムで ある 。 す な わ ち、広 く公 共 目的

や社 会 生 活 の 利 益 に役 立 つ た めの 情報 シス テ ムで

あ る 。 したが って 、社 会情 報 シ ス テム の規 模 は必

然 的 に大 規 模 な もの と な り、 ネ ッ トワー ク化 す る

傾 向 が強 い。

社会 ・経 済 の進 歩 ・発 展 は、今 後 さ らに多 様 な

ニ ー ズ を生 み 出 す と 思 わ れ 、 そ れ に伴 い コ ン

ピ ュー タ の 処 理 能 力 や通 信 手 段 の 発 達 と相 ま っ

て、 多種 多様 な シス テ ムが 開 発 され るで あろ う。

こ う した社 会情 報 シス テ ムが 必要 と な った背 景

を みて み る と、 国民 ニ ー ズ の高 度化 ・多 様 化 に対

応 して、特 に 都市 、住 宅 、交通 、環 境 、医療 、福 祉 、

教 育 等 の 生 活 ・社 会 関 連分 野 に お け る各 種 課 題 が

クロ ー ズ ア ップ され て きた こと に あ る。 この 課 題

の 解決 は と りも 直 さず 、 高 度福 祉 社 会 の実 現 につ

な が る もの で あ り、時 代 の 要請 と な りつ つ あ る。

しか しな が ら、 この 解 決 に は高 度 な技 術 と多大 な

資 金 を必 要 と し、各 分 野 の 有機 的 な連 携 が不 可 欠

で ある 。

一 方
、 近年 飛 躍 的 に発 展 した情報 関連 技術 、光

通 信 シ ス テム な どの通 信 技 術 お よび シス テム 化 の

技 術 は、 広 域 か つ 多 次元 な情 報 処 理 シス テ ム を可

能 に した。

今 後 必 要 と され る シス テム を考 えた場 合 、 コ ン

ピュ ー タと通 信 の技 術 を利用 す る こ とに よ り、全

国 的 な規 模 の シ ス テ ム と な る ことが 予想 され て お

り、 わ が 国 の エ ネ ル ギ ー 、食 糧 、 防災 、 防衛 等 の

面 で み られ るバ ル ネ ラ ビ リテ ィ(脆 弱 性)の い く

つ か の 部 分 を、情 報 の力 で カバ ー す る こ とが 可能

と な る。

広がる利用分野

さて現 在 、社会 情 報 シス テ ム は多方 面 に わた り、
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数 多 くの シ ステ ム が開 発 ・実用 化 され て い る。 そ

こで以 下 にす で に稼 動 して い る もの をは じめ 、計

画 中 の もの も含 め て 、 シ ス テム の全 容 を み て み ょ

う。 次 に各 分 野 に つ い て そ の特 性 を述 べ 、各 シス

テ ム名 を図2に 掲 げ る 。

行政 シス テ ムの 目 的が 大 量 の 情 報 の処 理 お よ

び検 査 業務 を主 体 と し、利 用 先 と運 営主 体 が官 公

庁 、 自治体 等 行 政 機 関 で あ る。 ま た この シス テ ム

は官 公 庁全 体 の共 同利 用 が前 提 と な る ため 、 オ ン

ラ イ ン ・ネ ッ トワー ク化 が進 め られ て い る。

医 療 この分 野 は情 報 シス テ ムの 中で 最 も開 発

が進 ん で お り、救 急 医 療 、地 域 医療 な ど医 療 行 政

の分 野 か ら医療 技 術 ・事務 ま で 幅広 い(図1)。

交通 ・物 流 自動 車 の 交 通制 御 に 関 す る もの が

ほ と ん ど で 、都 内の4,635カ 所 の 信 号 を 自動 的 に

コ ン トロー ル(昭 和56年4月 現 在)し て い る シ ス

テ ムな どは 、世 界 で も最 大 な もの で あ る 。

この ほか 、各 種 の新 交 通 シ ス テ ムの 開 発 が進 め

られ て いる 。

防 犯 ・防 災 防 犯 に 関 す る情 報 シ ス テム は端 末

機 で あ る警 報装 置 と一体 化 した も の 、 また 警 察 庁

の 犯罪 情 報 シス テ ム な どが あ る。一 方 、災 害 に関

す る情 報 の 収 集 お よ び処 理 、 そ れ に基 づ く警 報 、

行 政措 置 を講 ず る もの が あ る。

公 害 ・環 境 コ ン ピュ ー タ とテ レメ ー タ ・シ ス

テム など電 子 測 定機 器 を組 み 合 わ せ た 公害 ・環 境

情 報 シス テ ム他 、環 境 の予 測 ・アセ ス メ ン トな ど

をす る シス テ ム も開発 中 で あ る。

教 育 こ の 分 野 は 、CAIシ ス テ ム を は じめ 余

暇 ・生 涯 教 育 な どの 各種 の能 力開 発 や学 習 を援 助

す る情 報 シス テ ムが 開 発 され て い る 。

流 通 流 通情 報 の シス テム 化 が この分 野 の課 題

で あ り、 その 成 果 は企 業 活 動 の効 率 化 に役 立 つ だ

けで な く、個 々人 の消 費 生 活 に も貢 献 す る面 が あ

る。 なお 、特 殊 な もの と して貿 易 や 港 湾情 報 の シ

ス テ ム化 も進 め られ て い る。

地 域 社 会生 活 貨 物情 報 や料 理 情 報 な ど、 日常

生 活 に必 要 な情 報 を個 人 レベ ル に提 供 す る シス テ

ム で あ る。 す で に 、実 験 的 に 行 わ れ て い る もの と

して 、旅 行予 約 シ ス テ ムが ある 。
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●図2.主 な社会情報システム(現 在計画中のものも含む)

行政分野

●水運用情報処理 システム

●行政情報システム

●運行行政情報システム

●自動車検査登録システム

交通 ・運輸分野

ざ

ステム

●道路交通情報システム

●航空管制システム

◎列車運行管理システム

●総合座席予約システム

●港湾管理システム

●航空貨物輸送情報システム

あ

1∴

ぷ

・

防災 ・防犯分野

医療分野
　　 じ る

●救急医療情報シズテム

●遡隔医療情報システム

●僻地医療システム

●総合健康診断システム

●医療情報データソVンク

●医療教育システム

●自動看護システム

..
〉

w.9

●全国地震予知網システム

●全国防災無線網システム

●全国警察情報管理 システム

●住宅災害予防 ・防犯システム

●コンビナー ト防災システム

●地域避難誘導・救急・救助システム

●全国気象観則網システム

流通分野
㍉ ㌦い 曽●商社国際ネ

'ントワークζ.システム

●オーダエン トリー ・システム

●受発注情報システム

●卸団地共同利用システム
.㌘●総合貿易情報システム ペ

●POSタ ーミナル ・シズテム

●チェーンス トア流通情報システム

☆

公害 ・環境分野

●公害 ・環境データバンク ・

●広域公害 ・環境予測システム

●公害監視 トータル ・システム

●長期予測システム

.1・,
1

教育分野

人

●CA|シ ステム
.●CMIシ ス・"//ム ノ.a.

●広晒 管理システム

●教育用データバンク

●社会教育情報システム

●身体棚 ⌒ システム
.●中高年層教育システム'

必
、承

地域社会生活分野

●生活設計プランニング ・システム

●料理献立システム

●学習情報システム

●冠婚葬祭システム

●観光情報システム

17



●第1部 ●コン ピュー タ利用の広 が りと情報化社会の新局面

6
オー トメーシ ョン概念の広が り

FAが 工場を変える

フ ァ ク ト リ ー ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン(FA)

と は

オー トメ ー シ ョンと は生 産 部 門 で 出 て きた言 葉

で 、生産 現 場(工 場)の 近 代 化 、 合 理化 、効 率 化

を 目的 と し、一 連 の機 械 化 に よ る 自動 化 をい う。

実 際 には 、米 国 で 発展 した イ ン ダ ス トリ アル ・エ

ン ジニ ア リ ン グ(IE)の 手 法 に よ り生 産 業 務 の

分 析 を行 い 、 その デー タの積 み重 ね に よ って 今 日

の大 量 生産 の た めの 自動化 され た工 場 が 生 み 出 さ

れ たの で あ る。

この よ うな 自動 化 を求 め る一 連 の機 械 化 、 コ ン

ピ ュー タ化 を フ ァ ク トリー ・オ ー トメー シ ョ ン

(FA)と い うが 、FAは 製 品 の 設 計 か ら加 工 、

組 み立 て、検 査 ま で の一 貫 した 工程 の無 人 化 を 目

指 した生 産 シス テ ム で あ る。

そ して 、 このFAが 可 能 に な っ た 理 由 は、 マ

イ ク ロ コ ン ピュ ー タ や セ ン サ ー な ど の 発 達 に よ

り、各生 産 工程 の機 器 が高 度 化 した こ と、 ま た そ

れ らの機 器 をひ と つ の生 産 ラ イ ン と して結 合 で き

る よ うに な った た め で あ る。

さて、 こ う した シス テ ムが 必 要 とな った の は 、

社 会 ニ ー ズ の 多 様 化 に伴 い 、 製 品 に 対 す るユ ー

ザ ー の要 望 が 多 種 多様 に な り、 こ う した 多様 化 に

合 理 的 に対 応 で き る生産 シ ス テ ムが 必 要 とな っ た

ため で あ る。

と ころ で、FA化 を支 え る もの はFMSで あ り、

CAD/CAMシ ス テ ム で あ る 。FMS(フ レキ シ

ブ ル ・マ ニ ュ フ ァクチ ュ ア リ ング ・シ ス テ ム)と

は、 一般 に以 下 の6つ の機 器 シ ス テ ムか ら構 成 さ

れ る。

NC(数 値 制 御)工 作 機 械 、 産 業 用 ロボ ッ ト、

自動 搬送 シス テ ム 、 自動 倉庫 シス テ ム 、 自動 保守

検 査 シス テ ム 、 そ れ に コ ン ピュ ー タ中央 管 理 シス

テム であ る。

そ して このFMSの 最 大 の 特 色 は、 同一 生 産 ラ

イ ンに多 品種 を流 して も、 素 早 く対応 で き る柔 軟

性 と無 人 化 とい う相 反 す る2つ の 機 能 を備 え て、

高 い生 産 性 を実 現 で き る こ とで あ る。

一 方 、CAD/CAM(コ ン ピュ ー タ ・エ イ デ ッ
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ド ・デ ザ イ ン/コ ン ピ ュー タ ・エ イ デ ッ ド ・マ

ニ ュ フ ァ ク チ ュ ア リ ン グ)シ ス テ ム と は、 コ ン

ピュ ー タ を使 っ て製 品 設 計 を した り生 産 す る シス

テム をい う。

具 体 的 に は 、CADは コ ン ピュ ー タ を使 っ て テ

レビ画 面 に設 計 図 を描 き だ す一 方 、CAMは そ の

図 面 に部 材 を工 作 させ るデ ー タ を 自動化 す る もの

であ る。

鍵 にぎるFMS

と こ ろで 、 この柔 軟 性 に富 む生 産 シ ステ ム の考

え方 は、1967年 に英 国 の モ リンズ社 に よ って試 み

られ て い る。 しか し当 時 は 、実 用 化 した シス テ ム

を完 成 す る に至 らな か った 。 と こ ろが その 後 も、

工場 生 産 の 自動 化 シス テム へ の研 究 は 、主 要 先進

工業 国 の 間 で進 め られ 、 現 在 で は世 界 で200近 く

のFMSが 稼 動 して い る とい われ る。 この う ち 日

本 が 約50、 米 国 が44、 西 独 が35シ ス テム で 、 この

3カ 国 で半 数 以 上 の シ ェ ア を占 め てい る と い われ

てい る。

こ と に1981年 、 日本 の富 士 通 フ ァナ ッ ク(現 ・

フ ァナ ック)が 世 界 で は じめて完 成 した、 ロボ ッ

トを大 量 に導 入 した無 人 化 志 向 の工 場 は世 界 の注

目 を集 め 、世 界 のFMS化 に少 な か らぬ影 響 を与

え て い る。

FMSは は じめ 、NC工 作 機械 を使 用 す る工 作

機 器 の分 野 で使 わ れ て いた が 、現 在 で は工 作 機械

業界 ば か りで は な い。 す な わ ち機 械部 品 や農 業機

械 、建 設 機 械 な ど機 械 関 係 は もと よ り、家 電 、 エ

レ ク トロ ニ ク ス 、 自 動 車 さ ら に航 空 機 産 業 、 レ

ジ ャー 産 業 の 生 産 現 場 で も使 わ れ る よ う に な っ

た。

こ う してFA化 の 波 は 、今 む しろ実 用 化 の 緒

につ いた段 階 で あ り、 その 拡大 は今 後 ま す ま す期

待 され て い る の で あ る。

そ して 将 来 は 、 こ のFAとOAを 一 体 化 し、

会 社 全 体 を オ ー トメ ー シ ョ ン化 す るTCA(ト ー'
'
タ ル ・カ ンパ ニ ー ・オ ー トメー シ ョ ン)、 あ る い

はCA(カ ンパ ニ ー ・オ ー トメー シ ョ ン)と もい

うべ き姿 へ と進 む もの と思 われ る。



●図1.日 本のFMSの 導入状 況
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出所:「 日経 メカ ニ カル 」1982年8月2日 号

●図2.導 入期別のシステム数

システム数
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●表1.各 国別のFMSの 主たる加工対象製品
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オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 現段 階

OA化 の要請と課題

OA化 の動 き

社 会 あ るい は経 済 が進 歩 して く る と、 い わ ゆ る

工 場 と い う もの が な い オ フ ィス だ けの 企 業 た

とえ ば金 融 、保 険 そ の他 サ ー ビス 業 な どの第3次

産 業一 が増 え て くる。 オ フ ィス で の 仕 事 が 中心

の 第3次 産業 の 発 展 は 、必 然 的 に ホ ワ イ トカ ラー

の 増大 を招 くこ と にな る 。

労働 省の就 業 構 造 基本 調 査 に よ れ ば、 昭 和54年

に お い て全 就 業 者 数 が5,474万 人 で あ り、 そ の う

ち ホ ワ イ トカ ラー の 数 は2,374万 人 で 、 全 体 の

43.4%に な って い る。 そ して こ の うち最 も多 い の

は 「事 務 従 事 者 」 で あ り、 全 ホ ワ イ トカ ラー の

40.6%で あ る。

これ は情 報化 社 会 にお い て もオ フ ィス事 務 に従

事 す る人 間が 多 く、 この 傾 向 は今 後 も続 い て い く

とい われ て い る。

そ こで 、 コ ン ピュ ー タ に代表 され るエ レ ク トロ

ニ ク ス技 術 の 進 歩 に伴 う各 種 の 機 器 の 出 現 と相

ま っ て、産 業界 に本 格 的 に オ フ ィス の事 務 合 理 化 、

効率 化 を求 め、 生 産性 向上 へ の 機 運 が 盛 り上 が っ

て き たの で あ る。

い わ ば、企 業 の 生 産部 門 の合 理 化 に対 応 した 、

間接 部 門 の効 率 化 へ の動 き で あ る と い う こ とが で

き る。

事 務処 理 を す る と い う こと は 、企 業 経 営 に と っ

てそ れ 自体 、直接 的 に利 益 の 上 が る仕 事 で は な い。

こ こ にど う して も 、管 理 費 の節 減 を図 る た め に は

事 務 部 門 の合理 化 を徹 底 し、事 務 処 理 の減 量 、 そ

れ に よる事 務処 理 要 員 の 削 減 を求 め な け れ ば な ら

な い理 由 があ る 。

そ して 、そ の課 題 解 決 の強 力 な武 器 が 、OA(オ

フ ィス ・オ ー トメー シ ョン)化 で あ る。

こ こで オ フ ィス 業務 を分 析 して み る と、 研究 、

経理 、総 務 、企 画 、 人事 な ど多 様 な もの が ある 。

そ して これ らの 業 務 は 、 ど ん な方 法 で 処 理 され て

いる か と いえ ば、打 合 せ 、会 議 、電 話 、文 書 作 成 、

判 断 な ど によ っ て人 間 が処 理 して い る の で あ る。

また 、 その基 本 的 な機 能 と して は情 報 の収 集 、 記

録 、 分類 であ り、 これ らの業 務 を規 定 す る要 因 は
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「量」 で あ り、 「質 」 で あ り、 そ して 「時 間」 な

の で あ る。

つ ま り、 オ フ ィス に お け る多様 な機 能 を人 間 に

代 わ って 、 さま ざま な イ ンテ リ ジェ ン ト化 され た

機 械 に よっ て 効 率 的 に処 理 して い く こ と が、OA

化 の具 体 的 内容 で あ る。

OA化 の現段階 と問題点

こ う した 状 況 下 に 、 企 業 はOA化 を ど う進 め

よ う と して い るの で あ ろ うか 。 こ こで 、OA化 に

取 り組 む理 由 を あ げて み ると 、次 の点 が あ げ られ

る。

第1は 、競 争 力強 化 の ため今 ま で以 上 に オ フ ィ

ス業 務 の 生 産性 向上 を はか らね ば な らな くな った

た め。

第2は 、 オ フ ィス業 務 の遂 行 に あた り、単 純 繰

返 し作 業 や 転 記 ・清書 な どの 作 業 を機 械 に置 き換

え、人 間 は分 析 ・判 断 ・企 画 な ど、 人 間 で な けれ

ばや れ な い こ と を受 け持 つ と い う考 え が一 般 化 し

た こ と。

第3は 、従 業 員 の 個 々 の処 理 能 力 を支 援 し、 か

つ 迅 速化 と信 頼 精 度 を確 保 す る た め な どで ある 。

こ の よ う に、 企 業 はOA化 を経 営 力 強 化 の 有

力 な手 段 と して推 進 してい こ う と して い るの で あ

る。

OA化 は、長 期 的 に は今 は じま っ た段 階 で あ り、

今後 に残 され てい る課 題 は多 い。 す な わ ち、① オ

フ ィス の生 産 性 を向上 させ る た めに どの機 能 を機

械 化 す れ ば効 率 的 か 、② オ フ ィスの 業務 量 に応 じ

て ど の 程 度 の 投 資 を す れ ば よ い か 、 ③OA化 の

効 果 を何 を も っ て示 せ ば 適 切 か 、④OA機 器 同

士 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を ど うすべ きか 、な ど で

あ る。

OA化 を成 功 させ る に は、 た だ漠 然 とOA機 器

を導 入 す るの で は な く、マ ク ロ メ ジ ャー メ ン ト(事

務 所 の測 定)手 法 に み られ る よ うに 、事 務 所 の 中

の仕 事 が ど う な って い るか を具 体 的 に分 析 し、そ

れ に対 応 した シス テム を作 り上 げ る こ とが大 事 な

こ とだ と い え る。



● 図1.オ フ ィス・オ 一一トメーシ ョンの1例

パソ=]ン

オーサ ー
電話線

パソコン

WP 辞 書 ファイル

マイクロ

フオーム

ビジネス

ターミナ

Pレi－ ←'

バソ・ン ＼

'＼

コピア

1または
1ス マー
l
lト コ ピ

ア

'

リーーダー◇

辞 書

.

一一 ファッ

クス
=

ファッ

クス スマ ー

トコピ

ア

十

テレッ

クス
-

テレッ

クス

一 ー 一

テキス

ト処理

ぼ嗣
t",wr_t.一.._」

EDP

1
ー

.1

.へ

－t-'z
._,_1

＼

＼

＼

印 刷

メー

/己
「
.

」

ー
.ー

ノ

WP

ソ

、/

/

1
!

伝 統 的なメール ・ルー ム・オリエンテ ッド・システム
プ

テキスト処理ネットワーク

関連 させたEDP関 係

一ースマー トコピア

ン

出所 日経文庫 涌 田宏明著「オフィスオートメーション入 門」

●図2.最 近導入増強 したオフィス・オー トメーション機器
回答数(件)50」00
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●図3.OA時 代の中心的機器(%)
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● 図4.事 務機器の保有状況(%)
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在宅勤務はどこまで可能か

新しいビジネスマンの生活

在宅勤務とは

情報 処 理 と通 信 技 術 の 発展 は 、 わ た した ちの職

場 や家 庭 で の生 活 を大 き く変 え て しま うほ どの影

響 力 を持 つ に至 った 。今 、流行 の オ フ ィス ・オ ー

トメー シ ョン も、 そ の ひ とつ の あ らわれ とみ る こ

とが で き よ う。

在 宅 勤 務 と い うの は 、 この オ フ ィ ス ・オ ー ト

メ ー シ ョ ンの 一 形式 と して、 これ ら最 新 鋭 のエ レ

ク トロニ クス装 置 を家 庭 に も設置 し、職 場 と家 庭

を通 信 回線 でつ な ぎ、通 勤 せ ず に家庭 に居 な が ら

仕 事 をす る こ と に よ って 、集 中 化 され た職 場 か ら

仕 事 を分散 移 転 させ る仕 事 の 一 形 態 で あ る 。

わ が 国 で、 在 宅 勤 務 と い う考 え 方 が 普 及 す る

きっ か け をつ くっ たの は、 ア ル ビ ン ・ トフ ラー の

『第 三 の 波』 で あ ろ う。 トフ ラー はそ の 著 書 の 中

で 、在 宅 勤務 を可 能 にす る通 信 技 術 とそ の付 属設
コテノジ

備 を配 置 した 小住 宅 を 、 「エ レク トロニ ック住 宅 」

と呼 び 、 「多 くの 困 難 が あ る に もか か わ らず 、"エ

レク トロ ニ ッ ク ・コテ ッジ"実 現 の方 向 を め ざ し

て、強 大 な力 が 働 い て い る」 と表 現 して い る。

しか し、在 宅 勤務 の発 想 は トフ ラー以 前 に もす

で に あ った。 通 勤 に代 わ る通 信 とい う意 味 で 、英

語 で は在 宅 勤 務 に よ る作 業 形 態 を テ レ コ ミュ ー

テ ィ ング(telecommuting)と い っ て い る。 こ の

新 造 語 は、1970年 代 初 め に ジ ョン ・ナ イル ズ が考

案 した もの で あ る。

彼 は企業 が ホ ワ イ トカ ラーの 仕 事 を分散 移 転 さ

せ る こ とに よ り、経 費 とエ ネ ル ギ ーが ど れ だ け節

約 され るか を測 定 した。

そ の結 果 、 ガ ソ リ ンな どの エ ネル ギ ー ・コ ス ト

の 高騰 と遠 隔 通信 施 設 の設 備 費 と運 用 費 の値 下 が

りに よ り、1990年 代半 ば ま で に1千 万 人 以 上 の労

働 者 が在 宅 勤 務 をす る よう にな るだ ろ う と の見 通

しを立 て てい る。

在宅勤務、実際には一

在 宅 勤 務 に つ い て は 、実 験 的 に採 用 す る企 業 が

ぼつ ぼつ 出始 め て い る 。米 国 の 未来 協 会(IFF)は 、

家庭 に移 しう る仕事 と して 、秘 書 、技 師 や 製 図工 、
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ホ ワ イ トカ ラ ーの サ ラ リー マ ンた ちの 仕事 を あ げ

る。

わ が国 で最 も、積極 的 に在 宅 勤 務 の 導 入 を検 討

して い るの は 、 コ ン ピ ュー タの ソ ウ トウエ アを つ

くる ソ ウ トウエ ア会 社 や コ ン ピュ ー タ ・メ ー カー

であ ろ う。特 に プ ロ グ ラマ ー の 仕事 は在 宅 勤 務 可

能 な 職種 と して 、人 手 不 足 を補 う ため 、結 婚 や 育

児 で退 職 した主 婦 を対 象 に実 施 に踏 み切 っ た企 業

もい くつ か あ る。

プ ロ グ ラマ ーの 在 宅勤 務 の成 功 例 と して 、 よ く

取 り上 げ られ る イギ リス のFイ ンタ ーナ シ ョナ ル

で は 、約400名 の プロ グラ マ ーが パ ー トタイ ム で 、

自宅 で作 業 を して い る とい う。

ま た 、中間 的 な方法 と して 、自宅 に パ ー ソ ナル ・

コ ン ピュ ー タや ワー ドプ ロ セ ッサ ー を設 置 し、会

社 と回線 で結 ばず単 体 の ま ま使 って作 業 す る方 法

や、 社員 の住 宅 に近 い所 に業 務 セ ン ター を設 置 し

て 、 そ こで働 く方 法 な どを採 用 して い る と ころ も

あ る。

在 宅 勤務 に対 す る抵 抗 は、従 業 員 、経 営 者 の 別

を 問 わず 、 日米 両 国 で もか な り強 い よう で あ る。

そ の代 表 的 な 声 は 、公 私 の け じめ が つ か な い、 社

員 が一 堂 に会 し、面 談 しなが ら仕事 を進 め な い と

実 際 に は仕 事 が で き な い し、愛 社精 神 が希 薄 に な

る、同僚 か ら離 れ る こ と に よ り、疎 外 感 が高 ま る、

住 宅 事情 が許 さな い 、 人事 管 理 がで きな い … … な

ど で あ る。

それ に対 し、良 い面 は、 通勤 に か か る時 間 や そ

れ に伴 う体 力 の消 耗 、通 勤 費 や燃 料 を節 約 で き る 、

通 勤 ラ ッシュ や交 通 渋 滞 が な くな る 、作 業 能 率 が

上 が る 、主婦 の雇 用 機 会 が 増 え 、 人手 不 足 の解 消

に な る 、オ フ ィス の スペ ー スの縮 小 によ り不 動 産

費 用 を節 約 で き る、地 価 の高 騰 が 抑 え られ る 、 エ

ネル ギ ーが 分 散 され代 替 エ ネ ル ギ ーの 技 術 が 利 用

しやす くな り、環 境汚 染 が緩 和 す る な どが あ げ ら

れ る。

トフ ラーが い うよ うに 、在 宅 勤 務 に よ って 「高

度 の エ レク トロニ クス を基 盤 と した"家 内工 業"

へ の 回帰 」 が 、 一般 的 な レベ ル で本 当 に起 こ るか

ど うか 。
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◎質問項目

●図2.代 替による効果
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◎質問項目 もし現在の交通のある部分が通信によって代替できるとしたら次の どの

ような効用が 最も強 くあらわれると思いますか(1っ だけに○)

1.mネ ルギーの節約
　 ぴヨ　

2、 個人の自由時間の増加

3.道 路混雑の解消

4.仕 事の効率化

5.オ フィス空間の有効利用

6.玉藍 鳩 車の混雑緩和

疹 ㌢
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●第1部 ●コン ピュー タ利用の広 が りと情報化社会 の新局面

9
すすむカー ド化社会

カー ドが変える人々の生活

押 し寄せるカー ド化の波

工 場 の 生 産管 理 や企 業 内 の大 量 の事 務 処理 に端

を発 したわ が 国 の コ ンピ ュー タ リゼ ー シ ョンは 、

そ の方 向 を第3次 産 業 の顧 客 サ ー ビス の 向上 へ と

向 けつ つ あ る。 それ は、 消 費者 を対 象 に さま ざ ま

な情 報 サ ー ビス を提 供 す る こと に よ って 、従 来 の

サ ー ビス 活 動 の質 を高 め 、 そ こか ら新 た な利 潤 を

追 求 す る こ とを ね らっ た もの で あ る。 この よ う な

質 の高 い顧 客 サ ー ビ ス を支 え る の は、 カー ド端 末

機 を組 み込 ん だ コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テム で あ り、

消 費 者 は金 融機 関 、百 貨 店 、 ス ーパ ー 、 ホ テ ル な

ど を は じめ とす る サ ー ビ ス 業 者 が発 行 す る磁 気

カ ー ドを持 つ こ と に よ って 、 さ ま ざま な サ ー ビス

を享 受 す る こと に な る。

そ の 代 表 的 な 例 が 、 銀 行 の オ ン ラ イ ン ・カ ー

ド ・シス テ ムで あ る。

現 在 わ が 国 で 毎 年 発 行 さ れ る磁 気 カ ー ドは、

3,500万 一一4,000万 枚 と い わ れ る。 そ の 種 類 は、

キ ャ ッ シュ ・カ ー ドや ク レジ ッ ト ・カー ドな ど金

融 関係 の カ ー ドを は じめ 、ホ テル 、社員 食 堂 、病 院 、

図 書館 、 ガ ソ リンス タ ン ド、会 員 制 各種 ク ラ ブ な

ど実 に さま ざま な分 野 に及 ん で お り、今 後 もサ ー

ビ ス業 の あ ら ゆ る 分 野 に 普 及 す る もの と思 わ れ

る。

現 在 使 わ れ て い る磁 気 カー ドを 大 別 す る と、

キ ャ ッ シュ ・カー ドや ク レジ ッ ト ・カ ー ドな どの

金 融機 関 が発 行 す る カー ド、 さ ら に会員 管 理 の た

め の会 員 カ ー ド、 そ して会 社 、病 院 、 ホ テ ル 、学

校 な ど 、 ひ とつ の 小 さな コ ミュニ テ ィで シ ス テ ム

的 に使 わ れ てい る コ ミュ ニ テ ィ ・カー ドの3つ に

な る。

カー ドの い ろいろ

・キ ャ ッシ ュ ・カ ー ドと ク レジ ッ ト ・カ ー ド

銀 行 の キ ャ ッ シュ ・カ ー ドはわ が 国 で最 も普 及

して い る カ ー ドで あ り、今 日の カー ド化 の先 鞭 を

つ けた もの と い え よ う。 これ は銀 行 の コ ン ピュ ー

タ ・シス テ ム と カ ー ド端 末 シス テ ム を オ ン ラ イ ン

で結 び 、顧 客 を待 た す こ と な く、預 金 の出 し入 れ
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を で き る よ う に し た も の で 、 現 金 自 動 支 払 機

(CD)、 預 金機(AD)、 現 金 自動 取 引機(ATM)、

汎 用 テ ラ ーズ ・タ ー ミナ ル 、 と4種 類 の 端 末機 が

現 在 設 置 され て い る。

一 方
、 信 販会 社 の ク レジ ッ ト ・カ ー ド ・シス テ

ム は 、信 販 会社 と加 盟店 の端 末 機 と金 融機 関 の コ

ン ピュ ー タ ・シス テ ム を通信 回線 で結 び、会 員 が

加 盟 店 で した 買物 の決 済 を、 ま と めて 月 末 に会 員

の銀 行 口 座 か らひ き お とす仕 組 み に な って い る。

現 金 に代 わ る カー ドとい う意 味 で 、 ク レジ ッ ト ・

カ ー ドは別 名 プ ラ スチ ッ ク ・マ ネ ー と もい う。 ク

レジ ッ ト ・カ ー ドの 普及 が キ ャ ッシ ュ レス社 会 を

招 来 す る とい わ れ る由縁 で も あ る。

将 来 、通 信 回線 の開 放 が 実 現 し、大 型 コ ン ピュ ー

タを通 信 回線 で結 ぶ ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ム が 普

及 す れ ば 、決 済 機 能 をす べ て 電 子 化 す るEFTS

(電 子 決 済 シス テ ム)が 登 場 し、 ホ ー ム ・バ ンキ

ング な どの 普及 に よ り本格 的 な キ ャ ッシュ レス の

時 代 が 到 来 す る と いわ れ て い る。

・会 員 カー ド

レス トラ ン、バ ー、デパ ー ト、ス ーパ ー、スポ ー

ツ ・ク ラ ブ、 ホ テ ル ・チ ェー ン店 、 ガ ソ リ ンス タ

ン ド、美 容 院 な ど 、各種 サ ー ビス業 の 会 員 カー ド

や サ ー ク ル カー ド、社 員 食堂 、 出退 勤 管 理 、 入 室

管 理 、機 器 管理 な ど に使 わ れ る企 業 内 組 織 にお け

る管 理 の ため の カ ー ド、病 院 や 図書 館 な どの 診 察

券 や 閲覧 カー ドと して使 わ れ る カ ー ド、電 車 の 定

期 券 や回 数 券 、 カ ー ド式 公衆 電 話 の 回数 券 と して

使 わ れ る カー ドな ど は、 す べ て会 員 管 理 の ため の

カー ドと して 考 え る こ とが で き よ う。

・コ ミュ ニ テ ィ ・カ ー ド

病 院 、 ホ テル 、学 校 、 会社 な ど 小 さな ひ とつ の

コ ミュ ニ テ ィの 中 だ け で、1枚 の カー ドが い ろ い

ろ に利 用 で き る よ うな カ ー ドをい う。 た と え ば ホ

テル の場 合 、1枚 の カ ー ドが顧 客 カー ド、 ル ー ム

キー 、館 内の ク レジ ッ ト ・カ ー ド、駐 車 カ ー ドな

ど い ろ い ろ に 使 え る よ う に工 夫 す る こ と が で き

る。 この よう に単 体 と して で は な く、 シス テ ム 的

な カ ー ドの利 用 はわ が 国 で は ま だ少 な く、 今後 の

課 題 で もあ る。



● 図1.目 でみ る キ ャッシ ュレスの現 状 と今 後
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●第1部 ●コンピュー タ利用の広が りと情報化社会の新局面

10
ニ ューメデ ィアは社会 を変えるか

多様な情報の提供システム

量的拡大とは異質の革新

電気 通 信 技 術 、 コ ン ピュ ー タ技 術 を包 括 す る形

で エ レ ク トロ ニ ク ス技 術 が急 速 に発 達 した結 果 、

ニ ュー メ デ ィア と い う言 葉 で呼 ば れ る、 新 しい媒

体 の一 群 が浮 か び上 が って き た。たと え ば無線(放

送)系 、物 流(パ ッケ ー ジ)系 、有 線 系 とい う分

け方 を して み る と、 わが 国 の場 合 で は文 字 多重 放

送 、 ビデ オ ・デ ィス ク、 キ ャ プテ ン ・シス テム と

い う よ う に、 た ちま ち の う ちに そ れ ぞれ の 実 験 、

あ るい は実 用 の例 が い くつ か 思 い描 かれ る まで に

な っ た。

いわ ゆ るニ ュ ー メデ ィアの 特徴 は、 これ まで の

既 存 メ デ ィア と比 べ ると 、 それ ぞ れ が多 様 な情 報

を提 供 で き る機 能 を備 え て い る点 にあ る。 量 、 質

の双 方 に お いて これ はい え る。大 幅 な量 的 拡大 は 、

あ る面 で質 的 拡 大 を も もた らす場 合 が 多 い 。既 存

メデ ィア が単 に量 的 拡 大 を目指 す だ けで は で き な

か っ た部 分 を 、 これ らの ニ ュ ー メ デ ィア が果 た し

て い くケ ー ス も 多 くみ られ る よ う にな る。 その 最

大 の例 が 、双 方 向性 の ニ ュー メ デ ィアで あ る。 こ

う した こ とか ら、 ニ ュ ー メデ ィア の特 質 は情 報 の

多 様化 を促 進 して い くと同 時 に 、利 用 者 の必 要 に

応 じて情 報 を提 供 して い く こ とが で き る点 に求 め

る こ とが で き る 。

そ もそ もニ ュ ー メデ ィア とい う言葉 は、 わ が 国

独 特 の もの で 、 これ だ け で は と らえ ど こ ろが な い

が、 多 種 多 様 の 新 しい メ デ ィア を一応 家 庭 向 けの

メ デ ィア にの み 限 定 して考 え た方 が 、問 題 の整 理

に役 立 っ て く るだ ろ う。

完 全 に業 務 用 の み を 対 象 と した情 報 サ ー ビ ス

は 、す で に これ まで の10年 間 で新 しい メ デ ィア を

生 み 出 して い る。 いま い わ れ る と ころ の ニ ュ ー メ

デ ィア は 、 も っ ぱ ら家庭 向 け の情 報 サ ー ビス で あ

り、 自 ず と イ ンパ ク トの種 類 、度 合 は異 な っ て く

る。 い うま で もな く、 後 者 の イ ンパ ク トの方 が社

会 的意 味 は大 き い。

既存 メ デ ィア の うち で、 た と え ば一 般 テ レ ビ放

送 と これ か らの無 線 系 、有線 系 ニ ュ ー メデ ィア を

比較 す る と、今 後 起 き て く るで あ ろ う事 態 の変 化
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は、 自然 と予 想 で き る。 国民 の 貴 重 な電 波 と い う

こ とで 、希 少 価 値 扱 い され て き た テ レ ビ放 送 の 権

利 を め ぐ る現 状 と、 た と え ば 大 量 の伝 送 能 力 を

も っ た結 果 、簡 単 にテ レ ビ番 組 を家庭 に送 り込 め

る よ うに な る ことの 比較 で あ る。 この こと は 、当

初 の 目的 が そ こに あ った わ け で は ない 、 と は い い

な が ら、 ケ ー ブ ル テ レ ビ(CATV)が1980年 代

初 期 に急速 に普 及 して い っ た米 国 に、 す で に見 る

ことが で きる 。

放 送 電 波 を握 っ て い た既存 マ ス コ ミとい う1つ

の権 力 と 、CATVで 全 国 の 家 庭 に 浸 透 して い っ

た新 しい勢 力 の ぶつ か り合 い で あ る。

新 リテラシーの出現

家庭 に送 り込 め る番 組 の 量 が増 え る と い う こ と

は、 ま た あ る意 味 で の番 組 の 倫理 枠 の崩 壊 に もつ

なが って い く。 希 少価 値 の概 念 が 崩 れ る以 上 、行

政 側 の指 導 力 の 低下 も免 れ な いだ ろ う。 こ の こと

もCATVを 通 して 、 番組 の 多 様 化 を経 験 した米

国で 指摘 され てい る部 分 で あ る。

さ らに 、 こ う した ニ ュ ー メ デ ィアに対 応 す る こ

との で きな い層 、 たと え ば受 信 機 を購 入 す る こ と

の で き ない人 、使 い方 の わ か らな い人 は、 後 に 残

され て い って しま う とい う 、一 種 の リテ ラ シ ー(情

報 文 盲)の 問題 も早 く も取 り上 げ られ よ う と して

い る。

そ して、 ニ ュ ー メデ ィア の登 場 に産 業構 造 の 変

化 が伴 って い くこ とが で き るか 、 と い う指 摘 も重

くの しか か って くる。

同 じ情 報 伝 達 の手 段 で あ りなが ら新 聞 、雑 誌 に

規 制 が な く、 電 波媒 体 に それ が あ ると い う古 い 問

題 も、再 び脚 光 を浴 びて く る こと に な ろ う。た だ、

一 言 で ニ ュ ー メデ ィア と い っ て も、 そ れ ぞ れ に特

異 な側 面 を含 んで い る 。 すべ て を包 み込 む 考 え 方

は無 理 が あ る 。個 別 の対 応 を して いか な けれ ばな

らな い。しか し、これ らす べ て に共 通 した テ ー マ 、

た と え ば家庭 の中 に大量 に情 報 が流 通 して い く と

は 、 ど う い う こと なの か と い う こと も ま た 、同 時

に考 えて いか ね ば な らな い こと は は っ き り して い

る。
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●表1.諸 外国におけるビデオテ ックスの開発状況
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機.醜 名
システム名
㍉

噺 一 ビス名
開 発 状 況 等 国 名 旨機 関 名

ぐ..

システム名

サービス.名

o

。開 発 状 況 等 ぺ

郵電 公社
.

プ レ ス テ ル 1988,6実 験 サ ー ビス 開始 ス 電気通信庁 デ ータビジョン 1979.4ス トックホルムで技術試験開始

英 (PRESTEL) 1973.9商 用サ ー ビス 開始 ウ (DATAVISION) 1981実 験サービス開始予定

端 末 用ll,000
工

1 端 末 数40
∨.

蓄 積 情 報 量183,000ペ ー ジ デ 蓄 積 情 報 口10,000ペ ー ジ

情報提供者数522 ン
情報提供者数40

国際プレステル 1980,3実 験 サ ー ビス 開始
デ

r981.7商 用 サ ー ビス 開始

端 末 数300
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マ

郵 電 総 局 テ レ デ ー タ

(TELEDATA)
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蓄 積 情 報 量20,000ペ ー ジ 1 蓄 積 情 報 量40,000ペ ー ジ

情報提供者数60 ク 情報提供者数|0

ト

郵 電 畜 テ レ テ ル 1981.7ベ リジー で 実験 サー ビス開 始 イ
都電省および ビ デオ テ ル 1981ミ ラノで実験サービス開始予定

フ (TELETEL) 端 末 数3,000 夕 イ タリア電話 (VIDEOTEL) 端 末 数1,000
蓄 積 情 報 量15,000ペ ー ジ リ 公社

ラ 情報提供者数200 ア

ン
電子式電話帳 1980.4サ ン マ ロで実 験サ ー ビ ス開始 ペ ル カ ナ ダ ビ ス タ 198L5ト ロ ン ト,モ ン トリオ ール で 実

(Annuaire 1982,イ ル ・エ ・ピ レヌ で商用 サ ー ビス 力 電話会社 (VISＴA) 験サー ビス開始
ス

ざ Electronique) 開始予定 端 末 数500ぺ
端 末 数150 蓄 積 情 報 量100,000ペ ー ジ

ナ
西 鄭 重 庁 ビル トシルム |980.6デ ュ ッセ ル ドル フ,西 ベ ル リン アルバータ州 AGT 198L7カ ルガ リーで実験サー ビス開始

ド テキス ト で実験サービス開始 政府電話会社 予定

:イ (B}LDSCHIRM 端 末 数6,000
ダ

端 末 数30

ツ
TEXT) 蓄 積 情 報 量120,000ペ ー ジ 蓄 積 情 報 量45,000ペ ー ジ

情報提供者数570 情報提供者数5

オ
ニ 郵 電 総 局 ビデ イテ ル 1980,8全土で実験サー ビス開始 出所:「 ニューメデ ィアJ第1法 規出 版,前 野 和久,金 子秀 明共 著
フ (VIDITEL) 端 末 数6,000

ン 蓄 積 情 報 量125ク000ペ ー ジ

∀ 情報提供者数160

.㌻
.『㌧.

ス
郵 雷 序 ビデオテックス 1980.7ベ ル ンで 実験 サー ビス開 始

イ
(VIDEOＴEX) 端 末 数120

蓄 積 情 報 量60,000ペ ー ジ

ス 情報提供者数llO

フ サノマ出版会社 テ ル セ ッ ト 1978.6ヘ ル シ ンキで実 験 サー ビス開 始

イ
ン

ヘルシンキ電話 (TELSET) 旧80.4商 用サ ー ビス 開始

ラ 会社 端 末 数300
ン ノキア電子会社 蓄 積 情 報 量20,000ペ ー ジ
ド

情報提供者数20
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世界の情報化指標
● 日本 と世界のコンピ ュータ利用状況
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飛躍する日本の情報化
過去・現在・未来

日本の情報産業の進展



●第2部 ●日本の情報産業の進展

1
情報産業の新 しい枠組み

産業構造の高度化の中で重要な役割

3兆 円産業 か

通 常 、 日本 の情 報産 業 の生 産 高 は1981年 で2兆

9,726億 円 で あ る、 と い う よ う な い い 方 をす る と

き、情 報 産 業 の構 造 は、集 積 回路(IC)産 業 と

コ ン ピュ ー タ産 業 と情 報処 理 産 業 か ら成 り立 って

い る こと を意 味 す る。

コ ン ピュ ー タ 白書 等 の 国 の 、 と い う よ り通 産 省

の 定 義 に よ る と 、情 報 産業 は コ ンピ ュー タ産 業 と

情 報 処理 産 業 に分 かれ る。 コ ン ピュ ー タ産業 と は

ハ ー ドウエ ア 製 造 で あ り、 そ の 中 身 は電 子 計 算

機 ・同付 属装 置 と集 積 回路(IC)生 産 か ら構 成

され る。

情 報 処 理 産 業 とは 、① ソ フ トウエ ア業(各 種 プ

ロ グ ラム の 開発 等)、 ② 情 報 処 理 サ ー ビス業(受

託 計 算 等)、 ③ 情 報 提 供 サ ー ビス業(デ ー タベ ー

ス ・サ ー ビ ス)の3つ の分 野 か ら構 成 され る とす

る。

そ して そ の合 計 が 、1974年9,598億 円 、1975年

9,339億 円 、1976年1兆1,230億 円、1977年1兆

3,404億 円、1978年1兆6,518億 円、1979年2兆

1,040億 円 、1980年2兆5,354億 円、 そ して1981年

が2兆9,726億 円 と、3兆 円産 業 に あ と ひ と息 と

い う推 移 を示 してい るわ け で あ る(図1)。

も し この 数 字 に、 電 電公 社 の デ ー タ通 信 の売 上

げ約1,600億 円(表1)を 加 えれ ば 、3兆1,326億

円 とな り、完 全 に3兆 円 を突破 す る こ とに な る。

電子 産 業 が約10兆 円強 の 産 業規 模 で あ り、郵 便 ・

電 話 ・ラジ オ ・テ レビ、 先 の デ ー タ通信 を含 む通

信 産 業 が6兆1,125億 円 で あ る こ と を考 え合 わせ

る と、 す で に一 大 巨 大 産業 と して成 長 して い る。

ちな み に 、他 の産 業 の 規 模 は 、 自動 車 産業 が22

兆 円 、鉄 鋼 業 が18兆 円、繊 維 が8兆 円で あ る 。'

情報経済の概念

以上は、ある限られた範囲での情報産業のとら

え方であるが、最近、経済活動の中で情報生産を

分析的にとらえようとする考え方から、広い意味^

での情報産業の枠組みを考えなおそうとする動き

がある。

OECD(経 済開発協力機構)の 分析では、情

報産銅 ヅ ・呼び・いろいろな国際比

較 を行 って い るの だ が 、 そ こで は産 業 分 類 を情 報

を生 産 しサ ー ビス す る産 業 と 、 その他 の もの を生

産 しサ ー ビスす る産業 と に分 類 す る視 点 を打 ち出

し、第4セ クタ ー(情 報 セ ク タ ー、 情 報 産 業)を

第 一 次 情 報 部門 、 す な わ ち市 場 で取 引 き され る部

門 と 、第 二 次情 報 部 門 、 す な わ ち企 業 内 で 自家 消

費 され る部 門 と に分 類 す る。 そ して 、前 者 の 第 一

次 情 報部 門 が第4セ ク ター と して 国民 経 済計 算 の

対 象 に な って いる 。

第 一 次 情 報部 門 の 中 身 は 、 まず 、1.情 報 取 扱

いサ ー ビ ス と、2.情 報 活 動 の ため の 製 品 、3.

情 報 財 の 卸 小売 り、4.情 報 活動 の 支援 設 備/サ ー

ビス の4つ に大 分類 す る 。 そ して1.を さ ら

に(1)知 識 製 品産 業 一一 ⑧ 研 究 開発 ・調 査 産業 、

⑤ 民 間 情 報 サー ビ ス、(2)調 査 産 業 、危 険 管 理

産 業 、(3)情 報 の分 配 、通 信 サ ー ビス 、(こ こに

は教育 、 ラジオ/TV、 映 画 、図 書 館 な ど を含 む)

(4)情 報 処理 ・マ ス コ ミュニ ケ ー シ ョ ン産 業 、

と に分 類 す る。

2.の 情 報 活 動 の た め の 製 品 は 、(1)非 電 子

消 耗 品 ま た は中 間 製 品 、(2)非 電 子 投 資 財(精

密 機 器 や事務 機 器 部品 な ど)、(3)電 子 消 費 、 中

間 財 お よ び投 資 財(事 務 機 器 電 子 部 品 、 電 子 測 定

お よび コ ン トロー ル 設 備 な ど)、 そ して3.情 報

財 の卸 小 売 り、4.情 報 活 動 の 支 援 設 備/サ ー ビ

ス(会 社 、学校 の 家具 や ビル の受 託 建 設 、情 報 機

材 ・不 動 産 の リース や情 報 設 備 の修 理 な ど)

等 々 と な って い る。.

実 は このOECDの 第4セ ク ター の考 え方 の元

にな っ て い るの は、 米 国商 務 省 が1977年 に ま と め

た"TheInformationEconomy"の 考 え方 で あ る。

これ は 、 マ ーク ・ポ ラ ト、 ハ ー バ ー ド大 学 教 授 ら

が 研 究 した もの で あ る。 この 理 論 は、 米 国 経 済 が

6つ'の 部 門 で(セ ク タ ー)構 成 され て お り(図2)、

そ の う ちの3つ の情 報 部 門 は、 す で に全 米 国 民 所

得 の27%以 上 、総 従 業員 所 得 の53%を 占 め て い る、

と分 析 して い る。
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●図1=情 報産業の生産高
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●表1.通 信サービスの生産額
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●図2.経 済活動は6つ の部門から構成される
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のような支援的施設

民間の製造部門

(農蝋 鉱業,運輸,建 設業等の伝統的な産業の中で情報財や情報
サービ頂を含むもの麟 のものすべて)

家計部門

(他の5つ の経済部門で使われる労働力の供給.財 やサー ビスの最

終消費者)

出所:米 国商務省編/マ ーク ・ポ

ラ ト著,小 松崎清介監訳 「情報経

済入門(ThelnformationEconomy)J
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●第2部 ●日本の情報産業の進展

2
日本の コン ピ ュータ産業

ハー ドウエア産業の構造

コンピュータ産業の規模

コ ン ピュ ー タ産 業 の1981年 の生 産 規模 は 、1兆

4,781億 円 に 達 し た。 年 々着 実 に 大 きな 伸 び を示

してい る。1970年 か'ら81年 の11年 間 の 平 均成 長 率

を みる と 、14.7%と い う非常 に高 い伸 び を示 して

い る。

通 産省 の生 産 動 態 統 計 の な か で の コ ンピ ュー タ

産 業 の生 産 規 模 は 、電 子 計 算機 ・同付 属 装 置 の生

産 金 額 で あ り、 そ の 構 成 は計 算 機 本 体 、 周 辺 装

置 、補 助装 置 ・電 子 計 算 機 応 用装 置 か らな って い

る。

そ れ ぞ れ の 生 産 額 は、 本 体 が5,640億 円(構 成

率38.4%)、 周 辺 装 置 が7,580億 円(構 成 率51.3

%)、 補 助 装 置 が1,531億 円(構 成 率10.4%)で あ

る。

こ こ に 使 わ れ る 日本 標 準 産 業 分 類 の 細 分 類

3.552に よ る と 、 電 子 計 算 機 ・同 付 属 装 置 製 造 業

の定義 は次 の とお りで あ る 。

「主 と して アナ ロ グ型 、 デ ジ タル型 電 子 計算 機

(プ ログ ラム 内蔵 方 式 で あ って 、 プ ロ グ ラ ム言 語

を使 用 す る も の に限 る)お よび 同付 属 装 置 を製 造

す る事 業 所 を い う 。

主 な付 属装 置 は 、磁 気 テ ー プ装 置 、磁 気 ドラム

装 置 、磁 気 デ ィス ク装 置 、紙 テ ー プ入 出 力装 置 、

カー ド入 出 力装 置 、マ イ ク ロフ ィル ム入 出 力装 置 、

ラ イ ン ・プ リ ン ター 、入 出 力 タ イ プ ラ イ ター、 磁

気 イ ンク文 字 読 取 装置 、光 学 文 字 読 取 装置 、図 形

表 示 装 置(プ ロ ッ ター 、 デ ィス プ レイ な ど)、 遠

隔 情 報処 理 装 置{電 子 計 算 機 と通 信 回 線 を介 して

接続 され る端 末 装 置(専 ら通 信 機 と して 使 用 す る

もの を除 く)を 含 む}な どで あ る」

汎 用 コ ン ピ ュー タの市 場 規 模 は、1980年 度 で 実

動金 額 は4兆1,647億 円 で ある 。

これ を型 別 に み れ ば 、 大 型 機2兆4,413億 円

(58.6%)、 中 型 機9,463億 円(22.7%)、 小 型 機

4,871億 円(11.7%)、 超 小型 機3,899億 円(7%)

とい う数 字 に な っ て い る(通 産 省 「電 子 計算 機 納

入 下取 調 査 」)。

ミニ コ ン ピュ ー タの 出荷 は、1980年 度 現在 、金
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額 ベ ース で1,474億 円 、台 数 ベ ース で1万2,651台

であ る。

オ フ ィス ・コ ン ピュ ー タの 出荷 は 、1980年 度 で 、

金 額 ベ ー ス で2,296億 円 、台 数 ベ ー ス で3万2,851

台 で あ る。

パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タの 出荷 は 、1980年 度

で、 金 額 ベ ー ス で337億 円 で あ り、台 数 ベ ー ス で

11万610台 で ある 。 そ の う ち84.8%の9万3,774台

が 国 内 向 けで 、15.2%の1万6,836台 が 海 外 向 け

とな って い る 。

周 辺 端 末 装 置 の 出 荷 合 計 は 、1980年 度 現 在 で

9,090億 円 で あ る。 この うち周 辺 装 置 は、5,758億

円 で 、全 体 の63.3%を 占 め る 。 端 末 装 置 は2,843

億 円 で あ り、 全体 の31.3%を 占め る 。残 りはオ ン

ラ イ ン装 置 、 伝 送 用 装 置 で あ り、 両 者 合 わ せ て

490億 円 とな り全 体 の5.4%を 占 めて い る(こ れ ら

の 数 字 は い ず れ を 電 子 工 業 振 興 協 会 の資 料 に よ

る)。

日米の一般的な比較

さ て、 日本 の汎 用 コ ンピ ュー タ設 置 金 額 は4兆

1,647億 円 、台 数 で8万8,223台 で あ るが 、米 国 と

比 べ る と ど う だろ うか 。

米 国 の設 置 状 況 をみ る と 、台 数 で59万8,600台 、

金額 で759億 ドル(230円 換 算 で17兆4,570億 円)と 、

金 額 で 日本 の4.2倍 、台 数 で6.7倍 で あ る。た だ し、

59万8,600台 と い う数 字 は、 汎 用 コ ン ピュ ー タ の

定 義 が 日米 で は 同一 で な く、米 国 で い う汎 用 コ ン

ピュ ー タ5万5,000台 とSBC(ス モ ー ル ・ビ ジネ

ス ・コ ン ピ ュー タ)13万5,900台 、 さ らに ミニ コ

ン ピュ ー タ42万6,000台 の 合 計数 で あ る。

ま た 、1986年 に は 日本 の汎 用 コ ン ピュ ー タ の設

置 台数 は10万7,000台 、金額 に して8兆3,000億 円 、

年 平 均 伸 び率13%程 度 と予 測 され て お り、他 産 業

に比 べ て 高 い成 長 率 が見 込 まれ て い る 。一 方 、米

国 の 予 測 は 、 台 数139万 台 、1,389億 ドル(31兆

9,470円)が 見 込 ま れて い る 。

この1986年 の 予 測 につ い て も 、米 国 の 場合 は 、

汎 用 、SBC、 ミニ コ ンの 合 計 で あ る(米 国 の 数

字 はIDC調 べ を利 用)。



●図1.コ ンピュータ産業の規模(生 産額)● 図2.汎 用コンピ ュータの

市場規模(1980年 度実動金額)
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3
日本の情報処理産業

ソフ トウエア業と情報処理サービス業

成長著 しいソフ トウエア業

情 報 産業 の 中 の情 報 処 理 産業 の分 類 の 中 に、 ソ

フ トウエ ア業 と情 報 処 理 サ ー ビス業 は位 置 づ け ら

れ て い る。

特 定 サ ー ビス業 実 態 報 告 書 に示 され た1981年 の

統 計数 字 か ら、 日本 の情 報 処 理 産 業 の売 上 高 規 模

は8,057億 円 とな っ てい る。

この売 上構 成 をみ ると 、① 事 務 計 算 、② そ の他

の 計 算 、③ ソフ トウエ ア 開発 ・プ ロ グ ラ ム作 成 、

④ カー ドパ ンチ 、⑤ マ シ ン ・タイ ム販 売 、 ⑥ 要員

派 遣 、⑦ 情 報提 供 サ ー ビ ス、⑧ 各 種 調 査 、⑨ そ の

他 と な って い る。

この 中 か ら、情 報 処 理 サ ー ビス 業(俗 に い う計

算 セ ンター)と ソフ トウエ ア業(ソ フ トウ エ ア ・

ハ ウス)と を明 確 に 区分 す る こ と は、 きわ め て困

難 な ことだ ろ う と思 わ れ る。

た と え ば、 ⑦ の情 報 提 供 サ ー ビ ス の441億 円

(1980年)は 、別 項 で述 べ る デ ー タベ ー ス ・サ ー

ビス業 と 目 され て い る し、⑧ の各 種 調 査 とか⑨ の

その 他 に の金額387億 円 と351億 円(い ず れ も1980

年)を 、両 方 に ふ り分 け るの も不 自然 か も しれ な

い か らだ 。

したが って、 ソフ トウエ ア業 の 売 上規 模 を③ の

ソ フ トウエ ア 開発 ・プ ロ グ ラ ム作 成 だ けの1,540

億 円 と み るわ け に はい か な い し、 この 中 の50%以

上 の売 上 げが 、実 質 的 に要 員 派 遣 で あ る だ ろ うと

いわ れ る こと を考 え合 わ せ る と 、情 報 処 理 サ ー ビ

ス業 の売 上 げ を、①+②+④+⑤ の2,939億 円 と

み る こと もで きな い よ うだ 。

しか し、 こ こにIPA(情 報 処 理 振 興 事 業 協 会)

が行 った統 計 が あ る。 数 字 は古 いが ひと つ の指 標

に な るだ ろ う。

そ れ は情報 処 理 産業 経 営 実 態 調 査 報 告 で あ る 。

集 計 対 象 企業352社 の1976年 か ら79年 ま で の推 移

を、 ソ フ トウ エ ア産業 と情 報 処 理 サ ー ビ ス業 に区

分 して 出 して い る。

これ に よ る と、1979年 の情 報 処 理 産 業 の売 上 高

は、3,662億8,000万 円 、うち ソ フ トウエ ア産 業 は 、

1,253億2,900万 円、 情 報 処 理 サ ー ビ ス 業 は、
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2,409億5,100万 円 に な っ て い る。 そ して、 そ れ ぞ

れ成 長 率 は17.4%、23.3%、14.6%と 高 い数字 と

な って い る。

さ ら に76年 か ら79年 の3年 間の 平 均伸 び率 は、

1.7倍(3年 間 平 均18.5%)、2.0倍(同25.2%)、

1.5倍(同15.5%)と な っ て い る。

こ の統 計 か ら も 明 らか な よ うに 、3年 間 平 均

25.2%を 示 す ソフ トウエ ア業 の成 長 性 が注 目 され

る。

IPAの この 調 査 に よ る と、 情 報 処 理 サ ー ビ ス

業 の3年 間 の 平 均成 長 率 が15%に と ど ま って い る

の は 、売 上 高 構 成 の 最 も高 いバ ッチ ・サ ー ビス が

13.2%と 低 か っ た こ と によ る もの で あ る 。 オ ン ラ

イ ン ・サ ー ビス、 ハ ー ドウ エ アの 販売 等 の成 長 は

高 い もの の 、 いず れ も売 上高 構 成 が 小 さ く、全 体

の成 長 率 を大 き く引 き上 げる ま で に は至 っ て い な

い よ うだ 。

依然大 きい 日米の差

一 方
、 日本 の情 報処 理 産 業 と欧米 の それ と比 較

す る と、 ソ フ トウエ ア 開発 お よび販 売 と情 報 提供

サ ー ビス(デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス)の 割 合 が 小

さ く、情 報 処 理 サ ー ビ ス の 中 で も オ ン ラ イ ン ・

サ ー ビス の割 合 が きわ め て小 さ い こ とが あ げ られ

る。

1979年 の 数 字 で の比 較 で ある が、 情 報処 理 企 業

が米 国 に は4,055社 あ るの に対 して、 日本 の企 業

数 は1,390社(対 米 比 率O.34)、 全 体 の 売 上 高 が 米

国 の1兆8,920億 円 に対 して 、日本 は5,966億 円(対

米 比 率0.32)と それ ぞ れ3分 の1程 度 の規 模 に と

ど ま って い る 。

上 位10社 を抜 き 出 して比 べ た場 合 、米 国 の上 位

10社 の 合 計 は5,21 .6億円 に 対 して 、 日本 の 上 位10

社 の 合 計 は859億 円、 従 業 員 が それ ぞ れ6万4,200

人 対8,800人 と、情 報 処 理 企 業 規 模 の 上 で は相 当

の(6分 の1～8分 の1)開 きが あ る と い え るの

で あ る。

この 数字 は 、 日本 情 報処 理 開 発協 会 が1978年 に

ま と め た も の で 、1ド ル210円 の 換 算 で行 っ た も

の で あ る。



●表1.業 務の種類別年間売上高の推移 (単 位:|00万 円)
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出所:特 定 サー ビス業 実態調査 報告書

●表2. lPA実 態調査による売上高推移および成長率

(対前年度成長率および4年 間成長年率)
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●表3.業 務内容別伸び率
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4
マイク ロエ レク トロニクス産業の台頭

ハードウエア産業の中に占める独自の位置

高度情報化社会の基礎産業

マ イク ロエ レク トロニ クス と は 、通 常 は電 子 産

業 の 中 で の集積 回路 や超LSIの 電 子 加 工 技 術 と

しての マ イ ク ロ化 を総 称 して い うの で あ る が、 こ

こで は、集 積 回 路産 業 を も って 、 あ え てマ イ ク ロ

エ レク トロ ニ ク ス産業 と い う こ とに す る 。 この 分

野 の産 業 が他 産 業 に与 え る イ ンパ ク トの大 き さ を

浮 き彫 りに す る ため に 、 そ う表 現 して み た 。

集 積 回 路(IC)の 用 途 の 拡 大 は さま ざま な市

場 を生 み 出 し、高 度 情報 化 社 会 と いわ れ る 、次 な

るス テ ップの飛 躍 台 で あ る こ と は論 を待 た な い と

ころ で あ る。

パ ソコ ン、 フ ァク シ ミリ、複 写 機 、 ワー ドプロ

セ ッサ ー、 ボ タン電 話等 を含 む オ フ ィス機 器 の市

場規 模 は、 す で に1兆1,000億 円 とい わ れ て お り、

新 家 庭電 気 とい わ れ るVTR、TV、 電 子 楽 器 、

電 子 ゲ ー ム等 の 市 場 は 、1兆3,000億 円 と い わ れ

て い る。

ま た、 工 場 用 機 器(ロ ボ ッ ト、NC、MC、C

AD/CAM等)は8,000億 円 に、 自動 車 エ レク ト

ロ ニ クス は1,600億 円 に 、 医 療 用 エ レ ク トロニ ク

ス は1,300億 円 の市 場 規 模 に 達 す る と見 込 まれ て

い る(野 村 総 合 研究 所 の 資 料)。

そ して そ れ ぞれ の 新 しい市 場 が 、OA(オ フ ィ

ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン)、HA(ホ ー ム ・オ ー ト

メー シ ョ ン)、FA(フ ァ ク トリー ・オ ー トメ ー

シ ョ ン)、SA(ソ ー シ ャル ・オ ー トメ ー シ ョン)

とい っ た、 さ ま ざ まな オ ー トメ ー シ ョンの 新段 階

を切 り開 いて い くの で あ る 。 これ ら は ま さ に、I

Cを 中心 にエ レク トロニ ク ス を核 と した技 術 の複

合 化 で あ り、 マ イ ク ロエ レク トロ ニ ク ス産 業化 で

あ ると い って よい。

集積回路産業の生産

さて 、 日本 の集 積 回 路 産 業(マ イ ク ロエ レク ト

ロ ニ クス産 業)の 生 産 規 模 は、一 体 ど れ く らい な

の だ ろ うか。

通 産 省 の 生 産 動 態 統 計 に よ る と 、1980年 が

5,702億 円 、81年 で6,886億 円 で あ っ た。80年 に比
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べ て20%以 上 の 伸 び率 で あ る。

この集 積 回 路 の 生 産額 の伸 び は きわ め て ラジ カ

ル で 、75年 か ら80年 ま で の6年 間 平 均 伸 び 率 は

37.1%で 、電 子 部 品 合 計 の18.4%よ りは るか に高

い成 長 率 で あ る。

電 子 工 業 は 、大 き く民 生 用 電子 機 器(生 産規 模

3兆6,867億 円)、 産 業 用 電 子 機 器(同3兆4,378

億 円)、 電 子 部 品(同3兆2.813億 円)に 分 か れ る

が(電 子 工 業 合 計 は10兆4,058億 円)、 電 子 部 品 に

占め る集 積 回 路 の生 産 の割 合 は21%と 、 そ の地 位

を年 を追 う ご とに高 め て い る。

また 、輸 出 入 に 関 す る動 向 を み てみ る と、81年

の輸 出額 は1,996億 円 、80年 の1,833億 円 と比 べ て

8.9%の 伸 び を示 した 。 この 輸 出 の約40%が 米 国

市 場 向 け とな っ て い る。

1978年 まで は 、米 国 を中 心 に 輸入 の方 が 多 か っ

たの で あ るが 、79年 に逆 転 し、80年 に は大 幅 な出

超 と な っ てい る。

特 に そ の主 要輸 入 国 で あ っ た米 国 に対 して も 、

80年 には輸 入696億 円 に対 して 輸 出 は724億 円 と 出

超 に転換 した。 世 にい うと ころ の 、先 端 技 術 を め

ぐる貿 易摩 擦 の代 表 選 手 とい わ れ る 由縁 、 い った

と こ ろで あ る 。

半 導 体 集積 回路 の用 途 別 の需 要 は ど う で あ ろ う

か 。 日本 電子 機 械 工 業 会 が ま とめ た 「電 子 部 品 産

業 の 中期 ビ ジ ョン策 定 に関 す る調 査 中 間報 告 書 」

に よ れ ば、 次 の よ う に な っ て い る(需 要 金 額 計

3,740億 円)。

① 事務 機 器 ・その 他1,473億 円 、39.4%(電 卓 、

時 計 、玩 具 、NC、ECR、 そ の他)、 ② 産 業 用

電 子 機 器1,025億 円 、27.4%(電 子 計 算 機 、有 線

通 信 機 器 、 電 子 計 便 器 、 そ の 他)、 ③ オ ー デ ィオ

機 器623億 円 、16.7%(ラ ジ カセ 、 カ ー ス テ レオ 、

カセ ッ トデ ッキ 、 そ の他 オ ー デ ィオ機 器 、家 電 機

器)、 ④ ビデ オ機 器571億 、15.3%(VTR、 カ ラー

テ レビ、 その 他 ビデ オ 機器)。

これ で わ か る よ う に、 電 子 計 算機 の 占 め る割合

が き わ めて高 く、 コ ンピ ュー タ産業 を支 え る基 盤

産業 と ての マ イ クロ エ レク トロニ クス産 業 の重 要

性 が 明 らか にな る。
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●図1.集 積回路の生産推移
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●表1.集 積回路の貿易動向 (単位:百 万円・千個・%)

集 積 回 路 輸 出 額

うちアメ リカ

集積回 路輸 出数量

うちアメ リカ

集 積 回 路 輸 入 額

うちアメ リカ

集積回 路輸 入数量

うちアメ リ、カ

半導体集積回路の機械分野別需要構成(1980年)

22,723

4,993(22.0)

62,720

7,923(12.6)

62,743

37、684(60.1)

236、640

112,942[(47>7)

'3
1,683

10,337(32.6>

95,382

16,706(17.5)

55,771

35,578(63◆8)

208、060

1!08t603(52.2).

52,221

17,389(33.3)

167、651

3〔〕te56(1.7.9)

61,304

40,693(66.4)

307,575

185、138(60.2)

Ie8,298

41,839(38.6)

274,27◎

60/938〈22.2)

98,465

74,059(75.2)

546,768

339,7.F7(62」)

▲:83,306

72,36|(39.5)

411,682

114,891(27.9)

108,861

69,567(63.9)

639、703

・289
,748(45.3)

注:集 積回路輸 出 ・輸入数量は実装 してな いもの を除 く

出所:大 蔵省 「通 関統計」

2 3 4 5 6 7 8 12131415(%)

出所:「 電子部品産業の中期 ビジ ョン策定に関する調査中間報告書」
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ぽ

ア
一 夕ペース ・サ ー ビス産 業の 成長

いま新しい情報サービスの分野を開く

デー タベ ース ・サ ー ビス業形成 の条件

情 報 産 業 の 中 で 情報 処 理 業 の範 疇 に含 まれ て い

る情 報 提 供 サ ー ビス業 は 、 デー タベ ース ・サ ー ビ

ス業 を指 す と考 え て よ い だ ろ う。 デ ー タベ ー ス と

い う形 で 、 社 会 の知 的 資 産 をい か に共 同 して有 効

に利 用 して い くか と い う こ とは 、 その社 会 の情 報

化 の 尺 度 を示 す だ け で な く、80年代 の技 術 開 発 力 、

国 際 競 争 力 を左 右 す る重 要 な要 素 で あ る。

ま た、 コ ン ピュ ー タ や デー タ通 信 をめ ぐる技 術

が 、 デ ー タベ ー ス構 築 、 流 通 を軸 と して 高度 化 す

る様 相 を示 して お り、 デー タベ ー ス普及 の落 差 が

予 想 外 に広 範 な技 術 力 の ギ ャ ップ を生 む お そ れ が

十 分 あ る 。

こ う した認 識 の も と に、 日本 で も デー タベ ー ス

を作 っ た り提 供 した りす る企 業 が 集 まっ て 、"デー

タベ ー ス ・サ ー ビス業 連絡 懇談 会"を 結 成 して 、

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 の振 興 とそ の利 用 普 及

の た め に 活動 して お り、 ひ とつ の 産 業 と して の地

位 を獲 得 すべ く努 力 して い る。

一 口 に 日本 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業 が ア メ

リ カに比 べ て10年 遅 れ て い る と いわ れ る が 、市 場

規 模 の面 か らみ る と、 ア メ リカ は1980年 で ほ ぼ10

億 ドル(オ ンラ イ ンの み)に 達 して い る の に対 し

て 、 日本 の 場 合 は440億 円(同 年)に す ぎ な い。

しか も 日本 の 場 合 はオ ン ライ ン、 バ ッチ双 方 を含

め て で あ る。

こ の よ う な差 、 遅 れ が ど の よ うな原 因 に よ るか

につ い て は 、情 報 価値 の認 識 の 面 、 デ ー タベ ー ス

構 築 上 の 問題 、流 通上 の 問題 な ど産 業 、政 府 の 施

策 等 の積 極 化 が 望 まれ よ う。

デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス業の姿

デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ ス を理 解 す る う え で 、

デ ー タベ ー ス に関 連 す る用 語 の 定 義 お よび デ ー タ

ベ ー ス産 業 の構 造 は、 次 の よう に な る。

・デ ー タ ベ ー ス=デ ー タ を整 理 、総 合 し、 コ ン

ピュ ー タ処 理 が可 能 な 形 態 で ひ とつ の集 合体 に し

た 情 報 フ ァ イル 。

・デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス=エ ン ド ・ユ ー ザ ー の
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利 用 に供 す る こ とを 目的 と したデ ー タベ ー ス の作

成 、提 供 な どに か か わ る活 動 。

・デー タベ ース ・サ ー ビス業 者=他 人 の用 に供 す

る ため 、 デ ー タベ ー ス の構 築 、流 通 、検 索 ・解 析

等 の 情報 サ ー ビス業 務 を行 う者 。 これ らを専 門領

域 ご とに細 分 化 す る と 、次 の3種 類 が あ る。

① デー タベ ース ・プ ロ デ ュ ーサ ー=デ ー タベ ー ス

を構 築 す る者 。

② デー タベ ース ・デ ィス トリビュ ー ター=デ ー タ

ベ ー ス を提 供 す る者 。

③ 検 索 代行 業=エ ン ド ・ユ ーザ ーの ニ ー ズ に合 う

よ うな デー タベ ース の 検 索 、 コ ンサ ル テ ィ ン グ を

行 う者 。

・デ ー タバ ン ク=通 常 は、 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビ

ス を行 う組 織 、機 関 、部 局 とい っ た意 味(デ ー タ

ベ ー ス の う ちフ ァク ト ・デー タベ ー ス 〈数 値 な ど〉

を意 味 す る場合 もあ る)。

・オ ン ライ ン ・デ ー タベ ー ス=デ ー タベ ー ス が貯

蔵 され て い る コ ン ピュ ー タ とユ ー ザ ー側 の端 末 が

通 信 回 線 で結 ばれ 、 オ ンラ イ ンで ア クセ ス 、 入手

可 能 な デー タベ ース 。これ 以 外(例 え ば郵 便 等)は 、

バ ッチ と称 す る。

・ク リア リ ン グ機 能=デ ー タベ ー ス の 利 用 に 際

し、希 望 す るデ ー タベ ース の所 在 、内 容 、料 金 、

使 用 条 件 な どの案 内情 報 を提供 す る機 能 の こと 。

さ らに 、高 度 な機 能 レベ ル と して は 、 デ ー タベ ー

ス 内 容 の評 価 、 ア ク セ ス方 法 ある い は 、複 数 デ ー

タベ ー スの 統 合使 用 の可 否 な どに つ い て も含 ま れ

て く る。

・ク リア リン グ ・セ ン ター=ク リ ア リ ン グ機 能 を

集 中 管 理 して 、専 門 に行 うセ ンタ ー。 ク リア リン

グ 機 関 あ る い はDD/D(DataDictionary

Directory)ゼ フラ ー とC称 さ二π るひ＼

な〆 今後有望なデータベース.サ ー壱ス産業

:ぷ≡ ワ分野
種 々のニ ュー メデ ィアを媒介 に して、た とえば ビデ

オ ・デ ィ ス ク(キ ャ プ テ ン ・シ ス テ ム)や 双 方 向

CATVな どで情 報(デ ー タベー ス)を 提 供 してい く形

が と れ る か が 産 業 形 成 の 条 件 と な る で あ ろ う。



● 図1.デ ー タベ ースの 分類

文献 ・記事情報

統計データ(経 済 ・社会…)

特殊データ(観 劇・実験…),

心電図,X線 写真RS写 真,

設計図,不 動産図画,…

映 像 情 報

働画情報)

(自然観察)(実 験観察)

(趣味)(ス ポーツ)(教 育)…

音 声 情 報
(自然音声)(人 声)(機 械音)

(風物音)(音 楽)・…

注:EUS)D)Cで はドキュメント・ファイルをビブリオグラフィックファイ

ル,フ ァクト・パンクをデータバンクと称 している。また,LINKな どは前

者をレファランスDB,後 者をソースDBと 分類している。

出所:デ ー タベー ス・サー ビス業連絡 懇談会
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●表3.米 国の デー タベ ース ・

サー ビス市 場(lg80年)

(単位:100万 ドル)

分 野 i:市 場 規 模
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●第2部 ●日本の情報産業の進展

6
拡大する世界のコンピュータ市場

世界の コンピュータ設置状況

汎用コンピュータ設置状況

世 界 に コ ン ピ ュ ー タ はど れ く らいあ る の だ ろ う

か 。情 報 化 の 現 状 を示 す ひ とつ の(し か し重 要 な)

指標 と して、これ は常 に論 じられ る テ ーマ で あ る。

しか しな が ら、コ ン ピュ ー タの 出現 当初 と異 な り、

ス ーパ ー ・コ ン ピ ュー タか らマ イ ク ロコ ンピ ュー

タに至 る ま で、 さ ま ざま な種 類 の コ ン ピュ ー タが

独 立 して 、 あ るい は他 の装 置 に組 込 ま れ て用 い ら

れ て い る現 在 にお いて は 、 か な り困 難 な テ ーマ で

もあ る。 こ こで は、事 務 用 超 小 型 機 を除 くいわ ゆ

る汎 用 コ ン ピ ュー タに つ い て み てみ る。

ア メ リカ の 調 査 会 社IDC(InternationalData

Corporation)の ま とめ に よれ ば 、1980年12月 末

現在 全 世 界 で 使 わ れ て い る汎 用 コ ン ピュ ー タ は16

万4,890台 、 売 価 換 算 金 額 に して1,366億8,000万

ドル に達 して いる 。

国別 に み る と ア メ リ カが最 も多 く、台 数 で は全

体 の34.3%の5万6,515台 、金 額 で は同 じ く42.6%

の581億6,500万 ドル が設 置 され て い る。 以 下 主 要

国 の汎 用 コ ン ピ ュ ー タ設 置 状 況 をみ ると 、西 ドイ

ツ が1万385台 、100億200万 ドル 、 フ ラ ンス が1

万2,626台,83億1,700万 ドル 、イ ギ リス が7,852台 、

69億1,500万 ドル 、 そ し て 日 本 は2万4,311台 、

156億3,500万 ドル とな っ て い る。

設 置 台 数 の 多 い 順 に 国別 ラ ンク をみ る と、 ア メ

リカ 、 日本(14.7%)、 ソ連(10.1%)、 フ ラ ンス

(7.7%)、 西 ドイ ツ(6.3%)、 イギ リス(4.8%)、

イ タ リア(2.5%)の 順 と な る。一 方 金 額比 で は 、

群 を抜 く ア メ リ カ に次 い で 、 日本(11.4%)、 西

ドイツ(7.3%)、 ソ連(6.7%)、 フ ラ ンス(6.1%)、

イギ リス(5.1%)、 カナ ダ(2.9%)と 続 いて い る 。

図1は 、 設 置 金額 の 国別 シ ェア をみ た も の で あ る

(な お 図 で は ソ連 、 東 欧 を一 括 して ま と め て あ

る)。

コ ン ピ ュー タの設 置 台 数 、金 額 の絶 対 数 値 だ け

で は情報 化 の指 標 と して は不 十 分 で あ る。そ こで 、

人 口100万 人 当 た りの 汎 用 コ ン ピュ ー タ設 置 台 数 、

お よび 国 内 総 生 産(GDP)と 汎 用 コ ン ピュ ー タ

設 置 金額 の比 率 を 求 め て み よ う。
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これらの数値をクロスし、主要国の位置づけを

みたのが図2で ある。発展途上国から先進国アメ

リカへ至る相関関係が読みとれよう。

市場の過半 を占めるIBM

さて 、メー カー別 シ ェア と い う観 点 か らみ る と 、

市 場 は独特 の形 状 を示 す よ う にな る。台 数 比 で は

69.8%、 金 額 比 で は実 に79.6%が ア メ リカ系 メー

カ ーの 設 置 ベ ー ス な の で あ る。 この 中 で もIBM

の シェ ア は他 を圧 してお り、台 数 比 で は42 .2%、

金 額 比 で は55.5%と な って い る 。つ ま り、 世 界 の

コ ン ピュ ー タ市 場 は ア メ リカ系 メ ー カ ー、 よ り端

的 に い え ば、IBMに よ る寡 占市 場 と な っ て い る

の で あ る。

図3は 、 設 置 金 額 比 で み た 世 界 の 汎 用 コ ン

ピュ ー タ市場 メ ー カー 別 シェ ア で あ る。

個 々の メー カ ー別 に 世界 市 場 での 位 置 づ け をみ

る と、 台 数 比 で はIBMに 次 ぎHIS(10.0%)、

バ ロー ス(5.2%)、 ユ ニ パ ック(4 .6%)以

上 ア メ リカ系ICL(4.3%、 イ ギ リス)の 順 、

金 額 比 で はIBM,HIS(6.7%)、 ユ ニ パ ッ ク

(5.9%)、 バ ロー ス(4.3%)、ICL(2.7%)の

順 と な る(ソ 連 ・東 欧系 メ ー カ ー は一括 して あ る

た め、 メー カ ー順 位 か らは除 外)。

日本 の メー カ ー は、台 数 比 で は富士 通(4.0%)、

日本 電 気(2.2%)、 日立(1.9%)の 順 で 、 そ れ

ぞれ7,8,9位 に ラ ンク さ れ る。ま た金 額 比 で は、

富 士 通(2.5%)、 日立(1.8%)、 日本電 気(1.5%)

の 順 で 、6、9、11位 と な って い る。

な お 、 こ の統 計 はIDCに よ る も の で あ り、 日

本 の デー タ に つ い て は 通 産 省 の 調 査 と か な り異

な って いる 。 これ は、前 者 が超 小 型 機 を対 象 と し

て い な いの に対 し、後 者 は これ を含 め て い る こと

(通 産 省 調 査 で は 実 動 台 数 の半 数 以 上 は超 小 型

機)、 そ して 前 者 が 機 種 に よ り この 区 別 を行 っ て

い るの に対 し、後 者 は シス テ ム価格 で規 模 を決 定

して い る こと に よ る もの で あ る。

ち なみ に通 産 省 調査 に よ る 日本 の 設 置 状況 は 、

81年12月 末 現 在 で10万1,033台,4兆5,752億 円 で

あ る。
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7
わが国の情報化施策

情報産業の育成のために

昭和32年 の 「電振法」に始まる

日本のコンピュータ産業に関する国の施策は、

1957(昭 和32)年 の電子工業振興臨時措置法(電

振法)の 制定に始まる。翌年、日本電子工業振興

協会が設立され、先端技術の調査研究、生産合理

化、利用の拡大 ・普及などの施策の推進に当たっ

た。

国産コンピュータ業界の企業化のためには1961

(昭和36)年 、共同レンタル会社、日本電子計算

機(JECC)が 設立され、開銀融資等によるレン

タル資金が確保された。

1964(昭 和39)年 には、鉱工業補助金による初

の共同開発コンピュータ、FONTACが 開発され

た。

同年、雪掻法が7カ 年延長され、翌年には電子

工業審議会の 「電子計算機の国際競争力強化につ

いて」の答申にもとづき、大型プロジェク ト制度

による超高性能電子計算機の開発が始まり、6年

後に完成 した。

1967(昭 和42)年 、情報処理の高度化、通信と

結合、ソフ トウエア技術の高度化などに対応 し、

日本情報処理開発センター(現 ・(財)日 本情報

処理開発協会)が 設立 された。

情報処理の高度化施策、情報産業の育成施策は、

産業構造審議会(産 構審)の 情報産業部会への通

産大臣諮問で多 くは始まるが、答申の第1弾 は

1969(昭 和44)年 、「情報処理および情報産業施

策に関する答申」である。

ソフ トウエア産業、情報処理サービス業など情

報処理産業の育成振興に関 しては、1970(昭 和45)

年、情報処理振興事業協会等に関する法律が成立、

同年、 これに もとつ く情報処理振興事業協会

(IPA)が 設立された。

1971(昭 和46)年 には、従来の電振法に代わって、

特定電子工業および特定機械工業振興臨時措置法

(機電法)が 制定された。

コンピュータ開発施策については第2の 大型プ

ロジェク トとして、パターン情報処理 システムの

開発が1971(昭 和46)年 に、8カ 年計画で開始さ

42

れ た 。

社 会 情 報 シ ス テム の開 発 も重 視 さ れ始 め 、1973

(昭和48)年 に は生 活 映 像情 報 シス テ ム開 発協 会

が 、翌 年 に は医 療情 報 シス テム 開発 セ ン タ ーが設

立 され た 。

次は新世代 コンピュータ開発

情 報産 業 施 策 の ひとつ の 転 機 は 、1971(昭 和46)

年 の コ ン ピュ ー タの 一 部 自由 化 決 定 に伴 う もの

だ っ た。

1972(昭 和42)年 度 、電 子 計 算 機等 開発 促 進 費

補 助 金 の制 度 が 発 足 し、 こ れ に よ り、 国 産 コ ン

ピ ュ ー タ ・メ ー カ ーは 、 日立 ・富士 通 、 日電 ・東

芝 、 三菱 ・沖 の3グ ル ー プ を結成 し、新 機 種 の開

発 に入 った 。

同 年 度 、周 辺 装 置等 開発 促 進 費 補 助 金 、翌 年 度

に は集 積 回路 開発 促進 費補 助 金 お よ び情報 産 業 振

興 対 策 補 助金 の制 度 が発 足 した。

ソ フ トウ エ ア業 界 は5つ の ソ フ トウエ ア ・モ

ジ ュ ー ル技 術 研究 組 合 を結 成 し、 ソ フ トウエ ア生

産 の合 理 化 を図 っ た。

1974(昭 和49)年 、産業 構 造 審 議 会 ・情 報 産 業

部会 は 「情 報 化 、情 報 産 業 の あ り方 」 につ いて 答

申 した 。

1976(昭 和51)年 、国 産 メ ー カ ー5社 は、超 エ ル ・

エ ス ・ア イ技 術 研 究組 合 を結成 、3カ 年 計 画 で超

LSI技 術 確 立 へ 進 ん だ。

同 年 、 ソ フ トウエ ア業 界 は17社 が 代表 会 社 と な

り、 協 同 シス テ ム開発 を設 立 した。

1978(昭 和53)年 、機 電 法 の 後 継 法 、特 定 機 械

情 報 産 業 振興 臨時 措置 法 が制 定 され た。

1979(昭 和54)年 、 次世 代 電 子 計 算 機 用 基 本技

術(OS)開 発 計 画 が 開始 さ れ た。

1980(昭 和55)年 、産 業 構造 審 議 会 ・情 報 産 業

部 会 は 、 「80年代 の 情 報化 及 び情 報 産 業 の在 り方 」

を答 申 した。

そ して1981年 、科 学 技 術 用高 速計 算 シス テ ム技

術 研 究組 合 が 、翌 年 に は新 世 代 コ ン ピュ ー タ技 術

開 発 機構 が 、 いず れ も政 府 の 支 援 を受 け て発 足 し

て い る。



●図1,情 報産業振興法の系譜

機械工業 辰酬 日寺措置法

(機 振 法)

(二次)

特定電子工業及び

特定機械工業

振興臨時措置法

(機電法)

特定機械情報

産業振興臨時

措置法

(機構法)

1

,(二 次)

1(一 次)

〔特定機械工業振興〕

〔特定電子工業振興〕

[1
〔特定機械工業振興〕

〔特定電子工業振興〕

〔ソフ トウエア業振興〕

1

電子工業振興臨時措置法

(電振法)

情報処理振興事業協会等に関する法律

〔ソフ トウエア開発促進〕

〔情報処理サービス業等育成〕
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出 所:(財)日 本 情 報 処 理 開 発協 会|982年 「コ ン ピュ ー タ 白書 」

●表1.審 議会における方向づけ

●電子 工業審 議会

1966年3月

●産業構造審議会

1968年9月

1969年5月

1971年5月

1974年9月

1976年7月

198D年|2月

1981年6月

「電子計算機工 業の国際競争力強化の ための施策に関する諮問 に対 する答申」

情報産業部会

「情報処理及 び情報処理 産業の発展のための施策 に関す る中間答 申」

一 コンピュー タ リゼーシ ョンを中核 として情報化の推進

「情 報処 理及 び情報処理産業の発展の ための施策に関する答 申J

-一 情報化社会の扉 を叩 こう

「産業 の情報化 に関す る中間答 申」 .

一 企 業行動 における情 報処理 の高度化 を通 じて知識集約化の推進 を

「情報産 業部会 中間答 申」

一 産業分野の情報化 に より社会 ・生活分野 の情 報化へ

「昭和60年 度 におけ るわが 国の情報化 及び情報産業の計量予測」

-1974年9月 中間答 申 をうけた情報化及 び情報 産業の定量的把握

'情報 産業部会 中間答 申」

-se年 代の情報化及 び情報産業の在 り方並 びにこれらに対す る施策の在 り方

「情 報産業部会 答 申」

-80年 代の情報化及 び情報産 業の在 り方並 びにこれらに対す る施策の在 り方

方
」

]

.

合

}

出所:(財)日 本情 報処理開発協会ig82年 「コンピュー タ白書」
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8
わが国の情報化施策

情報化の普及にむけて

生活関連分野の情報化

通 産 省 に よる情 報 化 施 策 の 中 に は 、 国民 の社 会

生 活 に 関連 す る各 種 社 会 シス テ ム の 開発 が取 り上

げ られ て い る。

社 会 シス テム は 、都 市 、住 宅 、交 通 、環 境 、医療 、

福 祉 、教 育 な ど生 活 関 連 分 野 の情 報 化 を進 め 、個

人 を主要 な受益 者 と し、福 祉 の 向上 に役 立 て る シ

ス テム と され る 。

この うち、 医療 シス テ ム に関 して は、1973(昭

和48)年 度 に(財)日 本 情 報 処理 開発 協 会(JI

PDEC)が 、医 療 情 報 シス テ ム の開 発 に着 手 し、

一 方 、厚 生 省 も同年 度 に医 療 シス テム につ い て研

究 を行 っ た。

翌 年 度 か ら は両 省 を一 体 化 し、 総 合 的 な 医療 情

報 シ ステ ムの 開 発 を行 う こと に な り、 そ の 推進 母

体 と して 、(財)医 療 情 報 シ ス テ ム開 発 セ ン ター

が設 立 され た。1978(昭 和53)年 度 か らは、5カ

年 計 画 で ヘル ス ケ ア ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テム の

開発 を進 め てい る。

ま た、通 産 省 は地 域 コ ミュ ニ テ ィの 形 成 、個 人

の情 報選 択 な ど に応 ず る生 活 映 像 情 報 シス テム の

開発 を計画 、1973(昭 和48)年 に郵 政 省 と共管 で

(財)生 活 映 像 情 報 シス テム 開発 協 会 を設 立 、 映

像 情 報 シス テ ム は奈 良 県東 生 駒 で モ デ ル ・シス テ

ム が開 発 され 、一 方 、生 活情 報 シス テ ム は東 京 ・

多摩 ニ ュー タ ウ ンで 実 験 を行 い 、実 施 段 階 に入 っ

て い る。

都 市 シス テ ム で は 、1978(昭 和53)年 度 に省 エ

ネル ギ ー都 市 機 械 シ ス テ ム の 調 査 研 究 を 行 い、

1980(昭 和55)年 度 か らは、 代替 エ ネ ル ギ ー利 用

型 コ ミュニ テ ィ ・エ ネル ギ ー ・シス テ ム の調 査 研

究 を進 めて い る 。

ま た 、通 産 省 が(財)日 本 情 報 処理 開発 協 会 に

委 託 して い る もの に 、1980(昭 和55)年 か ら貿 易

情 報 シス テム 開発 の た め の調 査 ・分析 を行 って い

る。

社会 システ ム 開発 の重 要 性 は産 業 構 造 審議 会 の

「80年代 通 商 産 業 ビ ジ ョン」 に も盛 り込 まれ 、 メ

カ トロニ クス 、OA、CAI、 映 像 情 報 シ ス テ ム な
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②

どの生 活 ・社 会 関連 分 野 へ の応 用 が期 待 され て い

る。

通 産 省 の ほか に行 政 管 理庁 、文 部 省 、郵 政 省 に

よ って推 進 され て い る施 策 が あ る。

行 政 の情 報 化 に関 して は 、行 政 管 理庁 が毎 年 度

「行 政 情 報 シ ス テ ム関 係 業務 運 営 方 針」 を定 め 、

計 画 的 に情 報 シス テム の 高 度化 、効 率 化 を進 め て

い る。ま た、関 連 の 調 査 ・研究 機 関 と して 、1965(昭

和40)年 に、(社)行 政 情 報 シス テ ム 研 究 所 が 設

立 され て い る。

な お 、行 政 管 理 庁 で は1975(昭 和50)年 か ら、

行 政 機 関 の コ ン ピュ ー タ利 用 に伴 う プ ラ イバ シー

保 護 の 問題 を検 討 、1981(昭 和56)年 に は、 プ ラ

イバ シー保 護 研 究 会 を開 催 し、具 体 的 な保護 策 に

つ い て研 究 して い る。

通信政策 も一体 に

文部省は情報処理教育の振興 を図っており、こ

れまで、①大学における情報処理教育体制の整備、

②全国共同利用大型計算機センターの整備、③私

立大学の情報処理関係設備の整備、④高等学校に

おける情報処理教育の推進 などを進めてい

る。

郵政省の情報化施策 は、1980(昭 和55)年 に電

気通信政策懇談会が発足、80年代の政策に関し審

議を行っている。

データ通信施策では、データ通信の高度化を図

るための、①プロ トコル検証システム、②データ

ベース利用技術、③データ通信向き言語 の開

発調査が実施 され、データ通信に伴 うデータ保全、

プライバ シー保護についても、モデル ・システム

で実験するなど対策を研究 している。また、国際

用データ流通問題についても部外有識者を含め調

査研究を進めている。

そのほか、①生活情報システム(CCIS)の 実験、

②CAPTAINシ ステムの実験 を行い、いずれも

実地段階を迎えている。さらに、筑波研究学園都

市での高度総合情報通信 システムの開発や、全国

レベルでの行政情報通信網(AICON)の 整備が

進められている。
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・電気通信学会に電子計算機専門委員会を設置

・PCS輸 入税の免除

・日科技連
,PC委 員会発足

・電波技術協会に電子計算機調査委員会設置

・通信機・電気 メーカー6社 分担 で外国機種を分解爾査

・科学披講情報セ ンター発足

・エレク トロニクス協議会発足

…← 　 「』'

臼

・

●

・目利被連,プ ログラム懇談会発足'

・情報処理学会設立
`

・電子工業5カ 年計画の策定

・日本データプロセシング協会設立

・国立7大 学計算センター協 議会が発足

・第f回 電子計算機 ショペ開 く

・電子工業審議会 「電子計算機の国際競争力の育成」諮問につ

いて通魔大臣に中間答申

◆日本電子計算機開発協会発足

・日本 ソフ トウエア設立.、日電,日 立、富士通の共同出資
・大型プロジェク ト超高性能電子計算機開発スター ト

・電子工業審餓会,電 子験算機工業の国際競争力強化のための

施策を答申

'通 産大臣
,産 業構造審護会に 「情報処理および情報産業の健

全な発展 をはか るための施策」 を諮問

・日1本情報処理開発センター発足

・ 「政府における電子計算機利用の今後の方策について」閣議

決定

・26省庁担当者が電子計算機 利用技術研究会を結成

・日本経営情報開発協会発足 く前 ・日本電子計算機開発協会)

・産構審 「1情報産業施策諮問Jの 中間答申

・日本情報処理開発センター中央研修所開設

:買 戻 し損失準備金制度00%)新 設

・産構審 「情報処理施策の基本方向」 出す

・産構審 「情報産業育成施策」答申

・郵政大臣,郵 政審誤会に'回 線の利用制度について」諮問

・情報処理技術者認定制度に基づ き第1回 情報処理技術者試験

実施

・情報処理研修センター発足

・ソフ トウエア産業振興協会発足

・日本情報センター協会発足

・情報処理振興事業協会等に関す る法律成立
1

・産構審にシンクタンクのあ り方諮問

・情報処理振興事業協会発足

・電子計算 機特別償却制度の新設

・電子情報処理振興審議会が発足(電 子工業審餓会を発展解消)

・ソフ トウエア権利保護調査委員会発足

・パターン情報処理システム開発計画(第2次 ×型プロジェク ト)

スター ト

・国産 コンピェ}タ
,一 部自由化方針決定バ ,・'令

・特定機電法の高度化計画決定

・日立 と富士通新機種共同開発で基本的協力関係

`fヨ電,NEAC22ee-575タ375発 表
・沖電気 と三菱遠機が技徳提携関係に入 ることで合意

・情報産業振興事業協会第1回 委託開発プ ログラム募集

・電子審 「電子計算機利用高度化計画」 を了承

・特定電子工業および特定機械工業振興臨時措置法.成 立
・公衆電気通信法の一部改定.可 決成立

・遠隔情報処理利用推進協議会が発足

・情報処理振興審議会ら情報化推進施策の基本方向

・日立,富 士通,超 高性能 コンピュータ開発技術研究組合結成
・日電,東 芝,新 コンピュータ ・シリーズ技術研究組合結成
・三菱,沖 電気,超 高性能電子計算機技術研究組合結成

・第|回 情報化週間開催

・日本 コンピュータ ・ユーテ ィリティ協会発足

・,郵政省 ・行政管理庁,行 政情報通信ネッ トワーク構想提示

・郵政省,情 報通僧業連絡協議会発足
・通産省,電 子計算機自由化最終案 まとまる

・国産6社 ,電 算機協調促進協議会設置
・政府,電 算機 自由化を正式決定

・著作権審議会,プ ログラム保護に関 し報告

・生活映像情報システム開発協会発足

・財団法人,日 本データ通信協会発足

・通産省,産 構審に情報化,情 報産業のあり方諮問

・ソフ トウエア技術研究組合,ORお よび事業処理分野のグルー

プ結成

・ソフ トウエア・モジュール研究組合,5グ ループ結成,連 絡協

議会発足

・電気通信産業連盟発足

・行管庁長官,行 政監理委員会にプライバシー保護対策のあ り

方諮問

・電子計算機の技術導入,完 全自由化

・産構審・情報産業部会.情 報化 ・情報産業のあ り方 と施策 につ

いて中間答申

`情 報処理サービス業の50%資 本 自由化

・集積回路のIO9%自 由化

・次世代 コンピュータ開発§十画がまとまる。通産省ザ超しSl開・

発に補助金交付を計画

・電子計算機のlOO%輸 入自由化実施

・超エル ・エス ・アイ技術研究組合発足

・電子計算機利用高度化計画,情 報処理振興審姐会で了承 さる

・産業構造審議会情報産業部会は昭和60年 度におけるわが国の

情報化および情報産業の罰責予測結果を発表
・郵政省は特定通信回線の他人使用の基準を改正 し,情 報処理

巣者の業務の制限を大幅に緩和

・通産省,「 電子計算機システム安全対策規準」まとめる

・電電公社は新データ綱サービス(DOX)を19年 上期か ら東京,

大阪,横 浜,名 古屋で開始すると発表。

(回線交換サー ビスとバケッ ト交換サー ビス)

・通産省,"ポ ス ト機電法"と して 「機構法」の内容をまとめる
・,コンピュータ,周 辺機器の輸入関税引き下 げ

・JECC
,プmグ ラム ・プロダクトの取 り扱い開始

・郵政省,国 際タイムシェアの国際園 内通信回線の使用 を認

可

・特定機械情報産業振興臨時措置法が参院本会議で可決成立

三生活映像情報システム開発琉金 奈良県生駒市でひ イ ・オr㌢

ビスの実験放送開始

出所:(財)日 本情報処理開発協会

「世 界 コンピュータ年鑑 」1980年 版
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●第2部 ●日本の情報産業の進展

9
情報産業の国際化

先端技術分野で新たな貿易摩擦

国際舞台へ上がる情報産業

ス ター トが遅 く、欧米 特 に ア メ リカか らの技 術

吸収 に努 め る こと で発展 して き たわ が 国 の情 報 産

業 は 、今 や 国 際的 に評価 され る地 位 にま で至 っ て

い る 。

ハ ー ドウエ ア産 業 の発 展 の一 つ の 指 標 と して 、

コ ン ピュ ー タお よ び関連 装 置 の 輸 出 実績 をみ て み

る と、1965年 にわ ず か12億3,500万 円(し か も そ

の 多 くは 日本 ア イ ・ピー ・エ ム に よ る もの とい わ

れ て い る)だ った もの が 、81年 に は2,654億6,000

万 円 へ と実 に215倍 の伸 び とな って い る。 こ の う

ち デ ジ タ ル ・コ ン ピュ ー タ本 体 は11億8,000万 円

か ら578億4,000万 円 へ 増 え 、 ま た 周 辺 装 置 は

1,200万 円 か ら1,354億7,000万 円 へ と本 体 を は る

か に上 回 る伸 びを みせ て い る 。 コ ンピ ュー タお よ

び関連 装 置 の 生産 総 額 に占 め る輸 出の 割 合 は18%

と ま だ 決 して 高 くは な い が 、 そ の 比 率 は年 々 高

ま って い る。

本 体輸 出 で注 目 され る こ とは 、 い わ ゆ る プ ラ グ

コ ン パ テ ィ ブ ル ・メ イ ン フ レー ム と 呼 ば れ る

IBM互 換 機 分 野 で、 日本 メ ー カ ー が世 界 最 大 の

供 給 源 と な って い る こ とで あ る 。

さ らに 、海 外 企業 か らの技 術 導 入 契 約 で は、 そ

の期 限切 れ と と もに解 消 した り双 方 向 の協 力 契 約

に変 更 した りす る とこ ろが相 次 い で い る し、逆 に

欧 米 企業 に技 術 供 与 を行 う場 合 も数 多 く出 て い る

点 で ある 。

ソ フ トウエ ア産 業 は 、欧 米 に比 べ れ ば ま だ ま だ

の感 が強 い が 、そ れ で も海外 に 支社 や子 会 社 を設

け る企業 が徐 々 に増 えつ つ あ る し、海 外 企 業 との

提 携 も増 え て い る。

日本 企業 が力 をつ け 、国 際市 場 へ進 出 す る につ

れ、 貿易 摩 擦 が表 面化 して きて い る。海 外 か らの

批 判 を約 言 す る と、製 品 の 集 中 豪雨 的輸 出 と そ れ

に比 べ て の 日本 市 場 の 閉 鎖 性 と い う と こ ろ に あ

る。

情 報 産 業 関連 で は、今 まで の と ころ対 米 関係 が

最 も問題 とな っ て お り、半 導 体 の 輸 出 急増 や そ の

価 格 、 日本 の コ ンピュ ー タ輸 入 関 税 、 通信 回線 利
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用制度、官公庁等での資材調達に際しての外国企

業の取扱い、ナショナル ・プロジェク トに対する

外資企業の参加問題などが論 じられてきた。

新しい相互関係の樹立を

日本側はこうした批判に対し、関税引下げの前

倒 し実施や、電電公社の資材調達の外国企業への

開放など具体策を示すとともに、誤った認識に基

づくものに対 してはその誤解を解くよう努めるな

ど、対応を図っている。

現在 はこの非難の嵐 も小康状態となっている

が、アメリカで日本製64K・RAMの 価格調査が

進められているなど、依然問題はくすぶり続けて

いる。

最近特に欧米諸国の関心が高まっているのは、

官民共同による研究開発プロジェク トである。と

りわけ、日本が本腰 を入れている第5世 代 コン

ピュータ研究開発計画には、海外からの参画の打

診も少なくないようだ。

高度技術製品分野は、アメリカのみならず先進

諸国が共通して持つ利害関心である以上、日本が

国際競争力をつけ輸出を増大させてゆくにつれ、

海外からの風当たりが強 くなるのは当然予想され

よう。

そしてこれが、他産業へ波及するような、大き

な貿易摩擦の火ダネともな りかねない。

そこで必要となるのは、新 しい相互関係を打ち

立てることである。この際重要なのは、緊密な相

互コミュニケーションと互恵の意識である。情報

の不足に基づく誤解は、より一層大きな誤解を引

き起 こす。一方的な情報収集でなく、進んで情報

を提供 しあうという点から相互理解の道が開けて

くるのである。

情報産業はシステム事業であり、長期にわたる

幅広いサポー トも必要になってくる。そ して何よ

りも信頼関係が前提として要求 される。わが国の

情報産業が、真に国際的評価を勝ち得るためには、

こうした新 しい相互関係を築いてゆかなければな

らない。

今、その途が模索されつつあるのである。
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●第2部 ●日本の情報産業の進展

10
ソフ トウエア流通と利用の拡大

ユーザーの ソフ トウエア利用の変化

流通を阻んだ原因

ソ フ トウエ ア の 流 通 と い う問 題 を ソ フ トウエ

ア ・パ ッケ ー ジ 、既 成 の パ ッケ ー ジの 流通 と い う

問題 と して考 え る な らば、 わ が 国 に おい て は 、 か

つ て汎 用 コ ン ピュ ー タ につ いて の汎 用 プ ログ ラ ム

のパ ッケ ー ジが広 く流 通 した とい う形 跡 は見受 け

られ な い。従 来 の ど の よ う な調 査 に よ っ て も、利

用者 側 か らみ るな らば 、 プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ

の購 入 費 が利 用 者 の コ ン ピュ ー タ総 経 費 中 に 占 め

る割 合 は、 せ い ぜ い0.3%程 度 で あ って 、 そ れ 以

上 に は 出 てい な い。

この理 由 は 、 わが 国 に お い て は ア メ リカの よ う

にIBM機 種 が 全 体 の60%以 上 を 占 め、 したが っ

てIBMマ シ ンに適 用 す る パ ッケ ー ジ ・ソ フ トウ

エ アの 流通 と い う点 か ら は、市 場 が 大 きい と い う

よ う な 事 情 と は ま っ た く異 な っ て お り、 コ ン

ピュ ー タ ・メー カー も 、機 種 も多 く、 したが っ て

汎 用 プ ロ グ ラム と い う概 念 が そ もそ も成 立 しに く

か っ た とい う点 にあ る 。 も ち ろん 、相 当 以前 か ら

わ が 国 の メ ー カ ー の 多 く は、IBMコ ンパ チ ブ ル

とい う線 を打 ち出 して は い る けれ ど も、 それ は大

筋 にお い て コ ンパ チ ブ ル と は い えて も、細 か い プ

ロ グ ラムの 実 際 に当 た る な らば 、決 して簡 単 に コ

ンパ チ ブ ル と は いえ な い 。

した が っ て、 あ る機 種 の あ るバ ー ジ ョンに対 し

て あ る プ ロ グ ラ ム が 非 常 に す ぐれ て い る と して

も 、そ れ を汎 用 化 で き るか とい え ば そ う はい か な

い わ けで 、極 端 に い え ば、 そ の メ ー カ ーの上 位 、

下 位 機 種 に つ い て も互 換 性 は まず な い で あ ろ う

し、 ま して メー カー が違 っ た な らば 、 た とえ ば 同

じIBMコ ンパ チ ブル と称 して いて も、A社 で つ

く られ た プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ は、決 してB社

の あ る機 種 に対 して そ の ま ま適 用 され る と い う こ

と はあ り得 な い。 した が って 、 あ るプ ロ グ ラ ム を

広 く流 通 させ よ う と思 え ば 、機 種 ごと に、バ ー ジ ョ

ンご と に コ ンバ ー ト(変 換)す る必 要 が あ り、 そ

の よ うな ア プ リケ ー シ ョン ・プロ グ ラ ム を機 種 ご

と に コ ンバ ー トしよ う とす るな らば、 コス ト的 に

い って 決 して見 合 う はず が な い。
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以 上 の よ う な理 由か ら、 わ が 国 に お い て は汎 用

コ ン ピ ュー タの プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の 自 由な

流 通 とい う こと は、経 済 的 に成 り立 ちに くい状 況

に あ っ た。

プロ グラム ・パ ッケー ジの 流通

しか し、70年 代 の後 半 に な って 、事 情 は少 しず

つ 変化 して い った 。 ソ フ トウエ ア ・パ ッケ ー ジが

注 目 され て き た理 由 と して 、 ユ ーザ ー に と っ て買

い やす い環 境 が 生 ま れ て き たの と、 そ の背 景 に 、

ソ フ トウエ ア ・コス トの急 激 な増 大 と ソ フ トウエ

ア の要 員不 足 と い う問題 が 表 面 化 して き た こ とが

あ げ られ る。 さ らに、分 散 処 理 シ ス テ ムの 普 及 と

そ れ に伴 う小型 コ ン ピュ ー ター オ フ ィス ・コ ン

ピュ ー タ と か ミニ コ ン ピュ ー タ、 マ イ ク ロ コ ン

ピ ュー タ等 の利 用 の 急 速 な 増 大 が 、 この 傾 向 に拍

車 をか け たの で あ る。

分 散 処理 シス テム の浸 透 は、 コ ン ピュ ー タ室 の

人 達 だ けで な く、 エ ン ド ・ユ ーザ ー の シス テ ム利

用 へ の道 を大 き く開 い た 。エ ン ド ・ユ ー ザ ー が 、

自 ら コン ピ ュー タ を操 作 す る よ う にな り、 新 しい

ア プ リケ ー シ ョン で の 利 用 を求 め る よ う に な っ

た 。一 方 、 コ ン ピュ ー タ要 員 は既 存 の プ ロ グ ラ ム

の メ ンテ ナ ンス に時 間 を と られ て い る た め 、新 規

ア プ リケ ー シ ョンの ソ フ トウエ ア 開発 ニ ー ズ に対

応 し切 れ ず 、エ ン ド ・ユ ーザ ー は既成 の ソ フ トウ

エ ア ・パ ッケ ー ジの利 用 を強 く要 請 す る 、 と い っ

た事 情 が 出 て き たの で あ る。

ま た、 マ イク ロ コ ン ピュ ー タにつ いて は、 そ の

広 く流 通 す る上 位 機 種 に つ い て は 、機 種 ご と に何

百 と い う既 成 プロ グ ラム が 開発 され て、 これ は ほ

ぼ そ の ま ま流 通 して い る。 多 い もの で は 、1つ の

機種 に対 して何千 種 類 と い う プ ロ グ ラム が あ る 。

した が っ て 、今後 も少 な くと も わが 国 にお い て は、

汎 用 機 に つ い て は プロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジの流 通

は少 な く、 オ フ ィス ・コン ピュ ー タ にお い て は若

干 の 手 直 しを伴 って パ ッケ ー ジ の流 通 は あ る程 度

ま で い くと考 え られ 、 マ イ クロ コン ピ ュ ー タ につ

い て は、広 くパ ッケー ジの流 通 が行 わ れ る も の と

考 え られ る。
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出所:56年 度(財)情 報処理開発協 会調査

●図1.プ ログ ラム分類別・購入 プログラム総合パフ ォーマンス評価

AB

5.0

4.0

'-

3i・ix}k.

2.O

l,

焔

舶

給

餌

㏄
.乱

別

邸

σ

アプリケーションプログラム 事 務 、計 算

〃 経 営 科 ・学

"科 学}支i府 計 算

.ス 。∴ グ。ム 制 御(娑謬 ㍉
〃 言語処理プログラム

"ユ ー テ ィ リ テ ィ

"(小 計)

計

5,0

4.9

3.0二

2.O

l.o

期待以上

おおむね期待以上

まあこの程度だろう

やや期待以下

期待以下

出所:1PA調 査

49



世界の情報化指標 ● 日 ・米 ・欧の情報サー ビス市場比較

民間オンライン

280億 円(3.7%)

処

オ ン ライ ン

1,250億 円

(16.3%)

情 報提供 サ ー ビス440億 円(5.8%)

バ ッチ290億 円(3 .8%)

オ ン ライ ン150億 円(2.0%)

1.540億 円

(20.1%)

■
●

{霊,。円}

(注)日 本電信電話公社のデー タ通信設備サー ビスを含 む

オ ン ライ ン

7.6|0億 円

(32.4%)

合 計

2兆3、49〔瀧 円

6,260億 円

(26.6%)

〈62.fi%、

1,870億 円(β.O%)

■

オ ンラ イ ン

3,|60億 円

(24.2%)

iオ島3,040傷F隅

8,8eO億 円

情報 提供 サ ー ビ ス1.510億 円(li.6%)

バ ッチ1,310億 円(|0.0%)

オン ライ ン200億 円(1.6%)

2,730億 円

(20.9%)
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飛躍する日本の情報化
過 去 ・現 在 ・未 来

情報処理

コンピュータ技術の発展



●第3部 ●情報処理一 コン ピュータ技術の発展

1
日本の コンピ ュータ開発史

日米10年 の 差 か ら 出 発

世 界 最初 の電 気機 械 式(リ レー式)コ ン ピュ ー

タ は、1944(昭 和19)年 完 成 のASCC(ハ ーバ ー

ド大MARK・1)で あ り、世 界最 初 の電 子 式(真

空 管 式)コ ン ピュー タは1945(昭 和20)年 完 成 の

ENIACだ った。

同 じよ うに 、 日本最 初 の電 気 機械 式 コ ン ピュ ー

タ は1953(昭 和28)年 完 成 の 通 商 産 業 省 電気 試 験

所 に よ るETL・MARK・1で あ り、 日本 最 初 の

電 子 式 コ ン ピュ ー タ は1956(昭 和31)年 完成 の富

士 フ イル ム に よ るFUJICで あ った 。

この 間 、 日米 の 完成 時期 は約10年 の 差 が あ っ た

わ け で ある 。

リ レー ・コ ン ピュー タは 、 日本 で も戦 前 か ら研

究 され 、戦 後 は最 初 の実 用 型 自動 計 算 機 と して開

発 さ れ た。 電 気 試 験 所 は次 い で1955(昭 和30)年 、

当 時 世 界 最 大 とい われ たMAKR・IIを 富 士 通 の

製 作 協 力 に よ り完 成 した 。富 士 通 は別 途 、実 用型

の リ レー ・コ ン ピュ ー タを 開発 、の ちの 国 産 コ ン

ピュ ー タ ・メー カ ーの 中 で リ レー式 を商 用 化 した

の は 同社 だ けで あ っ た。

一 方
、真 空管 を使 った コ ン ピュ ー タ は1946--51

(昭和21--26)年 にか け 、大 阪大 学 、富 士 フ イル ム、

東芝 、東 大 で研 究 が 始 ま った 。

い ず れ も、 世 界 初 の プ ロ グ ラ ム 内 蔵 方 式 コ ン

ピュ ー タ、EDSACに 範 を と り、 しか しそれ ぞ れ

メモ リー に は相 違 が あ った 。

当 時 、 日本 で もコ ンピ ュー タ開発 が必 要 だ との

機運 が 、主 と して学 界 か ら上 が り、1952(昭 和27)

年 に は東 大 が 東芝 を協 力 者 と してTACの 開 発 を

始 め た。TACは7年 後 完成 した。

1954年(昭 和29)年 、 東 大 で新 しい素 子 パ ラ メ

トロ ンが発 明 され 、 これ に よ り1957～58(昭 和32

～33)年
、東 大 、電 電 公 社電 気通 信 研 究 所 、 日立

製 作所 、 日本 電 気 がパ ラ メ トロ ン ・コ ン ピュ ー タ

を開発 した。

パ ラメ トロ ン ・コ ンピ ュー タは 日本 独 特 の もの

と して 、 当 時有 望視 され 、富 士通 、 沖電 気 、光 電

製 作所 、東 京 電 機大 学 、大 井 電機 な どで実 用 機 や
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試作機が製作された。

トラン ジスタ ・コ ン ピュー タ開発 の系 譜

パ ラメ トロン式 の 開 発 と ほ ぼ同 時 に 、 日本 で は

トラ ンジ ス タ式 コ ン ピ ュ ー タの 開 発 が始 ま っ て い

た。 第1号 は、 電 気 試 験 所 のETL・MARK・

10で あ る。これ は世 界 で3番 目の 開発 、ま た"総 体"

と して完 成 したの は これ が世 界 で 最 初 の もの だ っ

た と され る。

真 空 管 式 のFUJICよ り約 半 年 後 に完 成 し、 日

本 で は きわ めて早 く トラ ンジ ス タ式 の 開 発 に成 功

した こ とに なる。

電 気 試 験 所 は翌 年 、 実 用 型 のMARK・IVを 完

成 し、これの民 間 へ の 技 術 移 転 に よ り、日本 電 気 、

日立 製 作 所 、北 辰 電 機 、松 下 通信 工 業 、沖 電 気 が

1958～59(昭 和33～34)年 に トラ ンジ ス タ式 を製

作 した。

ま た 、ETL・MARK・IVの 系統 と は 別 に、 東

芝 、三 菱 電機 、 富士 通 、 沖電 気 、 ウ ノケ電 子 工 業

が1959'-61(昭 和34-一一36)年 に トラ ン ジス タ式 を

商 品 化 し た。 ほ か に、 国 鉄 、NHK、 京 都 大 学 、

慶 応 大 学 で 同 時 期 に トラ ン ジ ス タ式 が 開 発 さ れ

た。

1950年 代 の 日本 の コ ン ピュ ー タ は、 パ ラ メ トロ

ン式 と トラ ンジ ス タ式 が 並 行 して 開 発 され 、 ど ち

らを選 ぶ かの議 論 も生 じたが 、結 局 トラ ン ジス タ

式 が そ の後 の主 流 と な っ た。

当 時 、輸 入機 は、UNIVAC120、 ベ ンデ ィッ ク

スG-15、IBM650の 順 で 日本 に入 って い た。 い ず

れ も真 空 管式 だ っ た が 、 米 国 機 はPCSを ベ ー ス

に入 出 力 部 分 が 整 っ て お り、 日本 の そ れ ぞ れ の

メ ー カー は当初 、IBM650を 目標 に商 用 機 の 開 発

を進 め て い た。

次 い で60年 代 に入 る と トラ ンジ ス タ式 の 大 型 機

や小 型機 が輸入 され 、 国産 機 は これへ の対 抗 機 を

開発 す る ことを迫 られ た 。

同 時 に コ ン ピュ ー タ に関 す るIBMの 基 本 特 許

が 問題 と な り、1960(昭 和35)年 に 、IBMと 国

産 コ ン ピュ ー タ関連15社 との 間 で特 許 実 施 権 の契

約 が結 ばれ た。
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一!、=X.'電 気試験所MARK・1完 成(リ レー式)

ウ ィーナー,サ イバネテ ィクス発明 ゴ ー・ ・後藤英一(東 大),パ ラメ トロン発明

モーク リー.エ ツカー.トぐ.B困AC完 成 ・電電公社電気通信研究所,パ ラメトロン計算機の研究開始
M.V.ウ ィルクス(Wilkes:ケ ンブ リッジ×),最 初のプログラム内」竜憤 ・東大,通 研.国 際電電 のパ ラメ トロン共同研究開始

式計算機EDSAC(Electro爾cDelayedStorageAummaWcCalculぷo「) ・富士通 リレー式FAC〔湖{00完 成

完成 !・ 電気試験所、 トランジスタ式M姻K・m開 発着手

ペ ンシルベニア大,EDVAC完 成,ア バディーン試射場に設置(当 初 と ・白いMARK・II(リ レー)完 成

は別のグループにより完成) ・高田昇平(日 立製作所) ,長 森享三(日 本電気)の それぞれパラメ ・ロン

MIT,コ ア記憶装置 実用化 計算機の研究開始

Reming㎞nRand,ぷ 【VAC・1(UN}Ver盟lAu的ma6cComputer)を 完 成, !';.FUJ〔C克 成

統計局に設置(プOク ラム記憶方式による最初の商業計算機) ・ETいMARK・m完 成,次 いで接合型 トランジスタ式MARK・Wに 唐手

イリノイ大,ILUAC'1発 成 ・富士通 ,リ レー式FACOM{28完 成

lBM,7田 発表 ・日本電子測器,パ ラメ トロン式PD15}6完 成

18M702,650発 表 ・有陵電機精機 ,FAC㎝1288に よ↓」初の計算サー ビス

量8M7041705発 表 }.・ 電気通信研究所.MUSAS聞NO・1蓑 …成.

8帥d氏Gl5兜 成 ・国産5社,分}旦 試作開始.ぷ:
衰.

,'ゴ ㌧ 肖r
づ 囁.は.x..UNIVAC目03A開 発 !・硝子工業振興臨時措置法の傷膿巨 。 ㍉・..

s

18M.305RAMAC,6§1}RぷAC発 表
P

・日立HIPACI完 成

C◎ntrolOataCorpora60n(CDC)設 立 .東 大高橋研究室PC1/4完 成 ,PC:`開 発清手

トランジスタ式USSC発 表 ・ETL・MARK・W完 成,倒 産各社 を技術指導

旧M709発 表 ・光電製作所KS325完 成

全 トランジス タ式Philco2000発 表 !-;・ 日電パラメ トロン式NEAC}101完 成

lBM7090,7070発 表 ・東大高橋研究室,PC・1完 成 、

lBMl40|発 表 ・MUSASH〔NO・1メ モ リー増大

G∈.GAMMA60発 表 ・日本レミントン・ユニパ ック社設立。 第一物産(現 三井物産),ス ペリーラ

UN|VAC490.回 目07,回 田発表 ン ド.東 芝の共同出資

UMVAC・LARK完 成 ・PC・2 .富 士通と共同開発開始

18Ml410,同7030STRET斑.同7000シ リー ズ生産開始 ・日本電気 ,ト ランジスタ式NひC2201完 成

Gε635発 表 ・日電 ,東 北大 と共 同でSENAC{N£AC目02)を 開発

Mぼ,プ ロジェク トMACの 開始{TSS) ・電子協,電 子計算 センター開設,NEAC2201を 設置

lBM.シ ステム360設 計開始 ・日立,HIPAC旧 焼 成

18Ml4401岡7094.剛010発 表 1-!・ 東京電機大学TDACを 完成

UNIVAC}004発 表 ・電気杖険所翻訳機 「やまと」完成 ジ
「

18M,テ レプロセシング 今システ ム発表 ・TAC築 成
P

MiT.MACシ ステム開発 ・刊TAC301発 表

証 とMachines-Bu肋 《Gεを設立 ・バリのユネ スコ会阻`;NEAC2201.HIPAC{Olを 出品

旧M70偶 発表 ・国鉄,座 席予約システムMARS導 入

UNIVAC釘8発 表 ・松下通信工業 ,MA朝CI完 成

18Mシ ステム360発 表 ・東芝 ,TOSBAC2190,3100完 成

GE600発 表 ・北辰電機H㏄100完 成

UMVAC494.1|08発 表 !;1・ 三菱電機MEしCOMIIO1発 表

lBMll30発 表 ・NHK技 術研究所,ト ランジスタ式計算機を開発
.

lLLIAC・W計 画開始 ・ε†L・MARK・V ,日 立に発注

NCRセ ンチュ リー100,200発 表 ・HITACIO2(京 大K㏄1)開 発

1CT.ε εC,円essey合 併によ り,イ ギリスに1CL正 式成立 ・(脚TAC5090発 衷

フランスC"1プ ラン・カル キュル第1号 機(IRIC50)発 表 ・ウノケ電子工業股立

UNIVACl.106発 表 ・日本アイ ・ピー ・エム ,i8M・w陀 との枝術援助契約許可

旧M醜 分鞍 繊1:
.
1肖

・国産メーカー7社 とlBMが 基本 、 締結の 「

旧Mシステムノ3発褒 ・富士通,FAC〔 脳2田 開発 …oぷ

εεCが超大型機共同開発を計画 ・北辰電気ド㏄200完 成

コメコン諸 国.RYADコ ンピュー タ共同開発に購印 !;・ 日立、RCAと 技術提携

旧M価格分離政策,世 界各国に適用 ・日本電子 計算機(JE㏄)設 立

lBMシ ステム370モ デル155.旧5発 表 ・PC2(FACOM202)引 …成

RCA新 機種2,3.6,ヌ 発表 ・HIPAC:03,HIW3010発 表

lBMシ ステム7発 衷 ・FAC㎝24晩 成

BurroughsB700発 表 ・ウノヶ電子工桑 ,USAC5010.3010を 開発

AmdahlCorp.設 立 ・東芝T
」

XeroxDaωSy就emSjgma9発 表 ・北辰電機H㏄300完 成

即S,6000シ リーズ発表 !;'・ 三菱電機.TRWと 技術提携

イギ リスICL新Sシ リーズ発表 ・内田洋行 .ウ ノケ電子工業 と業務提携

RCA,コ ンピュー タ事案から撤退 .日 電、Honey鴫1|と 技術提 携

U剛vAC,9000シ リーズ発表 ・電子計算機技術研究組合が発足

HIS、2000シ リーズ発表 ・富士通 ,沖,日 電3社F㎝TAC開 発開始.

東ドイツ,ラ イプチヒ見本市.で東欧勢力第三世代機発表 川 ・富士通・FAc㎝23晩 成 。・ず.・.,
lBM,シ ステム370/158パ68発 表 ・日電 ,NEAC2400,3400.2800旙3800発 衷≧
UNIVAC,川O発 表 ・日本18M,1440国 産化開始

lBM,シ ステム370パ58,168に マルチ ・プロセッサー方式(MP)採 用. ・沖,ス ペ リーラン ドと技術提携

lBMの 新世代機,FS(FutureSystem)が 取 り沙汰される ・沖,ス ペ リーラン ド社合併で沖ユニパ ック設立

フ ランスCll/西 ドイツSiem孤s/オ ランダPhillps,1湖idata社 結成 ・ETL・MARK・Vl開 発
,

U州VAC,新 コンピュータとしてシリー ズ90を 発表 11.;二.・ 国鉄み どりの窓口(MARSI射)開 設一 】__

HIS.60シ リーズ発表 ・IBMシ ステム/360発 喪
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●第3部 ●情報処理一 コン ピュータ技術 の発展

2
日本の コン ピ ュータ開発史

世界への飛躍への道

②

海外 メーカ ー との提携

日本 の コ ン ピュ ー タが 産 業 と して形 成 され たの

は、1961(昭 和36)年 、国策 的 な共 同 レン タル会 社 、

日本電 子 計算 機(JECC)設 立 の 時 か らで あ る。

また 、国産 メ ー カ ー は海 外 メー カー と の技 術提

携 に よって技 術 格 差 の 縮 小 を図 り、1961～64(昭

和36～39)年 に か け て 、 日 立=RCA、 三 菱 電 機

=TRW 、 日電=ハ ネ ウエ ル、 沖=ス ペ リー ・ラ

ン ド、東 芝=GEが 提 携 した。 富 士 通 は当 時 技術

提 携 は な く、 ま た松 下 電 器 はJECCに 参 加 して

い たが 、1964(昭 和39)年 コ ン ピュ ー タ事 業 か ら

退 いた。

1960年 代 は 、 日本 の コ ン ピュ ー タ産 業 の最 初 の

変 革期 とな っ た。

1964(昭 和39)年 、IBMシ ス テ ム360が 発表 さ れ、

IC化 、 マ シ ンの シ リー ズ化 、周 辺 ・入 出力 装 置

の互 換性 、OSの 整 備 な ど に画 期 的 な もの が あ っ

た。 同年 は日本 で オ ン ラ イ ン ・シス テ ム が初 登場

して い る。

国 産 メ ー カ ー は1965(昭 和40)年 以 後 、IBM

360対 抗 の"シ リー ズ"を 開 発 、 日本 電 気 が

NEAC2200、 日 立 製 作 所 が8000、 富 士 通 が

FACOM230、 東 芝 がTOSBAC5000、 三菱 電機

がMELCOM3100、 沖 電 気 がOUK9000の 各 シ

リーズ を発 表 した。

1969(昭 和44)年 に は、 各 ジ リー ズ の モ デル が

多 様化 す る一 方 、国 産 の ミニ ・コ ン ピュ ー タが登

場 、 同年 か ら1971(昭 和46)年 に か け 、 日立 、 富

士 通 、沖 、 日電 、松 下 通 信 工 業 、 ア イ電 子 測 器 、

三 菱電 機 、 リコ ーが ミニ コ ン を発表 した 。

1970(昭 和45)年 、IBMは シス テム370を 発 表 、

同 時 に新 営業 方 式 、 いわ ゆ る ア ンバ ン ドリン グ実

施 を発 表 した。 国産 メー カー は既存 の シ リー ズ を

モ デル ・チ ェ ンジ し、 同 年 か ら翌年 に か け新 機種

を発表 した 。

しか し、本 格 的 な国 際 競 争 力 を持 つ コ ン ピュー

タ開発 は、1971(昭 和46)年 か ら始 ま っ た新 機 種

共 同 開発 、 い わ ゆ る3グ ル ー プ化 に よっ て進 め ら

れ た。

lBMに 抗 して

コ ン ピュ ー タ産 業 の 新 時代 は、 資本 ・輸 入 の 自

由化 に よ っ て始 ま った 。3グ ル ー プ化 もこれ に対

応 した もの で 、そ の成 果 は1974(昭 和49)年 以 降 、

日電 ・東 芝 グル ー プのACOSシ リー ズ77、 沖 ・

三 菱 のCOSMOシ リー ズ 、 日立 ・富士 通 のMシ

リー ズ とい う新機 種 が開 発 され た。

一 方
、 オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タが1973～74(昭

和48～49)年 に各 メ ー カ ーか ら一 斉 に発表 され 、

以後 、 コ ンピ ュー タ ・メ ー カ ーだ けで な く、事 務

機器 、会 計 機 、電卓 な ど の メ ー カー に よる進 出 が

続 い た。

マ イ ク ロ ・プロ セ ッサ ーが 国産 メ ー カ ーか ら発

表 され た の も、 この 時期 で あ る。 さ らに この応 用

が計 測 ・制 御 ・分析 機 器 な ど産 業用 に 、家 電 、事

務 機 器 、 コ ン ピュ ー タ の周 辺 ・端 末 機 器 、 自動車

な ど広 い範 囲 の民 生 用 に 、各種 機 器 の コ ン トロー

ラー と して生 か され 、 い わ ゆ る シス テ ム ・ハ ウス

の輩 出 を促 した 。

特 に顕 著 な の は事 務 分 野 の パ ー ソ ナ ル ・コ ン

ピュ ー タの 出現 と普 及 で あ る。

1977(昭 和52)年 、IBM303Xシ リー ズ の発 表 後 、

汎 用 コ ン ピュ ー タ の分 野 で はま た新 機 種 へ の交 代

期 に入 っ たが 、 国産 メ ー カー は既 存 の 共 同 開発 に

よ る シ リーズ を一 段 と強 化 す る形 で 、新 機 種 を そ

れ ぞれ 開 発 した 。

ま た、1975(昭 和50)年 か らは 、IBMのSNA、

電 電 公 社 の 新 デ ー タ網 サ ー ビス に促 さ れ、 ネ ッ ト

ワー ク ・アー キ テ ク チ ュ ア を開発 した。

コ ン ピュ ー タ 開 発 へ の 要 求 は 、 一 方 で ス ー

パ ー ・コ ン ピュ ー タ な ど専 用超 大 型 機 の 出 現 を促

し、一 方 で は 、OA(オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン)

の進 展 に伴 い 、個 人 ベ ー ス の利 用 に応 ず る製 品 開

発 を促 して い る 。

国 産 メー カー は 、 自由 化 以後 、海 外 進 出 に積 極

的 に な って い る が 、同 時 に、 海外 メ ー カ ー との技

術 ・資 本 提 携 に も進 み、 第2次 提 携 時 代 に入 った

わ け で あ る。
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・F230発 表

・日電 .NEAC2200発 衷

・IBM360国 産化決定

・東 芝 .GEと 技術提携
・三菱電機 .MELCOM|530発 表

・東京オ リンピック,日 本18Mが 競拉データ ・サービス

・松 下通信工業,コ ンピュータ事業から撤退
・富士通 ,沖,日 電3社 共同開発の大型電算機

・東芝 ,TOSBAC5200,5300,5400,7000t3400.4300発 表

・富士通 ,FAC〔 湖230-to発 表
・日本電気 ,NEAC2200シ リーズ発表

・富士通 ,FAC㎝230シ リーズ発表

・日立 ,HITAC8000シ リーズ発表

・t士 通 ,FAC㎝270シ リーズ発表

・OUK9200 ,9300発 衷

・三菱電機,MELCOMgtOO発 表

・沖電気α"TAC6000発 表

・日立 ..HITAClOミ ニコン発表

・富士通FAC㎝ ・Rミニ コン発表

・沖 .〔XqTAC4300ミ ニ コン発表

・日電 ,NEACM4ミ ニコン発表

・東芝,TOSBAC5600発 表

・松 下通信工業MACC7発 衷

・東芝 ,TOS8AC40ミ ニコン発表

・アイ電子AIC㎝ ・C4発 表

・IBM310モ デル155 ,165発 表.同 時に新宮桑方式(価 格分離)発 表

・沖 ,日 本ユニバ・ンク,沖 ユニパ ックが業務提携

・日立 .HIＴACミ ニを発表

・H本 シー ・デー ・シー設立認可

・東芝 ,H5000国 産化 についてHISと 合意

・日本 ミニ コンピュータ設立

・日立 ,HITACS350,84印 発表

.富 士通 ,FACOM・R/Eミ ニコン発表

・東芝 ,TOSBACI250,同RT|50発 表

・三酬ELC㎝70ミ ニコン発表

・日立,H|TAC81se発 売

・東芝 ,TOSBACIOミ ニコン発表

・日本rBM ,旧M370モ デル158.同 サブモデル2,モ デル168発 表

・東芝 ,ＴOS8AC}150.1350発 売

・東芝 .マ イクロコンピュータ発売

・富士通,FAC㎝230-8シ り一ズ発 売.28,28S,38,48,田 の5機 種

・日本電気 ,NEACtOO発 表

・日電東芝情報システム設立

・日電 ,東 芝,ACOSシ リーズ11発 表。システムeOO,300.400の3機 租

・三菱 ・沖 ,COSMOシ リー ズ ・モデル700発 表

・富士通 ・日立.フ ァコム ・ハイタック設立

'沖 ・日本ユニパック ・沖ユニパ ック,OUKシ リーズ90発 売

・富士通 ,FAC㎝Vo発 売

・日本IBM ,SNA(シ ステム ・ネッ トワーク体 系)発 表

・三菱電機 ,MεLC㎝80モ デル3|発 売

・三菱 ・沖 ,メ ルコム ・オキタ ックシステムズ股立

・日本旧M ,シ ステム32発 表

・富士通,日 立製作所 はMシ リーズの新モデルM160,170の 二機種 を

発表

'三 菱電機 と沖電気 はCOSMOシ リーズの最上位機種モデル900(512K-

4MB)を 発 売

・日本電気 ,東 芝の両社はACOSシ リーズ77の 超大型モデル800/SOOの2

機 檀を発表

・東芝は コンピュータ ・ネ ットワーク体系 「ANSA」 を発 表

・日本電気はコンピュー タ ・ネ ットワーク体系 「D|NA」を発表

・富士通はオフィス ・コンを含む小型機Vシ リーズの新 しい3機 糧 を発

・電電公社のDCNAに 対応して富士通/日 立はMSNへ 沖は[)owAを 発表

・富士通 ,コ ミュニケ ァション・ネッ トワーク ・アーキテクチュア
「FNA」 発表

・三菱電機はデータ通信のためのネッ トワーク体系 「MNAIを 発表

・日立製作所は,ア メリカ ・アイテルと共 同で大型 ⊇ン ピュ一夕を共同

開発,そ の製造を担 当する と発表

・国産メーカー6社.ア ンバン ドリング制移行 を決定

出所:(財)日 本 情報処理開発協会 「世界 コンピュー タ年鑑」tg80年 版
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●第3部 ●情報処理

3
コ ン ピュー タ技術 の 発展

コンピ ュータの性能 ・機能の進歩

第5世 代 コンピ ュータへの道

各世代コンピュータの特徴

コ ン ピ ュー タの発 展 の有 様 を最 も端 的 に表 現 で

き るの が 、い わ ゆ る"世 代"に よる 区分 で あ る(表

1)。 この世 代 区分 はハ ー ドウエ ア の技 術 レベ ル 、

ソ フ トウエ アの技 術 レベ ル 、処 理 形 態 、 企 業 お よ

び社 会 へ の 影 響 な ど、 さま ざま な角 度 か ら行 え る

が 、一 般 的 に は実 装 され て い る素 子 に よ って 行 っ

て い る。

・第1世 代 … …基 本 技 術 の確 立 期

・バ ッチ 処理 方 式 ・機 械 語 に よ る プ

ロ グ ラ ミン グ

・第2世 代 … … コ ン ピ ュー タの 実 用 期

・リモ ー ト ・バ ッチ処 理 方 式 ・標準

言語 の誕 生 と設 定

・第3世 代 … … フ ァ ミリー思 想 の定 着

・オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム の 普 及 ・

TSS処 理 方 式 の普 及 ・多重 処 理 の

普及

・第3 .5世 代 … …分 散 処 理 時 代

・仮 想 記 憶方 式 ・マル チ ・プ ロ グ ラ

ミング処 理 ・コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト

ワ ー ク ・プロ セ ッサ ーの 多様 化

・第4世 代 … …エ ン ド ・ユ ーザ ー指 向期

・拡 張 ア ー キ テ クチ ュ ア ・複 合 分 散

処 理 ・リ レー シ ョナ ル ・デ ー タベ ー

ス ・シス テ ム ・ソ フ トウエ ア の体 系

化

・第5世 代 … …知 識情 報 処 理 時 代

(予測)・ 推 論処 理 ・知 識 デー タベ ー ス ・知

的 イ ン タ フェ ー ス

第3世 代 機 に入 り コ ン ピュ ー タ は、事 務 計 算 用

と 科 学 技 術 計 算 用 機 と が一 体 化 して 汎 用 機 と な

り、以 後 汎 用 コ ン ピュ ー タが主 役 と な っ て き たが 、

60年 代後 半 か ら70年 に か け て機 種 が一 挙 に 多様 化

した 。

DEC社 のPDP-8(1965年 出荷)に よ り ミニ ・

コ ン ピュ ー タが 、1971年 に イ ン テル社 が マ イ ク ロ

コ ン ピュ ー タ を、 日本 の メ ー カ ー は70年 代 初 めか

らオ フ ィス ・コ ン ピュ ー タ と名 付 けた独 自の超 小
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型事 務 処 理 コ ン ピュ ー タ を、77年 に は米3社 が 相

次 い でパ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ、 ま た76年 に は

32ビ ッ ト ・ミニ コ ンこ と スーパ ー ・ミニ コ ンがi誕

生 した。

一 方 、超 高速 計 算 用 の スーパ ー ・コ ン ピ ュ ー タ

も1976年 に登 場 し、 日本 の メ ー カ ー も1982年 か

ら参 入 して い る 。

ニ ー ズに合 わせ て コ ン ピュ ー タ を選 択 利 用 で き

る時 代 、 企業 体 だ けで な く個 人 が コ ン ピ ュ ー タ を

所 有 で き る時 代 を、 機種 の 多様 化 は も た ら した の

で あ る。

分散処理 システムの登場

コ ン ピュ ー タの 利 用方 式 も1970年 代 後 半 に入 り

大 き く変化 した。70年 代 前 半 ま で は、 コ ン ピュ ー

タの 発展 は即 大 型機 の 開発 に あ り、と され て き た。

大 型 化 に よ る規 模 の経 済 と い う観 点 か らの集 中化

(集 中処 理)の 追求 で あ る。

しか し、ハ ー ドウエ ア ・コ ス トの 低 下 、 マ イ コ

ン内蔵 に よ る端 末機 器 の イ ンテ リジ ェ ン ト化 に よ

り、処 理 の分 散 が可 能 と な り、 分 散 処 理 方式 が台

頭 した 。

1974年 のIBMのSNA発 表 を機 に 、コ ン ピュ ー

タ ・ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テタ チ ュア が 各社 か ら

発 表 され る と と もに 、 コ ン ピュー タ本来 の演 算 処

理 機能 を重 複 した 「プ ロ セ ッサ ー」の概 念 の 登 場 。

ま た、分 散 処理 機 構 の一 部 と して機 能 す る シス テ

ム、 「分 散 プ ロ セ ッサ ー」 の 開 発 で あ る。1977年

か ら78年 にか けて 、分 散 処 理 は実用 期 に入 っ た。

大型 コン ピュ ー タに お い て は処 理 能 力 の 向上 、

資 源 の有 効 利 用 、負 荷 の分 散 、 危 険 の分 散 な ど か

ら、計 算 機 シス テ ム の複 合 化 が 追 求 され て い る。

図2は 、 その シス テ ム構 成 の 代 表 例 で あ る 。大 規

模 シス テ ムの新 しい動 き と して 注 目 され て い る 。

第4世 代機 の特 徴 は 、 ア ドレス 空 間 の 拡張(従

来 の24ビ ッ トか ら31,32,36ビ ッ トへ の拡 張)と 、

1/Oア ー キ テ ク チ ュ ア の拡 張(動 的 チ ャネ ル ・

サ ブ シス テム に よる仮 想 化 、 チ ャネ ル本 数 の増 加

な ど)で あ る。 これ ら第4世 代 機 は、83年 か ら一

部 の 出荷 が 始 ま る と予 想 され て い る。
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●第3部 ●情 報処理 コン ピュータ技術の発展

4
コン ピ ュータ基礎技術の動向

推進役となった素子の進歩

LSI化 の 意味

コ ン ピュ ー タの 高 性 能化 は 、① 設 計 技術 、② 半

導 体 な どの 素 子 技 術 、③ 実 装 技 術 、④ ソフ トウエ

ア技術 、の4つ の 基 礎技 術 に よ っ て支 え られ て い

る(図1)。 国 産 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は、 特

に素子 技 術 と実 装 技 術 に力 を入 れ 、ハ ー ドウ エ ア

面 で は世 界 の 最 高 水 準 に 達 して い る。

コ ン ピュ ー タ は ス ピー ドが生 命 で あ る。 そ の ス

ピ ー ドは 、 回路 素 子 と素子 実 装 技 術 の 革 新 に よ っ

て、飛 躍 的 に 向上 した。表1は 、各 世 代 ごと に使

用 され た素 子 の ス ピー ドで あ る 。第1世 代機 か ら

第4世 代 機 に至 る 、 わず か35年 の 間 に500--1,000

倍(論 理 素 子)に も達 した。

特 にIC(集 積 回 路)の 採 用 以 来 、半 導 体 技 術

の進歩 に よ り、 回路 素 子 の 動作 速 度 の向 上 は 目覚

しい。 超LSI化 の追 求 、 これ が70年 代 後 半 か ら

80年 代 にか けて の 焦 点 で あ っ た。 現在 で は、LSI

(大 規 模 集 積 回路)お よ び超LSIが 基 本 素 子 に

な って い る 。

超LSI化 の 狙 い は、3つ あ る。1つ は性 能(速

度)の 向上 に最 も効 果的 な手 段 の ため で あ る。 回

路 素子 の ス イ ッチ ン グ 速 度 は1n秒 以 下 に達 し

た 。 しか し、 回 路素 子 の間 を結 合 す る配 線 の 上 を

信 号 が伝 わ る時 間(伝 送 時 間)は30cm/秒 が 限

界 で、 そ れ 以 上 に早 くす る こ と はで きな い。 む し

ろ 伝 送 距 離 を短 くす る以 外 に方 法 は な い。 し た

が っ て 、 数 ミ リ 角 の シ リ コ ン の 上 に1,000-一一

10,000個 の トラ ン ジ ス タ を 乗 せ ら れ るLSIや

100,000--1,000,000個 を乗 せ られ る超LSIが 、

小 型 化 そ して 高 性 能 化 を 目指 す コ ン ピュ ー タ に

とっ て最 も効 果 的 な わ けで あ る。

2つ 目 は信 頼 性 の 向 上 だ 。 コ ン ピュー タ に使 う

個 々 の素 子 の信 頼 性 向 上 に加 え て 、使 用部 品 の 点

数 を減 らす こ と に よ って 、信 頼性 の 向上 が 図 れ る 。

LSI、 超LSIは 、 ま さ に この条 件 に合 致 す る 。

3っ 目 は、 経 済 性 で あ る。LSI化 に よ る 信 頼

性 向上 は 、保 守 コ ス トを低 減 させ る。 また部 品 点

数 の減 少 は 、関 連 部 品 も減 ら し小 型 化 で きる と と

もに 、組 立 や試 験 な ど も容易 に して製 造 コス トも
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低 減 させ る。

第4世 代 コ ン ピ ュー タ はLSI、 超LSIの 採 用

と と もに 、このLSI素 子 の 実装(パ ッケー ジ ン グ)

技 術 が 特徴 とな っ て い る。IBMの 熱 伝 導 モ ジ ュ ー

ル 、ユ ニ パ ッ ク社 のHPP(高 密 度 実 装 方 式)、

富士 通 の3次 元 実装(写 真1)な ど が代 表 例 。

素子 や 回路 の もつ性 能 を最 大 限 に引 き 出 し、か つ

安 定 して発 揮 させ る ため の技 術 で あ る。例 え ば 、

IBMは3081プ ロセ ッサ ー で 熱 伝 導 モ ジュ ー ル の

採 用 に よ り コ ン ピュ ー タ内部 で の電 気 信号 伝 播 距

離 を大 幅 に短縮 した た め、 マ シ ン ・サ イ クル ・タ

イ ム を26n秒 と第3.5世 代 機 の3033プ ロ セ ッサ ー

の57n秒 の 半 分 以下 を達 成 して い る。

次世代の素子

コ ンピ ュー タは第4世 代 か ら第5世 代 、 そ して

第6世 代 へ と発 展 して い く。 そ の重 要 な担 い手 と

な る素 子 の研 究 開発 は 、す で に新 しい ス テ ップ に

入 っ て い る。 その具 体 例 は、 次 世 代素 子 の研 究 開

発 で あ る 。

超 高速 素 子 の研 究 開発 は通 産 省 の 大 型 プ ロ ジ ェ

ク ト 「科 学 技 術 用 高 速 計 算 シ ス テ ム研 究 開 発 」

(1981・-1989年 度 ま で の9カ 年 計 画 、230億 円 の

予 算)の 一環 と して ス ター トして い る 。す で に富

士 通 がHEMT(高 電 子 移 動 トラ ン ジス タ素 子)

で12.8p秒 、 日本 電 気 が ジ ョ セ ブ ソ ン 素 子 で

10.8p秒 の 動作 時 間 を実 現 し、世 界 の記 録 を次 々

と塗 りか え て い る。

新 機 能素 子 は 、通産 省 ・工 業 技 術 院 が 次 世 代 産

業 基 盤 技術 研 究 開 発 制 度 の 中 で採 り上 げて い る も

の(8--10年 計 画)。

超 格 子 素 子 は、組 成 の 異 な る極 薄 の層 を交 互 に

積層 す る方 式 。 常温 で 、従 来 の 素子 の 限界 を超 え

た超 高速 計 算 が可 能 とな る 。3次 元 回 路素 子 は、

結 晶 の成 長 を コ ン トロー ル して 、立 体 化 した 集積

素 子 をつ く り出す 。1つ の 素 子 で 計 測 、計 算 、記 憶 、

表 示 な どの 多機 能 化 が 可 能 にな る。耐 環 境 強 化 素

子 は宇 宙 空 間 、原 子 炉 内、 自動 車 搭 載 な ど新 しい

環 境 下 で安 定 して動 作 す る素子 で あ る。
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●第3部 ●情報処理

5
コンピュー タ技術の発展

新世代コンピュータの開発動向

非 ノイ マ ン型 コン ピ ュ・一夕 とは

ノイマ ン型 コ ン ピュ ータの限界

世界 の コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー は 、新 しい ア ー

キ テ クチ ュ アの 導 入 は 、① ソ フ トウエ ア 開発 が大

変 な こと 、② 既 存 の ソフ トウエ ア の手 直 しが わず

らわ しい こ と、 ③ リス クが 大 き い こ と、 な ど か ら

ア ーキ テ クチ ュ ア を 変 え ず に、 徹 底 的 にLSI化

を追 及 し、価 格 性 能 比 を 向上 す る方 向で 進 ん で ぎ

た。 か つ 、 その 基 本 アー キ テ クチ ュ ア は、1946年

に フ ォ ン ・ノイ マ ンが 提 唱 した論 理 に も とつ く、

い わゆ る ノイマ ン型 の コ ン ピュ ー タで あ る。

次 世 代 コ ン ピ ュー タ あ る い は10年 後 の コ ン

ピュ ー タ像 は 、 さ ま ざ ま な形 で 予 測 され てい る。

これ らの 中 で 、最 も現 実 的 な もの は 「非 ノ イマ ン

型 コ ン ピュー タ」 で あ る。 通 産 省 が 中心 と な り、

1990年 代 初頭 の実 現 を 目標 に推 進 して い る 「第5

世 代 コ ンピ ュー タの研 究 開 発 」 も、 この非 ノ イマ

ン方 式 を積 極 的 に採 り入 れ て い く方 向 で進 んで い

る。

具 体 的 に は、① 素 子 の 改 良 に よ る高 速 化 の 限界 、

② アー キ テ クチ ュ ア(内 部 構 造)改 善 の 限界 、③

ソ フ トウエ ア面 で の ネ ッ ク、の3点 で あ る。

まず 、 コ ン ピ ュー タの 中心 的 素 子 で ある シ リコ

ン素子 の ゲ ー ト(パ ル ス を通 す 回路)当 た り速 度

は、 現 在 のLSIの 約10倍 の100ピ コ秒(100億 分

の1秒)が 限 界 と な る。つ ま り、10倍 の ス ピー ド ・

ア ップで止 ま っ て しま う。 そ の壁 を越 え る もの と

して ガ リ ウム ひ素 や 、 ジ ョセ ブ ソ ン結 合 素 子 な ど

が有 望 視 され て い るが 、前 者 は20ピ コ秒 、後 者 は

2ピ コ秒 が 限 界 と な ろ う。 し た が っ て 、LSIの

500倍 が 限度 。楽 観 的 に見 通 して も、1,000倍 が 速

度 向上 の上 限 だ。

ア ー キ テ ク チ ュ アの 改 善 も ・パ イ プ ラ イ ン処

理 、 ・キ ャ ッ シュ ・メモ リー、 ・仮想 記 憶 、 ・多

重 処 理 、 ・先 回 り制 御 、 ・マ ル チ ・プ ロセ ッサ ー、

チ ャ ネル 強化 、 ・機 能 分 散 構 造 、 ・ア ドレス空 間

拡 張 、な どと 次 々 と実 施 して い る が、 これ らに よ

る処 理 速 度 向 上 に も限界 が み え て き た。 同時 に ソ

フ トウエ アの 複 雑 化 を促 す一 方 で 、抜 本 的 な見 直

しを求 め られ て い る。
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ソ フ トウエ ア面 で の ネ ック は、 ソフ トウエ ア危

機 の元 凶の ひ とつ とま で い われ て い る 「図1の よ

うな ノ イマ ン ・ボ トル ネ ック」 が あ る。

逐 次 処 理 を 中 心 に し た構 造 の ノ イマ ン型 コ ン

ピ ュー タで は 、処 理 効率 が悪 く、今 後 ます ま す多

様 化 す る情 報 処 理 の ニ ー ズ に応 え切 れ な くな る恐

れ が あ る。 新世 代 コ ンピ ュー タの研 究 開発 は、 こ

う した背 景 の もと に新 しい理論 と技 術 を投 入 して

進 め られて い る。

第5世 代 コン ピュータ

1982年 度 か ら3カ 年 計 画 で 、基 本技 術 の研 究 開

発 を開 始 した 通産 省 の第5世 代 コ ン ピュ ー タ研 究

開発 プ ロ ジ ェ ク トは、1990年 代 に要 求 され る で あ

ろ う知 的 対 話 機 能 や 、知 識 ベ ー ス を用 い た推 論 機

能 な ど に対 応 で き る革 新 的 な推 論 と技 術 に もとつ

い た、 「知 識 情 報 処 理 指 向 の コ ン ピュ ー タ ・シ ス

テム」 で あ る 。図2は 、 この第5世 代 コ ン ピ ュー

タ ・シ ス テ ムの基 本 構 造 概 念 図 で あ る。 その 機 能

は次 の3つ で ある 。

① 問 題 解決 ・推 論 シ ス テ ム… …1つ の問 題 を2

つ 以 上 の 問題 解決 シス テム で協 力 して い くシ ス テ

ム で あ る。 お 互 い が も って い る知識 を出 し合 って

推 論 して い く メ タ推 論 シス テ ム を も ち、 そ の推 論

実 行 速 度 は100M--1GLIPSが 目標(LIPS:ロ

ジ カ ル ・イ ンタ フ ェー ス ・パ ー ・セ コ ン ド、3段

論法 に よる推 論 操 作 を1秒 間 に1回 行 う。現 在 の

コ ン ピュ ー タ は104～105LIPSで あ る)。

② 知 識 ベ ー ス ・シ ス テ ム …… 最 大100--1,000

GBの 容 量 を も つ デ ー タベ ー ス ・マ シ ン を 中核

に、 推 論 に必 要 な知 識 ベ ー ス の検 索 を数 秒 以 内 で

行 う。

③ 知 的 イ ン タ フ ェー ス ・シス テ ム … … 自然 言

語 、音 声 、 図形 、画 像 な ど に よ る コ ン ピュ ー タと

の対 話 を実 現 す る。1万 語 、 文 法 規 則2,000以 下

の シ ス テム で 、入 力 文 の99%を 正 し く構 文 解 析 で

き る こ とが 目標 。

な お 、 ソ フ トウエ ア は核 言 語 、知 的 プ ロ グ ラ ミ

ング ・シス テ ム、基 本 応 用 シス テム な ど の 開発 も

計 画 して い る。
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● 図1.フ ォン・ノイ マ ン・ボ トルネ ック 出所(財)日 本情報処理協会 「1980年世界 コンピュータ年鑑」
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ノイマン型コンピュータの基本構造はt記 憶装置 と処理装置(CPU)を

狭い通路で結んでいる点に特色がある。1つ の命令を実行するたびに,こ

の通路を命令語とデータが通っていかなければな らない。記憶装置の大容

量化とCPUの 高速化 に比べて,こ の通路は狭 くて通 りにくく,コ ンピュ

ータの高速化の障害 となっているわけである
。さらにノイマン型コンピュ

ータは順序だててプログラムを処理する必要 があるため,処 理手順を予め

分析 して,順 序よくプログラムを並べておかなければな らない。 しかもプ

ログラムは,、その順序 どおりにしか進まないため,ノ イマン ・ボ トルネッ

クとあわせて本質的に高速化には限界がある。

ただし,ノ イマン方式コンピュータの特徴である「プログラム記憶方式」

は将来 ともに変わることはない。むしろ下記の面での改良がなされ,非 ノ

イマン型機へと徐々に変化 していくものと一般には見られている。

●逐次処理 → 並列処理,連 想処理

●線型ア ドレス方式 → ディスクリプタ方式 ・スタック構造 連想記憶 ・
.

ハ ッシュ機構

●命令とデータ → タグ方式 ・ゼロア ドレス方式

●ソフ トウエア → 高水準言語直接実行マシン,特 殊専用 コンピュータ

●決定性理論およびプログラミング → 非決定性論理 バ ック ・トラック

機能,問 題適応型計算機 学習機構

● 図2.第5世 代 コンピ ュ一一タ ・システムの基本構造概念図
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●第3部 ●情報処理 ・一コンピュー タ技術の発展

6
ソフ トウエア技術の進歩

巨大化と簡易化の方向

巨大化するOS

1945年 のENIACの 誕 生 時点 で は 、 ソ フ トウエ

ア は存 在 しなか っ た。 が 同 年 に 、 フ ォ ン ・ノ イマ

ンが論 文 の 中で 内 部 指 令 方式 を提 言 し、 翌46年 に

詳 細 論 文 を 発 表 し たの が 、 ソ フ トウエ ア の 芽 と

な った 。 や が て内 部 指 令 方 式(ス トア ー ド ・プロ

グ ラム)の 考 え方 が 、 ソ フ トウエ ア を う ま く使 っ

た形 の コ ン ピュ ー タ をつ く り出 す こと に な っ た。

1949年 完 成 のEDSACが 、 そ の 第1号 機 で あ る。

ま た商 用 で は1951年 のUNIVAC1で あ る。 この

時 点 で メモ リー 上 に描 け た命 令 の 大 き さ は2,000

ス テ ップ程 度 で あ っ た。 それ を機 に、 コン ピ ュー

タをい ろい ろ な仕 事 に使 って い くた め の ソ フ トが

次 々 とつ く られ始 め たの で あ る。

ソ フ トウエ ア の 目 的 は、 複 雑 化 ・多 様 化 す る

ハ ー ドウエ アのパ フ ォーマ ンス を最 大 限 に引 き出

しなが ら、 かつ 簡 単 に利 用 で き る よ うに す る こ と

に あ る。その主 役 で あ るOS(オ ペ レー テ ィ ング ・

シ ス テ ム)の 原 型 は 、1960年 に モ ニ タ(IBM)

とい う名 で登 場 した。現 在 のOSは 、1964～65年

に登 場 したOSが 基 礎 と な って い る。基 本 的 に は 、

これ らOSを ベ ー ス に モ デ ィフ ァイ し、 エ ンハ ン

ス した もの が 現在 のOSで あ る。

現在 のOSは 、① 汎 用 性 の 向上 、② ス ル ー プ ッ

ト(一 定 時間 内 に処 理 す る仕 事 の総 量)の 向上 、

③ 応答 時 間 の短 縮 、④ 使 い や す さ の確 保 、⑤ 適 応

性 の 向上 、⑥ 可 用 性 の 向上 、 を 目 的 に設 計 され て

い る。 しか し、OSが ユ ーザ ー に対 して、機 能 と

便 利 さ を提 供 す る代 わ りにCPUの 能 力 を多 くう

ば って しま う、 特 に メモ リー を使 う領 域 が 拡 大 の

一 歩 とい う問題 点 を も って い る。 ちな み に汎 用大

型 機 のOSは 、 基 本 制 御 プ ロ グ ラ ム部 分 の み で

300万 ス テ ップ を越 え 、500万 ス テ ップ に迫 って い

る。

一 方
、新 しい動 きは機 能別 モ ジ ュ ー ル化 、フ ァー

ム ウエ ア化 な ど が あ る。

プログラム言語の課題

プ ロ グ ラ ミン グ言 語 の 開発 史 は、 図3の と お り
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で あ る。 これ ら60年 代 の コ ンパ イ ラ言 語(高 級 言

語)が 現在 広 く利 用 され て い る。

そ して1970年 代 後 半 に入 っ て 、新 言 語 が 次 々 と

発 表 され た。 実 用 面 で はPASCAL(1971年)が

最 も普 及 して お り、 このPASCALに 刺 激 され て

EUCLID、ALPHARD,CLU、MESA、

MESA2、MODULA、MODULA2、LISな ど

が発 表 され た。

さ らに1979年 に、Ada(エ イ ダ)が 登 場 して70

年 代 言 語 の 最 後 をか ざっ た。

な お 、改 良 され た の はFORTRAN77で あ る。

COBOL82は 検 討 段 階 で あ る。

一 方
、 パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピュ ー タ の 普 及 に

BASICが 大 き な 役 割 を 果 た した 。 イ ン タ プ リ

ター方 式 のBASICで 、各 社 独 自の 機 能 を つ け て

優 劣 を競 っ て い る。 さ らに 、 このBASICに 対抗

して ご よ り簡 易 な 言 語 が 相 次 い で 開 発 さ れ た 。

VISICALCとPIPSが その 双 壁 で 、他 の30種 以

上 が81--82年 にか けて発 表 され た 。 こ の傾 向 は汎

用 コ ン ピュ ー タ に も及 ん で お り ΩBE,MAP・

PERな どが 登 場 した 。

ハ ー ドウ エ ア の コス ト・ダ ウ ン、 ニ ー ズの 多 様

化 、 人件 費 の上 昇 は ソフ トウエ ア の コス ト ・ア ッ

プ を もた ら し、大 き な問題 と な って きた 。一 方 、

EDP室 が ソ フ トの メ ンテ ナ ンス に 労 力 を と られ

て、 新規 ア プ リケ ー シ ョンの開 発 に手 が ま わ らな

い状 況 も 問 題 点 と して ク ロ ー ズ ・ア ッ プ して き

た。 調 査 に よ る と2%の プ ロ グ ラ ム が 、40%の

CPU負 荷 を 使 用 して お り、 平 均 寿 命 は16カ 月 程

度 が 現 状 とな って い る。

その 打 開 策 と して 、早 期適 用 即 稼 動 ソ フ ト提 供

方 式 の 開発 、OSと 適 用 業 務 プ ロ グ ラ ム の橋 渡 し

と な る デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム へ

の注 力 、エ ン ド ・ユ ーザ ー向 け簡 易 言 語 の 開 発 な

どが あ る。

ソ フ トウエ アづ く りの無 秩序 さが もた ら した 、

こ う した ネ ックの 打 開 に1967年 頃 か らソ フ トウエ

ア工 学(エ ン ジニ ア リ ング)が 発 生 して い る が 、

10年 以上 た っ た今 日で も、学 問 と して成 立 して い

るか ど うか は議 論 の わ か れ る と ころ で あ る。



● 表1.4大 汎用OS

1964-65年 在 影響を受けた日本のメーカー

OS/360(IBM)

εX讐三 曾 ニバ竺㌘

GCOS(GE)

MCP(パ ロ ー・一ス)

↓
↓
↓
↓

OS/MVS

OS/随0

日立 ・富士通

各社のOSは いつれかに区分で きる 他 にCDCのOSが あるが特殊な存在 であ る

● 図1.現 在のOSは システムである

目的(情報処理の生産性向上)を持っている。

このために,各 種プログラムを構成要素とし

て持つ。

各プログラムは相互関係 を保ちなが ら,生 産

性向上に寄与するための固有の機能を果たす。

OSへ のメカ単位はJOB,そ の処理結果は

JO8出 力となる。 したがって,シ ステムと

しての特性を完備 している。

マ スター ・

スケ ジュー ラ

ジ ョブ.囁

スケ ジコ、一 ラ

監視プログラムの監督 ・援助のもとに生産的

な仕事を行う。

、

●図2.プ ログ ラミング言語の開発
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●図3.ソ フ トウエア主役時代へ
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コン ピュー タ技術の発展

ソフ トウエア工学の発展

ソフ トウエア危機を超えて

ソフ トウエア危機 を超えて

1968年 の10月 、NATO主 催 に よ る 「ソ フ トウ

エ ア工学 の課 題 と適 用」 を テ ーマ に した専 門家 に

よ る会 議 が 、西 ドイ ツの ガル ミ ッ シューパ ル テ ン

キ ルヘ ンで 開 かれ た。 この会 議 で 、今 に い う"ソ

フ トウエ アの 危 機(SoftwareCrisis)"が 叫 ば れ

た の で あ る。つ ま り 「不 完全 な ソ フ トウエ ア に よ

り引 き起 こ され た危 機 的 な状 況」 が議 論 さ れ た ほ

か 、 ソフ トウエ ア の設 計 プ ロセ ス や プロ グ ラ ムの

構造 化 、 さ ら に ソ フ トウエ ア開 発 プ ロジ ェ ク トの

管 理(ソ フ トウエ ア工 場 の概 念)な どの テ ー マ が

話 合 われ た の で あ る。 そ して 、 これ を機 会 に ソフ'

トウエ ア生産 を手 工 芸 か ら科 学 ・工 学 の 対 象 と し

て と らえ る こと に な っ たの で あ る。

ソ フ トウエ ア と い う用 語 の 内 容 は 、 コ ン ピュー

タが登 場 して か ら現在 ま で、 プ ロ グ ラム 、 ソ フ ト

ウエ ア 、 ソ フ トウエ ア製 品(SoftwareProduct)

とい う よう に意 味 の 変化 が み られ る。

プ ロ グ ラム は 、 ど ち らか と い え ば 、 コ ン ピュ ー

タ に従 属 して い る し、現在 で は製 品 と して 、商 品

と しての ソ フ トウエ ア が あ り、 プロ グラ ム 、説 明

書 、性 能 ・品 質保 証書 、導 入 ・運 用 ・保 守 な どの

作 業 を含 む 全 体 が ソフ トウエ ア製 品 とい う こと に

な る。

この よ う な ソ フ トウ エ ア製 品 を つ く る 環 境 で

は、 す ぐれ た工 具(ツ ー ル)と こ れ ら ツ ール を開

発 対 象 で あ る製 品 に適 した形 で 合理 的 に稼 動 させ

る ことの で きる設 備 とが 基 礎 とな り、 これ に対 す

る作 業 、生 産性 、 品質 な どの 関 係 が 明 らか に され

る必要 が あ る。

一 般 的 に い っ て、 ソフ トウエ アの ラ イ フサ イ ク

ル は、要求 定 義 、設 計 、プ ロ グ ラ ミン グ、テ ス ト、

運 用 、 保守 の ス テ ップが あ り、 これ らに共 通 す る

もの と して管 理 ・品 質 保 証 ・計量 な ど が あ る。

ソ フ トウエ ア 工学(エ ンジ ニ ア リン グ)は 、「十

分 な信 頼 性 を持 ち、 しか も現 実 の 機械 で稼 動 す る

よ う な ソフ トウエ ア(製 品)を 経 済 的 に提 供 で き

る こ と」(F,L,Bauer,ミ ュ ンヘ ン工 科 大学 教 授)

が使 命 で あ る 。
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こ こで い う信 頼 性(高 品 質 性)、 現 実 性 、効 率 、

経 済 性 、 の4つ が 製 品 と して の ソ フ トウエ ア をな

が め る指標 で あ る。

ソフ トウエアの品質特性 とは

ソ フ トウエ ア で求 め られ る品 質 の特 性 と は、 一

体何 だ ろ うか 。

ま ず 第1は 、 利 用 者 か らみ た 使 用 性(As-ls

Utility)で あ り、 こ れ は信 頼 性(Reliability)、

効 率(Efficiency)、 操 作 性(HumanEngineering)

が含 まれ る。

第2は 保 守 性 で あ り、新 しい 要求 を満 た す た め

の 変 更 や 修 正 な ど の し や す さ(Testability)、

理 解 の しや す さ(Understandability)、 更 新 の し

や す さ(Modifiability)を 指 す 。 さ ら に 、 ソ フ

トウエ アの運 用 環 境 を変 え た場 合 に 、正 しく簡 単

に動 かせ る ため に、移 植 性(Portability)も 品 質

の重 要 な特 性 で あ ろ う。

1960年 代 の後 半 、軍 用 シス テ ム 、座 席 予 約 シ ス

テ ム、OS(オ ペ レー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム)な ど

の よ う に、1,000人 ・年 以 上 の マ ンパ ワ ー を必 要

とす る巨大 な ソ フ トウエ アの 開 発 が 難 航 し、 中止

の や む な き に い た っ た プ ロ ジ ェ ク トも多 く あ っ

て 、 ソ フ トウエ ア開 発 の面 で は世 界 的 な関 心 事 で

あ っ た。

この局 面 打 開 の た め に開 か れ た の が 、先 の ガ ル

ミッ シュ ーパ ル テ ンキ ル ヘ ン会 議 で あ っ た わ け だ

が 、 そ れ か ら十 数年 を経 た今 日、 ソ フ トウエ ア 生

産 にお け る理 論 や 実務 規 範 が 具 体 的 な成 果 を生 み

出 しつ つ あ る。

図1に ソフ トウエ アの 品質 特 性 を分 類 して階 層

的 に表 現 した もの を示 す 。 こ こで は 、単 に ソフ ト

ウエ ア ・エ ラー が ど れ く らい あ るか だ けで な く、

① ソ フ トウエ アに要 求 され る品 質 特性 に は どん な

もの が あ る か 、② ソフ トウエ アの 各 品 質 特 性 を計

量 的 に評 価 す る に はど う した らよ いか 一 が議 論

の焦 点 で ある 。

さ らに図2に 、 ソ フ トウエ ア の一 般 的 な ラ イフ

サ イ クル と開 発資 源 の関 係 例 を示 し、 参 考 に供 し

たい 。



● 図1.ソ フ ト ウ エ ア の 品 質 特 性 の 分 類(B.w.B。 ・h,1976)
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マイク ロコンピ ュータ技術の インパク ト

ますます高性能化するマイコン

小さな怪物

「1980年 代 後 半 に は、 マ イク ロ コ ン ピュ ー タ の

リー ダー で な い会 社 は、 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム

産 業 の リー ダ ー に は な ら ない の で はな い で し ょう

か」。1980年 春 、 情 報 処 理 学 会 主催 の 第21回 全 国

大 会 で講 演 したIBM社 の技 術 担 当副 社 長 、 ボ ブ

O・ エ バ ン ス氏 は、 この よ う にマ イ コ ンの イ ンパ

ク トを表 現 した 。 マ イ コ ン は社 会 ・産 業 界 の あ ら

ゆ る分 野 に さま ざま な イ ンパ ク トを与 え て い る が

(表1)、 当 の コ ン ピュ ー タ産 業 界 に も大 き な地

殻 変 動 が 起 こ って きた こ と をい っ た わ けで ある 。

事 実 、 コ ン ピュ ー タ の世 界 の パ イオ ニ アで あ る

汎用 コ ン ピュ ー タのIBM、 ミニ コ ンのDEC、 マ

イ コ ンの イ ン テル3社 の成 長 の 足 ど りが 、 それ を

はっ き りと示 して いる 。製 品 化 した年 の売 上 げの

10倍 を達 成 した の は イ ン テ ルが3年 、DECは6

年 、IBMは12年 と い う違 い だ 。100倍 の達 成 は イ

ン テ ル が 約10年 、DECが13年 な の に 対 し て 、

IBMは ま だ100倍 に達 して い な い。 コ ン ピュ ー タ

産 業 界 の成 長 の主 役 は、 す で に入 れ 変 わ ろ うと し

て い る。 そ れ ほ ど にマ イ コ ンは急 速 に社 会 ・産 業

界 に入 り込 ん で き てい るわ けで あ る。

マイコンも第4世 代に

マ イ コ ン 自 身 の 変 化 も早 い 。 イ ンテ ル 社 のi

4004で ス ター トした4ビ ッ ト ・マ イ コ ン(1971年)

を第1世 代 とす る と、第2世 代 に は1973年 発表 の

8ビ ッ ト ・マ イ コ ンi8080に よ って入 っ た。 そ し

て1978・-80年 にか けて の新 設 計16ビ ッ ト ・マ イ コ

ン 群(i8086/8088、Z8000、MC68000、

MCOM1600、MN1613、T88000な ど)に よ って 、

第3世 代 へ と進 展 した 。 さ らに1980年 に イ ンテ ル

社 が32ビ ッ ト ・マ イ コ ンの 構造 を発 表 したの を引

き金 に 、81年2月 のISSCC(国 際 固体 回路 会 議)

で イ ンテ ル 社(iApx432)、 ナ シ ョナル ・セ ミコ

ン ダ ク タ社(16000)、 ベ ル研 究 所 、ビ ュー レ ッ ト ・

パ ッカー ド社 の4社 が 一 斉 に32ビ ッ ト ・マ イ コ ン

を発 表 して第4世 代 へ 名 乗 り をあ げ た。

イ ンテ ル社 のiApx432は 、5台 の マ ル チ ・フ
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ロ セ ッサ ー 構 成 に す る と約2MIPSと な り、

IBMシ ス テ ム370モ デ ル158に 相 当 す る と さ れ て

い る 。並 み の汎 用 中 型 コ ン ピュ ー タ以 上 の性 能 を

有 して い るわ けで あ る。

ミニ ・コン ピ ュー タ ・メー カー は もち ろ ん、 汎

用 コ ン ピュ ー タの メ ー カ ー まで を も追 い上 げ て い

るの が マ イコ ンだ。

一 方
、1980年9月 に はIBM社 が シス テ ム370

モ デ ル138のCPU主 要 部 分 を バ イ ポ ー ラ 素 子

5,000ゲ ー ト(約45,000'ト ラ ン ジス タ)に 集 積 し

て ワ ン ・チ ッ プ化 に 成 功 し た こ と を発 表 して い

る。8ビ ッ ト ・マ イ コ ンで中 型 コ ン ピュ ー タ を デ

ス ク ・ トップ化 で きる こと を示 唆 した。

い ずれ も、汎 用 コ ン ピュ ー タ ま で もが卓 上 化 さ

れ 、 ま た コ ンポ ー ネ ン ト(知 的機 能 部 分)化 して

い く時代 に入 って き た こ と を示 した の で あ っ た。

同 時 に コ ンピ ュー タの製 造 方 法 や 、販 売 方 法 な ど

も大 き く変 わ って い く こと を意 味 して い る の で あ

る。

新しい知的産業部品

図1,は 、 汎 用 大 型 コ ン ピ ュ ー タ 、 ミニ コ ン、

マ イコ ンの主 な ア プ リケー シ ョンお よ び、 そ の発

展 と社 会 ・産 業界 への 影 響 を示 した もの で あ る。

マ イ コ ンは コ ン ピュ ー タ その もの も含 め て、 機 械

の 利便 性 を最 も高 め る 身近 な もの で ある こ と を示

してい る。具 体 的 に は 、 メ カ トロニ クス と も呼 ば

れ る さま ざま なマ イ コ ン応 用 製 品 の 登場 で あ る 。

カ メ ラ、 時計 、家 電 製 品 音 響機 器 、計 測器 、 自

動 車 、事 務機 、 医療 機 器 な ど、 さま ざ ま な製 品 の

メ カ トロニ クス化 が 、 この5年 間 で一 挙 にす す ん

だ 。機 能 の 多様 化 、品 質 の 均 一 化 、信 頼性 の 向上 、

部 品 点数 の削 減 な どが な さ れ 、製 造 コス トを低 下

させ る とと もに製 品 開発 、生 産 方 式 、市 場 構 造 も

一 変 した。新 しい産 業 部 品 と して マ イ コ ンは 、不

可 欠 な存在 と な って い る 。

1980年 代 に入 る と と もに 、 マ イ コ ン に よ って 生

ま れ たパ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タが仕 事 の中 に 自

然 に入 り込 んで きた 。 コ ン ピ ュー タの マ ス プ ロ ・

マ スセ ー ル ス時 代 をマ イ コ ンは作 り出 した の だ 。



● 表1.マ イ コンの イ ンパ ク ト
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.「

iよ り安いコス トの計算機利鳳 人々の配

、,転 よりスマー トなコンピュータとスマ
li ー トマシン

出所:(財)日 本情報処理開発協会 「マイクロコンピュータとその利用技術の将来」

● 図1.人 間,コ ンピ ュータと機械 の親和性
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● 図2.入 れ変わ った コンピ ュータ産業界の主役
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コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク技 術

ネ ッ トワー ク ・ア ーキ テク チ ュア

コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワー ク の要 素 と形

態

デー タ通 信 技術 を用 い た コ ン ピュ ー タ ・シ ステ

ム の ネ ッ トワー ク化 は 、資 源共 用 に よる経 済 化 、

資 源 分 散 に よ る性 能 の 向上 、分 散処 理 に よる コ ス

ト性 能 化 の 向上 な ど の要 求 と、 これ を満 足 す る た

め の技 術 の進 展 が 相 ま っ て 、実 用 化 に至 っ て い る。

米 国 国 防 総 省 のAdvancedResearchProject

Agency(ARPA)に よ っ て 、1968年 末 よ り開発

が 推 進 ・援 助 さ れ たARPAネ ッ トワー ク は、 コ

ンピ ュー タ間通 信 方 式 を確 立 す る こと で 、情 報 処

理 資 源(ハ ー ドウエ ア、 ソ フ トウエ ア 、 デ ー タ)

の共 有形 態 を世 に示 した。

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク は、 そ れ ぞ れ独 立

した コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムで あ るホ ス トとホ ス

ト間 の通信 をつ か さど る デ ー タ交 換 網(サ ブネ ッ

トと呼 ばれ る)と か ら成 る。

結 合 に際 して 、ホ ス トや端 末 を デ ー タ交 換 網 に

結 合 す る節 と な る と こ ろ を ノー ドと呼 び 、 この

ノー ド自身 が1種 の コ ン ピ ュー タ機能(ノ ー ド ・

プ ロ セ ッサ ー ま た はCCPと 呼 ぶ)を もつ こ とが

多 い。 ネ ッ トワー クは 、 この ノ ー ドを含 む デ ー タ

交換 網 の形 態 に よ りい くつ か の 型 に分 類 され る 。

集 中型 は 、 セ ン トラル ・ノー ドが デ ー タ交換 の

制 御 を集 中 管 理 す る。 す べ て の トラ フ ィ ック が

ノー ドを通 る た め、 コ ン トロ ー ル は や りやす く処

理 効率 は一 般 に よ いが 、 逆 に信 頼 性 の点 か らはセ

ン トラル ・ノー ドの ダ ウ ンが 全 ネ ッ トワー クの ダ

ウ ン につ なが る。分 散 型 は、 ノ ー ドが 少 な くすべ

ての ノー ドは制 御 を平 等 に分 散 して行 う。 ノー ド

は それ に至 る経 路 を少 な くと も2つ は もつ ため 、

一部 の ノー ドや回線 が故 障 して も 、 ネ ッ トワー ク

全体 を ダ ウ ンさせ る こ とは な い 。

ル ー プ型(ま た は リ ン グ型)で は 、各 ノー ドは

環 状 の回 線上 を回 って く るデ ー タ を調 べ 、 自分 宛

の もの が くれ ばそ れ を取 り込 む 。 この型 は 回線 長

が最 短 で すみ 、 コ ン トロ ール も簡 単 で オ ー バ ヘ ッ

ドも少 な いが 、 トラフ ィ ック量 が多 い場 合 は 回線

量 の不 足 を き たす 。
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ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ュ ア

オ ン ラ イ ン ・シ ス テム の設 計 とい う観 点 か らみ

る と、 第3世 代 の コ ン ピ ュー タ ・アー キ テ ク チ ュ

ア確 立 期 に は今 日の よ う な発展 を予 期 し得 なか っ

た。 この ため 、数 多 くの 多 様 な テ レコ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ン ・ア クセ ス ・メ ソ ッ ド、 デ ー タ伝 送制 御 手

順 、端 末 装 置 等 が無 秩 序 に存 在 す る よ う にな り、

ネ ッ トワー ク を構 築 す る上 で なん らかの 標準 化 や

体 系 化 を必 要 と され る に至 った 。

この こと は、 オ ン ライ ン、 通信 シス テ ムの 分野

にお い て基 本 的 な 思想 の転 換 と新 しい通 信 シ ステ

ムの 確 立 を促 す 動 機 と な り、1974年9月 にIBM

社 が 効 率 的 な デ ー タ網 を構 築 す るた め 、 そ の構 成

方 法 、 通 信規 約(プ ロ トコル)の 標 準化 、 プ ロ ト

コル を実 現 す る ソ フ トウエ ア の設 計 等 の 問題 を統

一 的 に 解 決 す る ネ ッ トワー ク ・アー キ テ ク チ ュ

ア 、SNA(SystemNetworkArchitecture)を 発

表 した の に続 き、 内外 の コン ピュ ー タ ・メ ー カー

等 か ら、76--77年 にか け て続 々 とネ ッ トワ ー ク ・

アー キ テ クチ ュ アが 発表 され た。

独 立 す る複 数 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を相 互

に接 続 す る こと は 、困 難 な 問題 と して残 され て い

る。 特 に、 メ ー カ ー の異 な る コ ン ピュー タ ・シス

テ ム で構 成 され る 異 機 種 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト

ワー ク は ネ ッ トワー ク ・ア ーキ テ クチ ュ アが そ れ

ぞ れ異 な って お り、 そ の標 準 化 が必 要 と され る。

この 中 で 、 プ ロ トコル につ いて は低 位 の もの を

対 象 にCCITT(国 際 電 信 電 話 諮 問 委 員 会)お よ

びISO(国 際 標 準化 機 構)な ど で標 準 化 が 進 め ら

れ て い る 。 日 本 で は 電 電 公 社 を 中 心 と し た

DCNA(デ ー タ通 信 網 ア ー キ テ クチ ュ ア)な ら

び にCCNP(コ ン ピュ ー タ ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン ・ネ ッ トワー ク ・プ ロ トコル)委 員 会 の検 討 が

あ る。

しか し、不 特 定 の企 業 間 接続 の 場 合 に は、 プ ロ

トコ ルの 異 な る通 信 シス テ ムの相 互 接 続 を公 衆 通

信 網 に プ ロ トコル 変換 の機 能 を設 け る こ とで 対 応

す る こと が望 ま しく、 そ の ため のサ ー ビス実 現 に

期待 が寄 せ られ て い る。



● 図1.コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワークの 構成 要素
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●表1.各 社のネ ッ トワーク ・アーキテクチ ュア発表時期

74年 75年 76年 77年 78年 79年 80年

4月 ・SNA

4月 ・DNA

12月 ・ANSA

l2月 ・DINA

H月 ・DCA

3月 ・HNA

3月 ・DONA

5月 ・MNA

5月 ・FNA

II月 ・BNA

メ ー カ ∨
|

ネ ッ トワーク ・アーキテ クチュアの 名称

東京芝浦電気㈱

バ ロ ー ス ㈱

日本ユニパック㈱

日 本 電 気 ㈱

DEC日 本 支社

ANSA(AdvancedNetWotkSystemArchitecture)

BNA(8urroughsNetworkArchitecture)

DCAl./(DistributedCommunicatbnArchitecture)

DINA(DistributedlnforrnationprocessingNetWotkArchit㏄ セ』re)

DNA(DigitalNetworkArchit㏄ture)

沖 電 気 工 業 ㈱
:DONA∴

富 士 通 ㈱

9.

FNA

㈱ 日立 製 作 所 HNA

三 菱 電 機 ㈱ MNA×

1日 本IBM㈱ SNA

(DecentralizedO鱒NetworkAr〔 由比ec拍re)

(FuiitsuNetworkArChitecture)

(HltachiNetworkArc目tecture)

×(Multi-shareNetWorkArchitecture) ぺ
ふ

(SystemsNetWorkArchitecture)
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●第3部 ●情報処理一 コンピュー タ技術 の発展

10
期待される情報処理技術者

情報化を支える柱とLて

急増するソフ トウエア需要

コ ン ピュ ー タ利 用 の 進 展 に伴 い、 新 規 ア プ リ

ケ ー シ ョンが増 え て い る ばか りか 、 シス テ ムの 対

象 範 囲 の拡 大 によ り、 グ レー ド ・ア ップ要 求 、 メ

ン テナ ンス要 求 が これ に加 わ り、 ソ フ トウエ ア需

要 は著 しく増加 してい る。

しか も 、バ ンキ ング ・シス テ ム 、本 支 店 ネ ッ ト

ワー ク ・シス テ ム等 の オ ン ラ イ ン ・シス テ ムや 大

規 模 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ムの 開発 な ど 、 シ ステ

ム規模 は拡 大傾 向 に あ る。

ま た 、 一 方 で は ハ ー ド ウ エ ア の コ ス ト ・パ

フ ォー マ ンス 向上 に比 べ 、 ソフ トウエ ア開 発 技 術

の 発 達 は 著 し く緩 慢 で あ り、 人 件 費 の上 昇 と 相

ま って 、 コ ン ピュ ー タ運 用経 費 全 体 に 占 め る ソ フ

トウエ ア関連 経 費 の割 合 は上昇 の一 途 を た ど って

い る(図1)「 情 報 処 理 コ ス トに 占 め る ソ フ トウ

エ アの比 重」 参 照)。

この よ うな状 況 にお いて 、 ソ フ トウエ ア開 発 に

お け る情 報処 理 技 術者 の能 力 に依 存 す る割 合 は 、

き わめ て高 く、 ソ フ トウエ アが 高 度 に な る と と も

に 、有能 な資 質 を持 つ技 術 者 の 需 要 はま す ま す高

ま りつ つ あ る。

コ ン ピュ ー タの 利用 や ソ フ トウエ ア開発 の ため

に従 事 す る情 報処 理技 術 者 は 、業 務 内容 か ら、 ソ

フ トウエ ア を開発 す る た め に必 要 な シス テ ム ・エ

ンジニ ア 、 プ ロ グ ラマ ー な ど と 、 コ ン ピュ ー タ を

稼 動 させ る ため の 要員 と して、オ ペ レー ター 、キ ー

パ ンチ ャー な どの職 種 に わ かれ る。

わが 国 の情 報処 理技 術 者 は、 ユ ーザ ー を対 象 と

した調 査 に よれ ば 、 昭和55年 末 に約135,000人 と

な って い る。

職種 別 割 合 は表1に 示 す よ う に、 シス テ ム ・エ

ンジニ ア15.9%、 プロ グラ マ ー29.0%、 オペ レー

タ ー14.3%、 キ ー パ ンチ ャー19.4%、 残 りは事 務

職 管 理 職21.3%の 比 率 で あ る。

この う ち、 直接 ソフ トウエ ア開 発 にた ず さ わ る

シス テ ム ・エ ン ジニ ア や プ ロ グ ラマ ー に は 、特 に

高 度 で広 範 な知 識 ・技 術 が 要 求 され て い る。

これ は 、ユ ーザ ー ・ニ ー ズ に加 え 、 開発 す る シ
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ス テ ム の 内 容 が 非 常 に 複 雑 に な っ て お り、 オ ペ

レー テ ィン グ ・シス テ ム や デー タベ ー ス管 理 シス

テ ム 、言 語処 理 プ ロ グ ラ ム など の基 本 ソ フ トウエ

ア か ら通 信装 置 、周 辺 ・端 末装 置 な どの ハ ー ドウ

エ ア に 至 る幅 広 い知 識 が不 可 欠 に な って い るた め

で あ る。

変化する情報処理技術者の職種

コ ン ピュ ー タ利 用 は これ か らも拡 大 の 一途 を た

ど り、 情報 処 理 技 術 者 の 役 割 もます ます 高 ま る こ

と は間 違 い な い で あ ろ う。

しか し、情 報 処 理 技 術 者 を と りま く環 境 や職 種

の変 化 も、 当然 予 想 され る こ とで あ る。

第1に 、 デ ー タベ ー ス、 コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ ト

ワー ク 、音声 ・画 像 処 理 な どの コ ンピ ュ ー タ技 術

の進 展 と利 用 に対 応 す る ため 、 専 門化 、特 化 され

た高 度 な知識 ・技 術 を有 す る情 報処 理 技 術 者 が必

要 と さ れ る こと 、 ま た一 方 で 増 大 す る ソ フ トウエ

ア需 要 を充足 す る た め に、 情報 処 理 技 術 者 の量 的

確 保 、特 に初 ・中級 技 術 者 の 需 要 が高 ま るで あ ろ

う こと。

第2に 、 パ ソ コ ン、 ミニ コ ン、 オ フ コ ン等 の小

型 機 や分 散 シス テ ム の普 及 に よ り、 エ ン ド ・ユ ー

ザ ー が拡 大 し、全 社 的規 模 での シス テ ム化 、エ ン

ド・ユ ーザ ー の教 育 指 導 の必 要 性 が 高 ま る こ と。

第3に 、 コ ンピ ュ ー タが 社会 や組 織 の 中枢 と し

て機 能 して い る今 日、 コ ン ピュ ー タ犯 罪 防止 等 の

観 点 か ら情 報 処 理 技 術 者 の モ ラル向 上 が よ りい っ

そ う求 め られ るこ と。

第4に 、 ネ ッ トワー ク と端 末 利 用 に よ り、在 宅

勤 務 な ど、勤 務 形 能 の 変化 が予 想 され る こと 、特

に家庭 に入 っ た女 性 プ ロ グ ラマ ーの 能 力 を活 用 す

る意 味 か ら、 その 実 現 性 は高 く、す で に一部 で は

実 施 され て い る。

この よ うに 、情 報 処 理 技 術者 を と りま く環 境 や

職 種 は変化 が予 想 され るが 、 わ が 国 の情 報 化 を支

え る大 きな柱 と して 、 その 役 割 は き わ め て大 きい

もの と いえ る 。

参 考 まで に米 国 に お け る職 種 の分 類 例 を表2に

示 した。
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●表1.情 報処理要員の構成比の推移
(単位:%)

‥1
,.、 末ii亘.、末53妹154.3末.55.,末

職 種 ・・1・ 1

、1

シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア12.8{3.9… …14.9 15・21
差

15.9
__.≡.τ ≡.=;==

上 級 プ ロ グ ラ マ ー1

初 中級プログラマーi

.オ ペ レ ー タ ー
ペ.ぺ.

挙 白パ ン チ ャ 一 等

....-...-

13.1|4.G|3.9

14,313,913.8

15.1' ..こ 、.

24.5.1,戸22.5.21.5
弓旨

..　 ==.石

…

一;::.ll:;
　 ㌻コ

15..1. ㌻

20.6

..{一 一

12.8.ほ.2

…}.一.

管 理

般職 員12.5

職 .7.3

13.0旨13.2

7.37.6 7.68」

..　.

100,0100.0

旧　 ゴ

計

w二_冨 一.==.=.=L.

iilOO.Ol.00・Oi川00,0 i
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●表2.米 国における職種分類例

1.Vke.Presidentof∧ へIS

2.◎irec佃rofCommunico60泊S㍉.tt

㍗
DIVISIONORDEPARTMENTALSTAFF

3.Direc}orofDP

4.BusinessMan。ger

SYSTE∧ へSANALYSIS

5.輪 閥ger

6.Senior

7.Anoly5↑

A£P‖ξ認NSPROGRA岬 撃
.:1・・.

9.Senior."...

IO.Appl;catlonsProgrammer

l1.Trdinee

SYSTε ∧へANAしYSIS/PROGRAMING

l2.Manager

l3.Senior

14・AnoiysVProgrommer

15.TrqineeSr.1 .
.'

OPERATINGSYSTEMSPI～OGRA・M～{ING

16.∧ へαnoger

17.Senior

18.Sys悔msProgrammer

19.Troinee

DATABASEADAへINISTRATION

20.Manαgere

21・Adm… ・』 †。・ ぼ

DATA;,co .MMりNICATIONS.ぷ 梁 ・.・

22.∧ へqnαger .叩

23.Anolys†

24.TechnicalCon}rolSpecio騎s↑

CO～NPU・TEROPERATIONS

25.∧Aanager
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27.teqd

28・Oρerofort三: 、

29,～ ～qgn白 日c∧ へediaLibroτidnζ 聡き1ぷミ

PRODUCTIONAND1/OCON… τROL

30。Supervisor

31.LeodProductionControlClerk

32.Cle,k

33.Llaison

DATAENTRY

34・Supervisor
..㌧、35

,Qg)ξ きro↑o「.㌦;心 シ.'へ'
.〉評;

tt..'ぺ..」l

O脳ER㌻ 陽でプ
36.WordProcessingSupervisα

37・Word.ProcessingOpero↑or

38.AccountExecvtive

39.UserServicesStaff

40.TechnicalWriter

41.Lib「arian

42.Remo含eS"eAdministrator

43・RemoteTermindOpero† 。ピ,

44..櫛 ・。mp・t・ ・Sp・,i・li、 ↑ 旨w.;.ぐ
45.TroiningqndEducoWonSipec菅o.|is↑

46.Compu†erSecuri↑ySpeciolis†

47.FieldServ;ceEngineer
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世界の情報化指標
● 日 ・米 ・欧国民1人 当 り情報サー ビス支出比較

5,000 10,000 円
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'
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、7
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、7
5,000円
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1,300円一
500 1,000 円
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日本 ▲
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>
7

イ
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次

注:1980年 現 在,ド ル==230円 で 換 算
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1
コンピ ュータと通信の融合

高度情報サービスへの道

コンピュータと通信の接近

コ ン ピュ ー タ 技 術 と近 代 の 通 信 技 術 の 基 盤 に

は 、非 常 に類 似 性 あ るい は共通 技 術 が あ るた め に、

両 者 は融 合 しや す い面 が あ る。 通信 技 術 の 方 は19

世 紀 か ら発 達 して きて い る もの の 、 その 通 信 技術

が だ ん だん と電子 交 換 機 を組 み 入 れ た り、 デ ジ タ

ル化 した り と い う よ う な情 勢 に な っ た の に加 え

て、 コ ン ピ ュー タ ・サ イ ドか ら も、 ロ ー カル な コ

ンピ ュー タ ・サ ー ビス と い う もの も重 要 であ るけ

れ ど も、 そ れ に も ま して通 信 回線 を利 用 した コ ン

ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク と い う もの が 、 は るか に

大 き な機 能 を提 供 す る こと がわ か っ て き たの で 、

両 者 が 接 近 して き た の で あ る。 この 関係 を図 示 す

れ ば、 図1の よ う に な る。

つ ま り、通 信 の 円 と情 報 処 理 の 円 とが あ る程 度

重 複 す る面 が あ る 。 こ れ につ い て は 、 ア メ リ カで

有 名 な 連 邦 通 信 委 員 会(FCC)の 第1次 裁 定 と

い うの が あ っ て 、 こ の グ レー ・ゾ ー ンは しか るべ

く分 ける 。つ ま り主 と して情 報 処 理 をす る な らば、

そ の 情 報 処 理 の 中 に お け る通 信 機 能 とい う も の

は、必 ず しも通 信 業 者 と して規 制 は しない 。ま た、

通 信 業者 の 中 での あ る程 度 の情 報 処 理 と い う もの

は、 必 ず し も情 報 処 理 と してみ ず 、 グ レー ・ゾ ー

ン と して ケ ー スバ イ ケ ー ス で考 え る 、 と い う考 え

が 、基 調 に あ っ た と思 われ る。

と ころ が 、先 に示 した通 信処 理 の 円 と情 報処 理

の 円 の重 複 部 分 が 広 くな っ て、要 す る に融 合 の度

合 い が進 ん で き た た め に、 今度 は こ れ ま たア メ リ

カの 連 邦 通 信 委 員 会 の 第2次 裁 定 、 第2次 コ ン

ピュ ー タ ・イ ン ク ワ イ ア リ裁 定 と い うの が あ る

が 、通 信 処 理 と情 報 処 理 の 分界 を初 め は定 め よう

と した 。 しか し、 通 信 処 理 とは何 か 、情 報処 理 と

は何 か と い う こ と は、 実 はい うべ く して 簡 単 に 区

分 で きる問 題 で は な い。 そ れ につ い て は図2に 示

す 。

通信と情報処理の区分け

結 局 、行 き つ くと こ ろ は 、完全 で は な い けれ ど

も トラ ンス ペ ア レ ン ト(よ けい な サ ー ビス を加 え
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ず 、単 に入 情報 をそ の ま ま出 口 に 出 す)、 つ ま り

透 明 な基 本伝 送 サ ー ビス と い う もの と、 それ か ら

透 明で はな い付 加 価値 の加 わ っ た高 度 ネ ッ トワー

ク ・サ ー ビス とい う もの を2つ に分 けて 、 基 本伝

送 サ ー ビ ス を行 う者 は こ れ を コ モ ン キ ャ リア と

し、そ れ は通 信設 備 を み ず か ら建 設 す る もの とす

る。

この よ うに、通 信 設 備 を みず か ら建設 して基 本

伝 送 サ ー ビス を行 うコ モ ンキ ャ リア は、 そ れ 自体

と して は 、高度 情 報 サ ー ビス に手 を 出 して は い け

な い 。

そ れ か ら、高 度 情報 サ ー ビス を行 う者 は 、基 本

伝送 サ ー ビスを行 う者 か ら回線 とい う、 い わ ば針

金 を借 りてサ ー ビ ス を行 う、 そ うい うふ うに分 け

た の が ア メ リカ に お け る第2次 コ ン ピュ ー タ ・イ

ン ク ワイ ア リーの 結 果 で あ った 。

これ は コ ン ピュ ー タ と通 信 の 機能 の分 別 が 、 い

か に む ず か しいか とい う こ と を示 す1つ の例 で あ

る。

この影 響 は世 界 に も伝 わ った 。 ヨー ロ ッパ は保

守 的 だ が 、 イギ リス に おい て は今年 に至 って付 加

サ ー ビス は原則 と して 民 間 に全 部 を委 ね る、 とい

う よ うな非 常 に進 歩 的 な決 定 が な され て い る の は

注 目 され る。

日本 に お いて は 、 この 点 まだ あい ま い で 、 コ ン

ピ ュー タと通信 機 能 が 融 合 す る とい う点 が 、 情報

化 の 基本 的 な概 念 で あ る と い う こ と はだ れ もが 認

め て い る けれ ど も 、 さ て通 信 面 で の基 本 伝送 サ ー

ビ ス は だ れ が担 当 す る の か 、 あ る い は高 度 付 加

サ ー ビス は だれ が担 当 す るの か とい う こ とに つ い

て は、 あ たか もそ れ は全 部 コモ ンキ ャ リ アが 担 当

す るか の よ うな考 え方 も世 の 中 に あ らわ れ て い る

面 が あ る 。

ある い は高度 付 加 サ ー ビ ス は 、 ど こま で も民 間

に開 放 す べ きで あ る と い う よ う な議 論 もな され て

お り、情 報 化 に対 して の 通 信 と コ ン ピュ ー タ機 能

の 融 合 に つ いて は上 述 した よ う に、 だ れ も異 論 は

な い け れ ど も、 だ れが その ど こ を分 担 す るか とい

う こと に つ いて は 、 日本 に おい て最 も議 論亟 分 か　
れ て い る と ころ で あ る。一



● 図1.コ ンピ ュータ と通信 の結 合
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2
ロボ ッ ト

知能ロボ ット開発への期待

第2世 代 ロボ ッ トの時代

ロボ ッ トは周 知 の よ うに 、1923年 に チ ェ コス ロ

バ キ アの 小 説 の 中 で 誕生 した が 、現 実 に人 間 の手

足 の機 能 を代 行 す る 自動 機 械 と して世 の 中 に出 た

の は、1960年 代 の こと で あ る。

最 初 の ロ ボ ッ トは第1世 代 と い い 、現在 ま で生

産 され使 用 さ れ て い るが 、 これ は繰 返 しの作 業 ロ

ボ ッ トと い わ れ る。1980年 代 に入 っ て、第2世 代

の ロボ ッ ト時 代 を迎 え た と いわ れ る が 、そ の特 徴

と して は 、 セ ンサ ー ・ロボ ッ トとい っ て も よい と

思 われ る 。

つ ま り、人 間 の手 足 の機 能 だ けで な く、 人 間 の

感 覚 視 覚 、聴 覚 、触 覚 、力 感 覚 一 な ど をセ

ンサ ーで 感知 し、 これ を フ ィー ドバ ック して あ る

程 度 オ ー トマ テ ィ ッ ク な 行 動 が と れ る、 こ れ が

1980年 代 か ら発 達 して い る セ ンサ ー ・ロ ボ ッ トの

概念 と い って も よい 。

識 者 は 、1990年 代 以 降 に な れ ば第3世 代 の ロ

ボ ッ トが 出現 す る とい って い る 。第3世 代 ロ ボ ッ

トの特 徴 と して は、学 習 機 能 とか 推論 機 能 を持つ 、

いわ ゆ る知 能 ロ ボ ッ トとい わ れ る もの で あ る。

以 上述 べ た よ う に、 第1世 代 か ら第3世 代 に至

る ロボ ッ トの概 念 が一 応 あ るが 、現 在 どの よ うに

使 われ て い る か と い う と 、熔 接 、塗 装 、搬 送 、組

み立 て、検 査 測 定 な ど の用 途 が 多 い 。 その 中 で も

現実 に は熔接 ロボ ッ トと塗 装 ロ ボ ッ トの 比 重 が圧

倒的 に高 い 。

現 在 、 推 定 で は あ る が 、 世 界 全 体 に お い て 約

2,000億 円 の ロ ボ ッ トが 稼 動 して い る と いわ れ る。

そ の う ち 日本 が70%で あ り、ア メ リカが20%、 ヨー

ロ ッパ が10%と い われ て い る。 したが って 、現 在

日本 で は1,400億 円 の ロ ボ ッ トが 稼 動 して い る こ

と にな る(図1)。

これ に対 して過 去 の ロボ ッ トの生 産 台 数 を み る

と、1960年 代 の後 半 か ら生 産 され て い た ロボ ッ ト

が全 部稼 動 して い る と すれ ば、1980年 代 の年 度 末

に おい て そ の 累計 は約8万 台 弱 とな る。 しか し 、

そ れ ほ ど過 去 の ロ ボ ッ トが 現 在 も生 きて い る とは

思 わ れ な い の で 、 こ こ4～5年 に生 産 され た ロ
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ポ ッ トが稼 動 して い る と仮 定 す ると 、実 動 ロボ ッ

トは5-・6万 台 とな る。

し たが っ て 、 ロボ ッ トの 平 均 取得 単 価 は1台 当

た り250--400万 円 と推 定 され る。

次は知能 ロボッ トの開発

こ こ に あ げ た数 字 は、 昭和56年 度(1981年 度)

の推 定 で あ るが 、昭 和60年 度(1985年 度)に お い

て は世 界 の総 ロボ ッ トの稼 動 金 額 は約6,000億 円 、

そ の う ち 日本 は50%を 占め 、ア メ リ カが30%、 ヨー

ロ ッパ が20%を 占 め る もの と推 定 さ れて い る。 し

た が っ て 、 そ の と き に は 日本 だ けで3,000億 円 、

約10万 台 以 上 の ロボ ッ トが稼 動 す る こと に な ろ

う。

ま た 、昭 和65年 度(1990年 度)に お いて は、 世

界 全 体 の ロ ボ ッ トの 稼 動 金 額 は2兆5,000億 円

(1980年 不 変 価 格 で)、 そ の う ち 日 本 が40%、 ア

メ リカ も40%、 ヨー ロ ッパ が20%で 、 日本 と ア メ

リカ はお の お の1兆 円 の ロ ボ ッ トが稼 動 す る こ と

に な ろ う。 したが って 、単 価 が あ ま り変 わ らな い

とす れ ば、30万 台 以上 の ロ ボ ッ トが 稼動 す る こと

に な る と推 定 され てい る。

先 述 の よ うに 、1980年 代 に お い て はセ ンサ ー ・

ロ ボ ッ トが 、1990年 代 にお い て は知 能 ロ ボ ッ トが

出現 す る と いわ れ て い るが 、知 能 ロ ボ ッ トが 出 現

す る条 件 と い う もの は なか な か む ず か しい。

セ ンサ ー に関 す る技 術 あ るい はそ の プ レイバ ッ

ク技 術 は発 達 す るで あ ろ うが 、 先 ほ どの よ うな学

習 あ るい は推 論 機 能 を持 つ と い う こ とは 、現 在 の

技 術 を も って して は予 想 しに くい。 した が って 、

現 実 問 題 と して は1980年 代 に お いて は知 能 ロボ ッ

トの割 合 よ り も固定 シー ケ ンス ・ロ ボ ッ トあ るい

は可 変 シ ー ケ ンス ・ロボ ッ トと か プ レイバ ック ・

ロ ボ ッ トの 量 が 多 く、 知 能 ロ ボ ッ トの比 率 はせ い

ぜ い15%程 度 に お さま る の で は な い か と思 わ れ

る。 しか し、1990年 代 に なれ ば、知 能 ロ ボ ッ トも

発 達 して お そ らく25%程 度 の シ ェア は 占 め る の で

は ない か 。



●図1.産 業用 ロボ ットの生産台数

●表1.知 能 ロボ ットに必要な要素技術

」ー 項 目 現 状 目 標

アクチ。エーSii川 蝉 置化

自由度の増大

高 トルク

センサー

メカニズム

センサー

走行メカニズム
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高精度
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|
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視覚(次 元)
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(動物体認識)

(ハー ド)

障 害物 高 さ30cm以 下

な し

な し

±5eptm

2～6

2次 元

∴単階調

なし

なし

i50～200W/kg

3

1×10-3W/kg・(nt

－ 体 化 ㌃
.

ぺ(広 範囲ジ }

角虫覚(;得 り覚)

(点 ・面接角虫)

(カ)

(材質判断)

制 御 分散制御

専用高速CPU

な し

1/25mm2

、,な し

CPU2一 数個

現在のロボットでは複雑な動作
'が人間

の動作速度の1AO,汎 用

マイクロプロセッサー

4足 走行 階段昇降(速 度は人間の1/2)

あ り

あ り

±2μm

球面アクチュエータの開発により

①指=5自 由度(2球 面モー タ)×3本

②腕=7自 由度(3球 面モータ)×2本

③足=7自 由度(3球 面モー タ)×4本

の協調が可能 となる

3次 元

256階 調、8色 、.b。

あ り

自動焦 点 小型 即 応 機構

(10倍 レ ンジ,16ms以 下)

広 域000m範 囲)一 ・re狭 域Omオ ー ダ)

までG段 階
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20×20ポ イ ン ト/er
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5種 類程 度

loomaで4階 層以上

実時間化するため旧債 の高速化 を目指す

4則 演算能力lMFLOPS以 上i

[蹴 鷲駕 蕪による薪の/
出所:「 日経 メ カ トロ ニ ク ス 」81.9.16号
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3
すすむ日本語情報処理システム

必要不可になりつつある日本語の処理

日本語情報処理 システムとは

一 般 に 「情報 処 理 」 と は
、数 値 情 報 を中 心 と し

た デ ー タ処 理 の こ とで あ る 、 この 場 合 の デ ー タと

は数 字 、 アル フ ァベ ッ トそ れ に 日本 に おい て は片

仮 名 が含 まれ る 。 これ に対 し、 「日本 語 情 報 処 理」

と は漢字 と平仮 名 と く に漢字 の入 出力 、 処 理 を含

め た コ ン ピュ ー タ に よ る処 理 シ ス テ ムで あ る。

日本語 情 報処 理 の なか に漢 字 を取 り込 み たい と

い うニ ー ズ は、 日本 に コ ン ピュ ー タが 導 入 され た

時 か ら潜在 的 に あ っ た とい え る。 しか し、 日本 語

情 報 処理 が実 際 に試 み られ る の は 、昭 和40年 代 の

は じめ で あ る。

当 時 の 日本語 情 報 処 理 シス テ ム は現 在 の もの と

異 な り、一 部 の メ ー カ ー とユ ーザ ー が共 同 で特殊

な用 途 に使 用 す る専 用 シス テ ム と して開 発 した も

の が多 か っ た。

現 在 の ような 汎用 コ ン ピュ ー タに 、標 準 装 備 さ

れ て い る 日本 語 情 報 処 理 シ ス テ ム が実 現 した の

は、昭 和53年 の こ とで あ る。 す な わ ち 、 こ の年 の

5月 に 、 漢 字 処 理 機 能 付 き の オ フ ィ ス ・コ ン

ピュ ー タが登 場 し、以 来 日本語 情 報 処 理 シス テ ム

は大 企 業 の み な らず 、中 小 企業 の 間 に も急 速 に普

及 しだ した。

と ころで 、現 在 の 日本 語 情 報処 理 の適 用 分 野 は

多岐 にわ た っ てい る。 まず 業種 ま たは業 務 の面 か

らみ る と、① 新 聞 ・通 信 ・出 版 ・印刷 業 に お け る

編集 ・印刷 ・記 事原 稿 集 配 信 そ の 他情 報 提 供 サ ー

ビス業 務 。② 官 庁 ・地 方 自治 体 に お け る法令 、議

事録 、文献 な ど行 政 情 報検 索 、社 会 保 険 、各 種 免 許 、

文献 作 成 、住 民 情 報 の管 理 業 務 。 ③ 一 般企 業 に お

け る販 売 、在 庫 、 人 事管 理 資 料 の 作 成 。④ そ の他

医療 機 関 、学 校 、研 究所 ・図 書 館 、な どあ らゆ る

分 野 に わ たっ て い る。

日本 語 情 報 処 理 は、 現 在 で は オ フ ィス ・コ ン

ピ ュー タ 、パ ー ソナ ル ・コ ンピ ュ ー タへ と広 が り

情 報 処理 機能 の必 須 条 件 で あ る と と も に、 標準 的

機 能 とな りつ つ あ る。 そ して 、 こ の機 能 が 専用 機

と して登 場 した の が 日本 語 ワー ドプ ロ セ ッサ ー で

あ る。
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今 や 日本語 情報 処 理 機 能 は、 コ ン ピュ ー タ と し

て の基 本 機能 とな りつ つ あ る。

工技院 のRIPSの 例

今 後 、 日本 語情 報 処 理機 能 は さ らに 日本 語 情 報

検 索 、 日本語 文書 自動 抄 録 な ど レベ ル ア ップ をは

か っ て い く。 日本 語 の構 造 分析 、意 味解 析 な どの

人工 知 能 技 術 の 開発 、 さ ら に は、 自動 翻 訳 シ ス テ

ム や 日本 語 に よ る プ ロ グ ラ ミン グ、CAIシ ス テ

ム な どの 新 しい シス テ ムの 実 現 へ とめ ざま しい技

術 開 発 が な さ れ 、 コ ン ピュ ー タ の 新 しい ア プ リ

ケ ー シ ョンが 開 け る ことが 期 待 され て い る 。 こ う

して 、 日本 語 情 報 処理 の広 範 な分 野 へ の拡 大 は今

広 が りつ つ あ るオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンと不

可 分 の 関係 に な りつ つ あ る 。

こ こで 、通 産 省 工業 技 術 院の 筑 波 研 究 セ ン ター

の 共 同利 用 シ ス テ ムで あ る研 究 情 報 処 理 シス テ ム

RIPSの 、機 械 翻 訳 シス テ ム の概 要 を紹 介 して お

こ う。

機 械翻 訳 は 、 日本 語 情報 処 理 の重 要 な テー マ で

あ る。こ こで 行 わ れ て い る英 和 翻 訳 プ ログ ラム は、

科 学 技術 文 献 の表 題 程 度 の英 文 を翻 訳 す る もの で

あ り、 そ の一 つ が文 献 速報 シス テ ム で あ る。 これ

は市 販 文 献 デ ー タ の中 の論 文 の表 題 や研 究 者 個 人

で 収 録 した 論 文 の 表 題 を英 語 か ら 日本 語 に翻 訳

し、 その 結 果 を他 の デ ー タ と と もに デ ー タベ ース

に格 納 し、 検 索 サ ー ビス を行 う もの で あ る。 ま た

も う一 つ は、 検 索結 果 の翻 訳 で あ る。 これ は英 語

の論 文 の デ ー タベ ー ス を検 索 し、検 索 した論 文 の

表題 を その 場 で 翻 訳 す る も ので あ る。

この英 和 翻 訳 プ ロ グラ ム は、本 来 の翻 訳 以 外 に、

分 野別 の辞 書 を作 成 す る の に も使 用 で き る。 今後

の 方 向 と して は 、翻訳 対 象 の英 文 の 範 囲 を拡張 し

た プ ロ グ ラム の利 用 に よ り、 英 文 テ キ ス ト ・エ

デ ィター と和 文 テキ ス ト ・エ デ ィタ ー を結 びつ け

た利 用 や 、英 語 以 外 の 外 国 語 に対 す る利 用 拡 大 が

予 定 され て い る 。

日本 語 情 報処 理 技 術 の 進 展 は、 コ ン ピュ ー タの

利 用 領 域 を拡 大 して い く うえ に、不 可 欠 な も ので

あ る。
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●図1.通 産省工業技術院筑波研究センターの共同利用システム研究情報

システムRlPSの 日本語情報処理コンポーネント関連図
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出所:「 ここ まできた 日本語情 報処理一 機 械翻訳 も実用化

工業技術院σ)RIPS」矢田光治(日 経産業新 聞1982年8月25日)
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4
CAD/CAMシ ステム

コン ピ ュー タ ・グ ラフ ィックスの発 展 ともに

FAとCAD/CAM

CAD/CAMはFA(FactoryAutomation)の

中 で、次 の よ うな4種 類 の機 能 の 中 で も最 も重 要

な位置 を占め る。す な わ ち、CAD/CAM、2番 目 に

NC、3番 目に ロボ ッ ト、4番 目 に トラ ンス フ ァー

(搬送 施 設)で あ る。 これ らの4つ の機 能 を さ ら

に イ ンハ ウス ・オ ン ラ イ ン ・シス テ ムが 支 え る こ

とに よって 、 フ ァ ク トリー ・オー トメー シ ョ ンが

完結 す る。

CAD/CAMはFAの 中 で 、上 の よう な位 置 づ け

が な され る けれ ど も、CADは コ ンピュ ー タ ・グ ラ

フ ィッ クス の発 達 を基 礎 と して い る。 した が っ て

CADの 必 要条件 と して は、 た と え ば切 削 条 件 な ど

の よ うな数 値 的 な デー タ ベ ース が 必 要 で あ り、 そ

れか ら図面 作 成 に際 して 必 要 な モ ジュ ール 化 され

た単 位 図形 の集 積 で あ る デー タベ ー スが 必 要 で あ

り、 そ の よ うな デー タベ ース か ら導 か れ た デザ イ

ン、 図 形 か ら 反 転 し て こ れ が 数 値 化 さ れ 、

た と え ばNCあ る い はMC(MachinningCenter

－ 複 数 の工 作 具 の 集 合)に 対 して必 要 な デ ジ タ

ル 情 報 を提 供 す る と い う よ う な 機 能 が 要 請 さ れ

る。

CAMの 概念 は必 ず しも ま だ現 在 確 定 して は い

な い が、CADに よ って 得 られ た 情 報 が 単 にNC

に伝 わ る だ けで な く、 も う少 し広 い生産 工 程 全 体

に伝 わ る とい う意 味 で 、CAMの 概 念 が成 立 して

い る と考 え られ る。 た と え ば 、 最 も 重 要 な の は

FMS(FlexibleManufacturingSystem)で あ っ

て 、 ロ ッ トの 多 少 にか か わ らず最 も合 理 的 に、最

も コス ト ・パ フ ォ ーマ ンス よ く生 産 す る シ ス テム

と い う意 味 で は、CAD/CAMと の 連 続 性 が重 要

にな る。

システムと人間の問題

と ころ で 、CADに つ い て い え ぱ現 在 ア メ リ カ

が圧 倒的 に発達 して い て、あ『る推定 に よれ ば1981年

度 に お け る世 界 全 体 のCAD/CAMの 設 置 金 額 は

8億 ドル とい わ れ 、 そ の90%は ア メ リカで あ り、

7%が 日本 で あ り、3%が ヨー ロ ッパ に お い て設
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置 され て い る とい わ れ る 。

これ が1985年 度 にな る と、世 界 全体 で25億 ドル

の設 置 金 額 の う ち、ア メ リカが85%、 日本 が12%、

ヨー ロ ッパ が3%。1990年 度 に お いて は世 界 全 体

で95億 ドル の設 置 金 額 の う ち、 ア メ リカが70%、

日本 が27%、 ヨー ロ ッパ が3%と 推定 され て い る 。

現在 、CAD/CAMが 抱 え て い る問題 と して は、

ひ とつ に は デ ィメ ンシ ョンの 問題 が あ る。現 在 の

CAD/CAMは ほ とん どす べ て が2-D、 す な わ ち

二 次 元 シス テ ム で あ る が 、三 次 元 の デザ イ ン(ソ

リッ ド ・モ デ ル)を 行 うCADお よびCAMが 要

請 され て い る 。 こ れ は、 それ ほ ど簡 単 に解 決 で き

る と は 思 われ な い 。 し たが っ て、CAD/CAMは

技 術 的 に は3デ ィ メ ン シ ョン 問題 が あ る けれ ど

も、 その ほか 価格 で あ る とか 、あ るい は現 在 で は

す べ てが 個 別 シス テ ム で あ っ て汎 用 シス テ ムで は

ない け れ ど も 、 これ が つ い に解 決 され な い問 題 で

あ るの か 、 あ るい はあ る時期 に なれ ば解決 され る

問 題 な の か ど うか 。

な お、 人 間 とCAD/CAMと の 仕事 の分 担 に つ

い て も、 一応 考 え て お く必 要 が あ ろ う。 当 然 どの

よ う な 時 代 に な っ て も、 人 間 の 創 造 性 を コ ン

ピュ ー タ ・シ ステ ム系 に移 す こ とは 、 そ れ が第5

世代 電 算 機 の 世 にな っ て も真 の 意 味 の創 造 性 の 転

化 は行 わ れ な いで あろ う。

CAD/CAMに お い て も、 あ る製 品 の 設 計 製 作

を考 え る とき 、基 本 的 な コ ンセ プ トは人 の 手 に待

つ と思 わ れ る 。 もち ろ ん、 そ の よう な コ ンセ プ ト

の創 造 に、各 種 の デー タベ ー ス に よ る資料 の参 照 、

コ ン ピュ ー タ に よ る予 品 シ ミュ レー シ ョ ン、 コ ン

ピュ ー タ に よ る あ る程 度 の推 論 な ど は当然 に活 用

され よ う。 そ の よ うな 基本 コ ンセ プ トに基 づ く基

本 設 計 その もの は 、相 当 部 分 がCADシ ス テ ム に

依 存 し、 人 との対 話 形 式 で 設 計 が進 め られ る こ と

に な ろ う。

そ して基 本 設 計 か ら後 の段 階 で は、必 要 な モ デ

リ ン グ、 必 要 な数 値 情 報 の 展 開 は ほ と ん どCAD

シ ス テ ム が 行 い 、CAMに 至 っ て は、 大 部 分 が

CADと 連 携 した オ ー トマ テ ィ ック ・シ ス テ ム に

移 る もの と思 わ れ る。



●図1.工 場自動化の構成要素
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構内搬送システム TRANSFERSYSTEM

●図2.国 民1人 当 りのFAシ ステム設置金額
(単位 ドル/人)

出所:「 『競 業新 聞・57年8月23日
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ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ ッ トワーク(LAN)

オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの決 め手

LANの 概念

OA、 い わ ゆ る オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンの

ブ ー ム に伴 って 、 ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー クの 問題

も急 激 に脚 光 を浴 び る よう に な っ た。 そ の ロ ー カ

ル ・ネ ッ トワ ー ク の 目 的 は、 オ フ ィ ス ・オ ー ト

メー シ ョ ンの3種 の 神器 と もい わ れ る オ フ ィス ・

コ ン ピュ ー タ あ る い は マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タ や

フ ァク シ ミリや ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ー な ど、 あ る

構 内、 あ る敷 地 ま た は あ る建 物 内 に あ る それ らの

情 報 機 器 の 能 力 を最 も よ く発 揮 させ るた め に、 こ

れ らをハ イ ス ピー ドの通 信 線 で 連 絡 して 、 あ る い

はデ ー タベ ー ス をつ く り、 あ る い は共 通 の フ ァイ

ル に よ っ て す べ て の 能.力 を生 か そ う と い うの が

OAに 伴 うLAN(ロ ー カル ・エ リア ・ネ ッ トワー

ク)の 目的 と され てい る と ころ で あ ろ う。

現 在 ま でに提 供 、提 唱 され て いる あ る い は商 品

化 さ れ て い る ロー カ ル ・ネ ッ トワー クの形 態 と し

て は 図1の よ うな種 類 が あ る。 図 にみ る よう に、

ス ター型 、 ル ー プ型 、 リ ン グ型 、バ ス型 の4種 類

が 主 な もの で あ る。

これ に さ らに 、各 種 の 情 報 が 入 りま じるの で 、

ど うい うふ う に情 報 が 衝突 した りす るか とか専 門

的 な細 か い問 題 が あ るが 、 そ れ は略 す る こと に し

て 、 ロ ー カ ル ・ネ ッ ト ワー ク に は や は り コ ン

ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク と同 じよ うに3つ の 問題

が あ る。 ひ とつ は 、 ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー ク的 な

機 能 を果 たす た め に は 、現 在 各 種 の メー カ ーが提

唱 して い る よ うな ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー クに よ ら

な くて も、 デ ジ タルPBXを 使 用 して ロー カ ル ・

ネ ッ トワー ク を形 成 す る こと もで き る。

LANを め ぐるい くつかの問題点

デ ジ タ ルPBXは 当然 コ ン ピュ ー タ を内 蔵 し、

蓄 積 機 能 が あ り デ ジ タ ル化 機 能 が あ る だ け で な

く、57年7月 お よび10月 の公 衆 電 気 通信 法 令 改 正

の結 果 、構 内 コ ン ピュ ー タと の接 続 も可能 に な っ

た の で 、 これ に よ って す べ て の電 話 な り フ ァク シ

ミリな りマ イ コ ンな りの 情報 をデ ジ タル化 し統 合

す る こと は不 可 能 で は な い。 した が っ て、 デ ジ タ
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ルPBXに よ る イ ンハ ウ ス ・ネ ッ トワ ー クの 形 成

と、 い わ ゆ る ロー カル ・ネ ッ トワー クに よ る イ ン

ハ ウ ス ・ネ ッ トワー ク の形 成 と 、 ど ち ら が コ ス

ト ・パ フ ォー マ ン スそ の他 の 点 か らい っ て す ぐれ

て い るか とい う問 題 が ひとつ 。

第2に は、PBXは さて お い て 、ロ ー・-Lカル ・ネ ッ

トワー ク を形 成 す る場 合 に 、現 在 発 表 され て い る

もの に よ れ ば、 す べ て非常 なハ イ ス ピー ドの 通 信

回線 を想 定 して い る。 た とえ ば、1Mbit/秒 で 構

内 情 報 を走 らす とか 、8Mbitで あ る とか10Mbit

で あ る と か い う よ うな ことが い わ れ て い る。

と こ ろが 、外 部 通信 回線 との 接続 を考 え る場 合

に、 外 部 通信 回線 は現在 そ の よ うな ハ イス ピー ド

は な くて 、 あ るの は48Kbit/秒 が最 高 で あ る 。将

来 、 い わ ゆ るINSが 日本 で 実 現 す る と して も、

そ の幹 線 に お い て す ら64Kbit/秒 が 大体 の標 準 と

な っ て い る。 そ うす る と 、構 内 回 線 で4Mbitと

か8Mbitと い う よ う なハ イス ピ ー ドで 走 らす シ

ス テ ム と、 外 部 の せ い ぜ い48Kbitな い し64Kbit

を標 準 とす る ス ピー ドと を接 続 す る ため に 、 ど う

して もそ こに は ゲ ー トウェ ー 、 ミニ コ ン を置 い て

ス ピ ー ドの 変換 を しな けれ ば な らな い とい う よ う

な非 常 にむ だ な ことが 起 きる の で は な いか と い う

問題 が第2。

第3の 問 題 は 、PBXに コ ン ピュ ー タ が接 続 で

き る と して も、 そ れ は 内部 的 な 問 題 で あ っ て 、

PBXで あ ろ うと ロ ー カ ル ・ネ ッ トワー クで あ ろ

う と、 そ れ と外 部 の コ ン ピュ ー タ との接 続 を ど う

考 え られ るの か 、 と い う問題 が制 度 的 に残 る。 こ

れ もす べ て が企 業 内 シス テ ム で あれ ば比 較 的 問 題

は 少 な い か も しれ な い が 、 た と え ば あ る ロ ー カ

ル ・ネ ッ トワー クを形 成 して い る の は一 企 業 で あ

り、 そ れ と接 続 し よ うとす る外部 の シス テ ム は別

な 企業 で あ る とい う よう な場 合 、 そ れ が共 同使 用

で あ るか他 人使 用 で あ る か は別 と して 、 そ うい う

場 合 に は個 別認 可 にか か る と い っ て、 相 当 困 難 な

接 続 上 の 制 度 問題 が起 こ る。

この よ う に技 術 的 な問 題 が ふ た つ 、制 度 的 な 問

題 が ひとつ ロ ー カル ・ネ ッ トワー クに お い て は存

在 す る。



● 図1.ロ ーーカル ・ネ ッ トワー クの各 タ イ プ

◎ ・コン ・・一・一 〇 ・各種端末 ・… ン.FAX,・ 一 ・プ・セ。サー ・・他・

●

●

スター型 ループ型 リング型 バス型

●図2.CPBX(デ ジタル電子

交換機)に よるローカル ・ネ ッ ト

ワークとローカル ・ネ ットワー ク 』

同士の接続模型

岱 廿

◎ ・コンビ・一・ □ ・各謙/Z_:外 部・線
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6
光通信技術の進展

電気通信の質的な革命をもたらす

光ファイバー通信の特徴

通 信 は、 か つ て は煙 とか手 旗 信 号 な ど、 人間 の

視覚 に訴 え る こと か ら始 ま った 。

そ の後 、 無線 通 信 技 術 が 発 達 して電 波 に情報 を

乗 せ る こ とが 行 わ れ る よ う に な っ たが 、光 も電 磁

波 で あ る とい う考 え方 か ら(図1)、 光 そ の もの

に情 報 を乗 せ て 送 るた め の い ろ い ろな方 法 が模 索

され た 。

昭 和35年 に純 粋 な光"レ ー ザ ー"が 発 見 され 、

昭和45年 には き わ めて 透 明 度 の高 い(損 失 の 小 さ

い)フ ァ イバ ー ・ケ ー ブル が 世 に出 され て、光 通

信 は に わか に現 実 の もの と な った 。

そ して い まや 同軸 ケ ー ブ ル に替 わ って 、 陸上 お

よび海 底 の伝 送設 備 の主 流 に な るの も遠 い将 来 で

はな くな っ た。

光 フ ァ イバ ー通 信 の特 徴 に は 、次 の 諸 点 が あ げ

られ る。

① 光 フ ァ イバ ー通 信 は、 これ か らの通 信 で あ る
"デ ジ タル通 信"に 最 も適 して い る

。図2の 発 光

部 に通 常 使 わ れ る半 導 体 レーザ ー素 子 は 、応 答速

度 が き わ めて 速 く、入 っ て くる情 報 電 流 に応 じて、

1秒 間 に10億 回 以上 も の レーザ ー光 の強 弱 に変 換

す る こ とが で き る 。 その 意 味 で 従来 の方 式 とは ケ

タはず れ な 高 速 デ ジ タ ル伝 送 が 可 能 で 、電 話 回線

な ら楽 に1万 チ ャ ンネ ル以 上 送 る こ とが で き る。

② フ ァ イバ ー ・ケー ブル は、主 に石 英 ガ ラス を

材 料 に してつ く られ た、髪 の毛 の よ うに細 い線 で 、

その 中 に光 を閉 じこめ て走 らせ るわ け だ が、 従来

の ケー ブル に比 べ て損 失 が きわ め て低 い もの がつ

く られ る よ うに な り、 中継 所 の 間 隔 を数 倍 長 くと

れ る。

③ フ ァ イ バ ー ・ケ ー ブ ル の 主 原 料 で あ る石 英

は、従 来 の ケー ブル材 料 の銅 と異 な り、地 球 上 に

ふ ん だ ん に あ る資 源 の ひ とつ な の で 、経 済 的 で あ

り、 か つ省 資 源 的 で あ る 。

④ フ ァ イバ ー ・ケ ー ブ ル は軽 量 で 曲 げや す い の

で 、工作 ・工 事 がや りや す い 。

⑤ 従 来 の 同軸 ケ ー ブ ルが その 太 さの た め に、1

本 の多 心 ケ ー ブ ル をつ くるの に最 大18心 まで しか
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束 ね る こと が で き なか った が 、 フ ァ イバ ー は きわ

めて 細 い の で 、数 十 ・数百 心 以 上 集 合 す る ことが

で き、1本 の ケ ー ブ ルで 、数 十 万 あ るい は数 百 万

の電 話 チ ャ ン ネル を超 す 、超 大 容 量 伝 送路 が容 易

につ くれ る こ とに な る。

⑥ フ ァイバ ー ・ケー ブ ル は外 部 か らの 電 磁 的 影

響 を受 けな い の で 、電 力/光 複 合 ケ ー ブ ル も可 能

と な る。

ま た同 じ理 由 で フ ァイバ ー相 互 の 漏話 や雷 の 影

響 も な く、 さ らに 、温 度 変化 の影 響 も受 け な いの

で 、高 品 質 な伝 送 が保 証 され る。

光通信の社会に与える影響

この よ う な大 容 量 で高 品 質 な伝 送 設 備 が 、通 信

幹 線 だ け で な く、 官公 庁 、 各産 業 、家 庭 を容易 に

結 ん で ネ ッ トワ ー ク化 され る こ とが予 想 され 、高

度 な情 報 通 信 社 会 の 出現 は決 して夢 で は な くな っ

た とい え る。

この よう に 、広 帯 域 の伝 送 路 が利 用 しやす くな

る結 果 、CATVサ ー ビス産 業 は急 速 に 伸 び る で

あ ろ う。

そ して さ らに 、静 止 画f象 動 画像 が一 般 に製 造

業 、 サ ー ビス業 、教 育 、娯 楽 に、広 くい ろ い ろ な

形 で 利 用 され る よ う にな ろ う。

また 、 ロ ー カ ル ・エ リア ・ネ ッ トワー クの 建 設

が 活 発 にな る結 果 、 コ ン ピュー タは わ れ われ の身

近 な道 具 とな り、 オ フ ィス、 工 場等 の オ ー トメ ー

シ ョンが 急速 に進 展 しよ う。

これ は ま さに 、有 線通 信 の分 野 で の"第2の 革

命"で ある 。

"第1の 革 命"は
、撚線 ケ ー ブル か ら同軸 ケ ー

ブ ル へ の移 行 に よっ て起 こっ た。 しか しこれ は 、

主 と して チ ャ ン ネル数 の 増加 と い う量 的 革 命 を も

た ら した に す ぎ なか っ た。

光 通 信 は 、電 気 通信 の質 的革 命 を も た らす もの

で あ る。

現 在 の主 流 で あ る 「電 話 」 は近 い将 来 完 全 に 陳

腐 化 し、 映像 と デ ー タが電 気 通信 の主 流 と な る こ

と は、 疑 う余 地 が な い。



● 図1.ス ペク トル

●図2.光 通信システム構成

一
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7
衛星通信の可能性

衛星通信実用化の時代

衛星通信の意味

今 日地 上 で の 大 容量 通 信 幹 線 は、主 と して有 線

の"同 軸 ケ ー ブル"と 無 線 の"マ イク ロ ウエ ー ブ"

設 備 で構 成 され て い る。 この う ちマ イク ロ ウエ ー

ブ(波 長 数 セ ンチ メ ー トル ない し数十 セ ンチ メ ー

トルの 電 波)は 、光 と同 様 直 進 す る性 質 を持 っ て

い るの で 、 この 円 い地 球 の 上 で は到達 距 離 が 限 ら

れ て しま う。 つ ま り、 い くら高 い 山 を選 ん で 中継

所 を置 い た と して も、 数 十 キ ロ メー トル ごと に そ

の よ うな 中継 所 を必 要 と し、長 距 離 の伝 送 に は数

多 くの 中継 所 を建 設 しな けれ ば な らな い し、 ま た

海 洋 を越 え る こ と は ほ とん ど不 可能 であ る。

この 問 題 を 一 挙 に 解 決 して く れ た の が 、地 上

36,000キ ロ メ ー トル上 空 に静止 す る 中継 所 、 すな

わ ち"通 信 衛 星"で あ る。

(衛星 を この 高 度 に位 置 させ る と 、衛星 が地 球 を

1.周す る の に要 す る時 間 と 、地 球 自身 が1回 転 自

転 す る時 間 とが 同 じに な り、地 球 か ら見 る と"静

止"し て い る よ う に見 え る わ け で あ る)。

衛 星通 信 の特 徴 は、次 の よ う に考 え られて いる 。

まず 、第1は 経 済 的 な通 信 が可 能 であ る と い う

こ とで あ る。

高度36,000キ ロ メー トル とい うこ とは 、地 球 の

大 きさ と対 比 して 図1の 関係 位 置 と な り、1個 の

衛 星 で 地 球 の1/3を カバ ー で き る こ とが わか る。

つ ま り、3個 の 衛 星 で地 球 上 を すべ てカバ ー し得

る こと に な る。

しか も、 この 分 野 の 技 術 革 新 はめ ざ ま し く、

1965年 に打 ち上 げ られ た イ ン テ ル サ ッ ト1号 で

は、電 話 回 線240回 線(片 方 向)の 容量 で 設 計 寿

命 が1.5年 で あ っ た の に対 し、現 在 の イ ンテル サ ッ

トV号 衛 星 は24,000回 線+テ レ ビ2チ ャネル の 容

量 を持 ち、寿命 も7年 と な っ て い る。したが っ て 、

1回 線 あ た り の コ ス トは 、1号 で は 年 あ た り

23,000ド ル近 く か か っ た の に対 し、V号 で は400

ドル程 度 とな った 。

さ らに近 い 将 来 にお い て 、 スペ ー ス シ ャ トル を

用 い て衛 星 を打 ち上 げ られ る よ うに なる と、 そ の

コス トは飛躍 的 に 下 っ て くる。
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こ う な って くる と、地 球 局 と利 用 者 間 の地 上 回

線 の 方 が む しろ 割 高 と な っ て く る が 、 米 国 の

SBS(サ テ ラ イ ト ・ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム ズ)社

が 行 って い る よう に、利 用 者 の ビル の 屋 上 に ア ン

テナ を置 く方法 で、 この コス トを省 く こと が で き

る。

も う1つ の衛 星 通 信 の コス トの特 徴 は、通 信 す

る2つ の地 球局 間の 距 離 に無 関係 と い う こ とで あ

る。 この こ とは 、距 離 を1つ の フ ァク ター と して

作 られ た地 上 通 信 の料 金 体 系 に新 た な問 題 を投 げ

か け た こ とに な る。

衛星通信の もう1つ の特徴

も う1つ は、多元 接 続 で あ る。

衛星 通信 が地 上 の マ イ ク ロ ウエ ー ブ 通信 と異 な

る も う ひとつ の大 きな特 徴 は、 多 元 接続 が で き る

こ とで あ る 。

す な わ ち 、地 上36,000キ ロ メー トル に置 か れ た

この 中継 所 は 、そ の カバ ーす る範 囲 内 の すべ ての

地球 局 か ら電 波 を受 け る こ とが で き、 そ して 、す

べ て の地 球 局 に向 け て電 波 を送 り返 す の で 、1台

の 中継 器 で多 くの地 球 局 間 の 通 信 を取 り扱 う こ と

が で き る。 これ を多元 接 続 と い うが 、 い わ ば地 上

の マ イ ク ロ ウエ ー ブ は専 用 線 的 で 、他 の通 信 の介

入 を許 さな いが 、衛 星 通 信 は伝 送 と同 時 に多 くの

地 上 局 間 の 交 換 を行 う機 能 を持 って い る こ と に な

る 。

多元 接 続 に は、周 波 数分 割 型 と時 分 割 型 が あ り、

そ れ ぞ れ図2、 図3で 示 す 。

周 波 数 分 割 多 元接 続 で は、A局 、B局 、C局 は

そ れ ぞ れ 上 り リン クの 周 波 数fA、fB、fcで 衛 星 に

送 り、 これ らは衛 星 でFA、FB、Fcの 周 波 数 に変

換 され て下 り リン クに送 り返 され 、 す べ ての 局 で

受 信 さ れ る。

した が っ て、 そ れ ぞれ の 地 球 局 は 必要 な周 波 数

の もの だ け を選 べ ば よ いの で あ る。

時 分 割 多 元 接続 で は 、各 局 は同 じ周 波数 の電 波

を 時 間 的 に ず ら して衛 星 に送 る。 受 信 局 は 、受 信

した す べ ての 局 の信 号 の う ち、 必 要 な タイ ミン グ

の もの だ け を選 択 す れ ば よ い。



静止衛星

地 球

直 看X静」|2,800k而

● 図1.36,000kmの 高 さ

●図2.周 波数分割多元接続

● 通縮
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●図3.時 分割多元接続

● 通縮
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8
ニ ューメデ ィアを支える技術

大切なデータベースからの検索能力

双方向性がカギ

"ニ
ュ ー メ デ ィア"と 称 され る新 しい情 報 メ デ

ィア の一 群 が コ ン ピュ ー タ、 そ して電 気 通 信 技 術

の 先端 分 野 で の結 合 で生 ま れ て き た こ と は間 違 い

の な い と こ ろだ が 、ニ ュー メ デ ィア を支 え てい る

テ ク ノロ ジ ー はま た 、 いわ ば"オ ール ド"あ る い

は"既 存 メデ ィア"と も共通 す る と こ ろ も多 い 。

た とえ ば、電 波(無 線)系 ニ ュー メ デ ィアの 代

表 格 と され る テ レテキ ス ト(文 字 多重 放 送)の 送

出技 術 そ の も の は、 これ 自体 目新 しい も の で は な

く、 ただ この情報 を受 像 機 に映 し出 す手 段 、つ ま

りア ダプ ターが パ ター ン方 式 を採 用 す べ き か 、 あ

る い は コー ド(符 号)化 方 式 を採 用 す べ き か と い

う、伝 送 上 の 手段 に選 択 の 余 地 が あ る だ け で、 む

しろ、 い か な るス タイ ルで 画 面上 に映 し出 すか 、

ま た何 を 、 どの程 度 映 し出 す か とい う、 ソ フ トウ

エ ア技 術 が この場 合 重 要 にな っ て くる。

も とよ り、 送 出画 面 数 に制 限 が付 け られ てい る

テ レテ キ ス トで重 要 な技 術 とは 、 こ の制 限 の 範 囲

の 中 で最 大 の 効果 を 出 す ため の社 会 学 、 あ るい は

心理 学 上 の テ クニ ック を指 した方 が適 切 なの か も

しれ な い。

テ レテキ ス トに ま っ た く新 た な技 術 が 採 用 され

て い な い とい うわ け で はな い が 、 ニ ュ ー メ デ ィア

を支 えて い く技 術 を最 も象徴 的 に活 用 して い るの

は、 ビ デ オ テ ッ ク ス の 名 で 呼 ば れ る こ と の 多 く

な っ た有 線系 の ニ ュ ー メデ ィア で あ ろ う。 わ が 国

の例 で い え ば、 キ ャプ テ ン ・シス テ ムで あ る(図

1)。

い くつ もあ るニ ュ ー メデ ィア の特 質 の 中 で"双

方 向性"、つ ま り検 索 能 力 こそ が こ れ まで の メデ ィ

ア に見 られ な か っ た最 大 の部 分 で あ る とい うな ら

ば 、 こ こ に これ ま での メデ ィア で は出 番 の な か っ

た技 術 を数 多 く見 る こ とが で き る。

い うま で もな く 、検 索 能 力 は利 用 者 か らの デ ー

タを セ ン ター側 の コ ン ピュ ー タ に送 り返 す こと に

よ つ て実 現 され るが 、 そ れ故 に ビデオ テ ッ クス で

最 も大事 な技 術 の 一 つ が セ ンタ ー と利 用者 の 間 を

結 ぶ 回話 網 、 あ る い は交換 ネ ッ トワ ー ク とい う こ
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とに な る。

実 験 の 段階 も踏 まえ て 、世 界 で最 も完成 され た

シス テ ムの一 つ と いわ れ る フラ ンスの 「テ レテル」

ビデ オ テ ック スで は、 図2の よ う な ネ ッ トワー ク

が構 成 され て い る。

ソフ トウエアの重要性

ここで わ か る よ うに 、 この ネ ッ トワー クの 中心

を占 め るのが 交 換 ノー ドで あ り、 これ に 目が けて

サ ー ビス提 供 者 とユ ー ザ ー双 方 か らの デ ー タが飛

び込 ん で く る こと に な っ て い る。 デ ー タ ベ ー スの

管 理 は 、 この ノー ドか らサ ー ビス提 供 者 よ りに位

置 し、 デ ー タの流 れ 、料 金 請 求 な ど の管 理 、そ れ

に デー タベ ース の 中 身 の管 理 な ど を行 っ て い るわ

けで あ る。

そ して交 換 ノ ー ドか ら、X.25プ ロ トコル を用

いて パ ケ ッ ト交換 ネ ッ トワ ー ク を通 し外 部(第 三

者)の デ ー タベ ー ス に ア クセ ス す る こと が で き、

この実 験 で は専 用 線網 で外 部 デ ー タ ベ ー スへ の 接

続 も試 み られ て い る。 第三 者 の デ ー タベ ース へ の

接続 、 い わゆ る"ゲ ー トウ ェイ"の 機 能 が す で に

この段 階 で採 用 され て い る の が大 き な特 徴 で 、 来

た る べ きエ レク トロニ ッ ク ・バ ンキ ングへ の 備 え

と もい え る。

ま た た と え ば、 民 間 企 業 レベ ル で 自社 の ユ ー

ザ ー 向 け に ビデオ テ ッ クス の ソ フ トウエ ア、 ハ ー

ドウエ ア を提 供 して い る英 国IBMの 結 合 で も、

自社 内 デー タベ ー ス 、プ レステ ル 、外 部 デ ー タベ ー

スへ と三段 階 の ア クセ ス を考 慮 して い る。

わ が国 の ビデオ テ ッ クス 、 キ ャ プ テ ン ・シス テ

ム で注 目 され るの が伝 送 技 術 で あ る。 こ こで採 用

され て い る 「パ ター ン方式 」 は 、図 形 の 表 現 能 力

に富 む、 ユ ーザ ー端 末 の単 純 化 が はか れ るな どの

特 徴 を もつが 、採 用 に 当 た って の 最 大 の 理 由 が漢

字 の表 示 に あ り、 この点 か らも わが 国 特 有 の シス

テ ム とい え る。

ち なみ に諸 外 国 で用 い られ て い る伝 送 形 態 は す

べ て コー ド方 式 で あ る 。 こ の た め、 世 界統 一標 準

規 格 の段 階 に至 っ た場 合 の最 大 の ポ イ ン トは伝 送

方 式 にな る と予想 され て い る。
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9
ソフ トウエア主役の時代

情報処理コス トの変化にみる

移り変わる主役の座

ソフ トウエ ア主 役 の 時 代 と い わ れ る。 情 報処 理

シス テ ムに お け る ソ フ トウエ ア の比 重 が ます ます

増 大 し、 そ の重 要 性 が 一 段 と高 ま っ て い る こ とを

指 し、ハ ー ドウエ アか ら ソ フ トウ エ ア に主 役 の座

が 移 りつ つ あ る 。情 報 処 理 シス テ ム の 中 に 占 める

ソ フ トウエ ア の コス トは、70・一－SO%に も達 す る と

い う見 方 が あ る く らい で あ る。 この た め 、今 後 ま

す ます ソ フ トウエ ア を充 実 させ る と と もに 、 その

コ ス トを 低 減 させ る こ と が 重 要 で あ る と い わ れ

る。

それ らの 主 役 の座 の移 行 を、 い くつ か の統 計 的

な指標 か らな が め て み よ う。

表1に み る よ う に、必 ず しも ソ フ トウエ ア だ け

で はな くコ ン ピ ュー タ ・タイ ムの 販 売 な ど も含 ん

で い るわ け で あ るが 、 わ が 国 の情 報 処 理 サ ー ビス

業 の売 上 げ の推 移 をみ れ ば、1976年 か ら1980年 の

5年 間 で 、平 均16.9%の 高 い伸 び を示 して い る こ

とが わか る。

これ に対 してハ ー ドウエ ア の伸 び を み れ ば、表

2に 示 す よ うに 、汎 用 コ ン ピ ュー タの年 間 納 入販

売 金額 の伸 び率 は 、上 と同 じく1976年 か ら1980年

を とれ ば 、 年 率 平 均5.8%に す ぎ ず 、 ま た後 に 述

べ る表3と 整 合 性 を 合 わ せ る た め 、1973年 か ら

1977年 に 至 る年 率 平 均 の 伸 び率 をみ れ ば、8.4%

とな っ て い る。

い ず れ に して も、ソ フ トウエ ア の伸 び率 は、ハ ー

ドウエ アの 伸 び率 の2倍 な い し3倍 を示 して い る

と い う ことが で き る。 これ を もっ て して も、最 近

で は ソフ トウエ ア ・サ ー ビス の伸 び率 が、 ハ ー ド

ウエ アの販 売 金 額 の 伸 び率 よ り も大 き い こ とが わ

か る。

したが っ て 、 こ の面 か ら は明 らか に ソフ トウエ

アあ るい は ソ フ トウエ ア ・サ ー ビス が主 役 の 時 代

にな って い る とい うこ と が い え るの で あ る。

表3は 、 わ が 国 の コ ンピ ュ ー タ ・ユ ーザ ーの1

年 間 に 占め る 情 報 シス テ ムの 総 支 出 金 額 の推 定 を

示 した もの で あ る。 これ で 明 らか な よ うに 、1973

年度 に おい て は全 コ ン ピュ ー タ ・ユ ーザ ー が情 報
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処 理 に 関 して 支 出 す る経 費 は 推 定9,40C億 円 で

あ って 、 そ の う ちハ ー ドウエ ア の支 出 の 占 め る金

額 は3,660億 円 で あ り、 割 合 と して み れ ば38.9%

と な って い る 。

これ に対 して 、1977年 度 に至 っ て は、 わ が 国全

コ ンピ ュー タ ・ユ ーザ ーの 全情 報処 理 経 費 の 支 出

は2兆270億 円 と推 定 され 、 そ の う ちハ ー ドウエ

ア の 占 め る比 率 は6,750億 円、33.3%で あ る。 し

たが って 、1973年 度 に おい て はハ ー ドウエ ア の全

経 費 に対 して 占 め る割 合 は2.6分 の1で あ っ た の

が 、1977年 度 に お い て は それ が3分 の1に 減 っ て

い る と い う こ とが 明 らか で あ る。

この点 か らみ て も、 ソ フ トウエ ア が徐 々 に情 報

処 理 コス トの 中 の 主 役 に な っ て き て い る こ と が

はっ き りす る。

ソフ トウエアは人の費用

な お 、図1は 、汎 用 機 のハ ー ドウエ アの型 別 単

価 が どの よ うに変 化 して い る か と い う こ と を年 度

別 に み た もの で あ る が 、ハ ー ドウエ アの 単 価 と い

うもの は こ こ10年 を通 じて保 ち合 い か あ る いは む

しろ下 が りぎみ で あ る 。

この間 の 物 価 の 上 昇 を考 え るな らば 、明 らか に

ハ ー ドウエ ア は年 々安 くな っ てい る。

特 に そ の性 能 の 向 上 を考 え れ ば、 ハ ー ドウエ ア

の価格 は き わ め て安 くな っ て い る と い う こと が い

え る。 これ は素 子 の単 価 の激 減 と か、 その他 い ろ

い ろ な傍 証 を もっ て も証 明 す る こと がで き る。

こ れ に対 して 、 ソフ トウエ ア の経 費 の 中 で 主 な

もの は人 間 にか か わ る費 用 であ るの で 、 この 面 か

ら も ソフ トウエ アの コス トは年 々 高 くな る わ け で

あ るが 、ハ ー ドウエ ア の コス トは年 々低 くな る 、

あ るい は少 な くと も保 ち合 い で あ る とい うこ と が

い え る。

したが って 、以 上 の4つ の面 か らの分析 を総 合

して も、 コ ン ピュ ー タ に関 して はハ ー ドウエ ア の

時代 か ら、急 速 に ソフ トウエ アが主 役 の時 代 、 あ

る い は ソ フ トウ エ ア ・サ ー ビ ス の 主 役 の 時 代 に

移 って き て い る と い う こと が明 確 に証 明 で き るの

で あ る。
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10
知識情報処理システム

これか らの コンピ ュータ開発の課題

知識情報処理とは

知 識情 報 処 理 と い う言 葉 は、 か な り新 しい 言葉

で あ る。新 しい が故 に 、 これ を概 念 的 に 明確 な形

で わか りや す く説 明 す る の はむ ず か しい が 、 「知

識 に基 づ い て推 論 し、 問題 解 決 を行 う こ と」 とい

うのが 一 応 の定 義 で あ る。

知 識 とい うの は、今 ま で人 間 の知 能 の み の世 界

の言 葉 で あ った が 、 これ を コ ン ピュ ー タの世 界 で

実 現 させ よ う とい うの が新 しい試 み で あ る。 図1

に知識 処 理 シス テム を支 え る技 術 を示 す 。

以下 に、 知 識 情 報 処 理機 能 を もつ コ ン ピ ュー タ

の 実現 と い う観 点 か ら,い くつ か の トピ ックス を

あ げて み よ う。

まず第1は 、人 工 知 能 と い う分 野 で あ る。 これ

は人 間 と同 じよ うに思 考 や創 造 性 の よ うな知 的 活

動 を行 う知 能 を有 す る プ ロ グ ラ ム を開発 しよ う と

す る研 究 で あ る 。 も ちろ ん 、人 間 と同 じよ う に と

い う レベ ル が 、 現段 階 ま で実 現 され て い る わ け で

はな い。

人工 知 能 の 研 究 は、1950年 代 後 半 か ら着 手 され 、

1960年 に米 国 で 開 発 さ れ たLISPと い う記 号 処

理 言語 を用 い て 、 チ ェス な ど の ゲ ー ム の プ ロ グ ラ

ム、数 学 の定 理 証 明 の プ ロ グ ラム 、物 体 等 の 認 識

プ ロ グ ラム 、言 語 理 解 プ ロ グ ラム な ど の研 究 が す

す んで きた 。最 近 の10年 ほ ど は、 人 間 の もつ 知 識

の扱 いや 、 自然 言語 に よ る質 問 応 答 な どの問 題 が

主 と して 研 究 され 、 人工 知 能 の 応 用 技 法 と して各

種 の実 用 シス テ ムが 開発 され て い る。

1つ の 典 型 的 な例 は、知 識 工 学 と呼 ばれ て い る

分 野 で あ る。 知 識 工 学 で は、 専 門分 野 を選 び 、 そ

こで の専 門 家 の 知 識 を組 織 的 に整 理 ・蓄 積 し、 う

ま く利 用 で き る よ う にす る よ うな エ キ スパ ー ト ・

シス テ ム の 開発 実 験 が行 われ て い る。 これ らの 代

表 的 な もの を表1に 示 す 。

これ らの シス テ ム は い ずれ も 「自然 語 に よ る会

話 能 力 、 関連 す る知 識 の管 理 能 力 、知 識 を も と に

自 ら問題 を解 く こと に よ る助 言 能 力」 の基 本 的 機

能 を ある程 度 もっ て お り、人 工 知 能実 現 へ の着 実

な足 ど り をす す め て い る 。

デー タフロー型 アーキテ クチ ュア

トピ ックス の第2の 分 野 は 、 ソ フ トウエ ア学 あ

るい は ソ フ トウエ ア基 礎 論 が あ る。

ま す ます 複 雑 化肥 大 化 す る傾 向 の ソ フ トウエ ア

作成 に 関 わ る問 題 を、工学 と して整 理 、体 系 化 し、

その理 論 的 基 礎 を強化 させ る基 礎論 と の結 びつ き

に よ って 、 その 品 質 を向上 させ 生 産性 を あ げ る た

めの手 法 ・理 論 と して確 立 させ よ う とい う も ので

あ る。

知 識 情 報 処 理 に大 き く関係 す る もの と して は 、㌧

プロ グ ラ ムの 正 し さを保 証 す るた め の理 論 、 プ ロ

グ ラム の 「意 味 」 を確 定 す る ため の理 論 、 プロ グ

ラム を 「仕 様 」 か ら自動 的 に合成 す る研 究 な ど が

行 わ れ て い る。

第3の 分 野 が 、 コ ン ピュ ー タ ・ア ー キ テ クチ ュ

ア面 で の新 しい方式 の研 究 で あ る。

そ の 中心 と な るの は、知 識 処 理 に適 した並 列処

理 を超 高速 に行 う デー タフ ロ ー型 アー キ テ クチ ュ

アで あ る 。

デ ー タフ ロ ーの概 念 は 、計 算過 程 を制 御 中心 で

は な く、 デ ー タの 流 れ に沿 っ て素 直 に記述 し、 そ

れ をハ ー ドウ エ ア的 に実 現 しよ う とす るも の で あ

る。 構 成 法 か らすれ ば、 ノイ マ ン型 と はま った く

違 っ た方式 に な る。

この よ うな新 じい方式 の コ ン ピュ ー タ ・ア ー キ

テク チ ュ アの 実現 を可 能 と し、知 識 に基 づ く推 論

を行 うよ うな 複 雑 な処 理(ソ フ トウエ ア)の ハ ー

ドウエ ア化 を可 能 にす る の は 、 超LSI技 術 の 急

速 な進 歩 で あ る。

これ ま で述 べ た よう な各 種 の 技術 ・理 論 を大 胆

に統 合 、体 系 化 し知識 情 報 処 理 シス テ ム と して実

現 す る コ ン ピュ ー タを 、 わ が 国 は世 界 に先 駆 け て

開発 し よ う と い う の が 、"第5世 代 コ ン ピュ ー タ

研 究 開発 プ ロ ジェ ク ト"で あ る 。 これ は3年 間 の

検 討 を経 て、1982年4月 か ら 「新 世 代 コ ン ピュ ー

タ技 術 開 発 機 構」 が発 足 し、10年 間 を要 す る長 期

プ ロ ジ ェ ク トと して 研 究 開 発 が す す め ら れ て い

る。

92



●図1.知 識情報処理システムを支える技術
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● 表1.代 表的 な エ キス パ ー ト・シ ステ ム
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日本の情報化指標

●情報処理要員と教育
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飛躍する日本の情報化
過 去 ・現 在 ・未 来

高度情報化社会実現への課題



●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

1
情報化格差の指標をさぐる

むずかしい国際比較

国際比較の例

わ れ わ れ が指 向 す る情 報 化 社 会 は、 多様 な ネ ッ

トワー クの形 成 と とも に情 報 流 通 が 進 み 、高 度 な

利 用 が可 能 と な って 国民 生 活 や 産業 活 動 が豊 か に

な る こ とが理 想 で あ ろ う。 その ため に、 どの よう

に情 報化 社 会 の形成 が進 行 したか 、 その状 況 を正

確 に把握 し、多 くの人 々が 理 解 で き る共通 の指 標

が 必 要 とな る 。

しか しな が ら、 国 な りあ る地 域 な りの 情報 化 の

程 度 を何 を もっ て表 わ す か と い うの は、 簡 単 な こ

と で はな い 。

たと えば、情報 化 を表 わす指 標 と して テ レ ビとか

雑 誌 、 本 な ど の国 民 に対 す る提 供 量 を ビ ッ トに換

算 して表 す や り方 が あ る。 この 方 法 は も ちろ ん重

要 で あ る が 、 テ レ ビ と い う映 像 の 単 位 当 た りの

ビ ッ ト量 が非 常 に巨大 な た め、 情 報 化 指 標 の 計算

に テ レビを入 れ、 出版 、 そ の他 を入 れ て 単 に ビ ッ

ト換 算 す る と 、90数%は テ レビが 占 めて しま う こ

と にな る 。

この よ うに 、情 報化 の程 度 を表 す とい うの は、

何 が 真実 で何 が感 覚 的 に そ ぐうか の 判 定 が む ず か

しい。 こ こで は も う少 し狭 い意 味 で 、 コ ン ピ ュー

タ ラ イズ さ れ た情 報化 を と りあ げ る。

この場 合 、 コ ン ピュ ー タ のハ ー ドウエ アの装 備

率 あ るい は実 動 金 額 と か 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る情

報 サ ー ビス の売 上 金額 な ど を考 え る のが 早道 で あ

ろ う。

日本 は比 較 的 統 計 が完 備 して い る が、 外 国 で は

必 ず しもそ うで は ない 。 したが って 、 日本 の統 計

と、 欧米 に お け る調査 会 社 に よ る実 態 調 査 とい わ

れ る もの を勘 案 して比 較 す る方 法 を採 用 せ ざ るを

得 な い 。

この場 合 、 日本 の公 の調 査 と欧 米 の調 査 を比 べ

てみ る時 、年 度 が 同 じで な けれ ば な らな いわ けだ

が 、 わ か って い るの は1978年 度 の数 字 だ けで ある

(表1)。

①1978年 度 に お け る国 民1人 当 た りの ハ ー ド

ウエ ア設 置 金 額 日本 は133ド ル、 ア メ リ カに

お い て は223ド ル 、 ヨー ロ ッパ16カ 国 の平 均 で91

96

ドル とい う数 字 に な って い る 。

②1980年 度 に お け る 国 民1人 当 た りの 情 報

サ ー ビス の額 日本 に お け る国民1人 当 た りの

情 報 サ ー ビス は28.7ド ル 、 ア メ リ カ に お い て は

45.9ド ル 、EC諸 国 に お い て は 、21.7ド ル で 、 日

本 とEC諸 国 と は近 似 す る が 、 ア メ リ カ が 大 き

く他 の 国 よ り先 ん じて い る とい う こと が で き る 。

な お、 こ こでい う情 報 サ ー ビ ス の]人 当 た りの 金

額 は、情 報 処理 サ ー ビス と ソ フ トウエ ア ・プ ロ ダ

ク ツと情 報 提供 サ ー ビス の3つ の分 野 の金 額 を合

計 して い る。

そ こで 、最 も情 報 化 格 差 を示 す も の と い われ る

情 報提 供 サ 〒 ビス 、 あ る い は デ ー タベ ー ス ・サ ー

ビスに つ い ての 国民1人 当 た りの金 額 を示 して お

こ う(表2)。

OECDの 数字

と こ ろで 、わ が 国 の情 報 産 業 は 、他 国 と比 較 し

て どの よ うな特徴 を もっ て い る の だ ろ うか 。 さ ら

に 今後 ど の よ うな 対 策 が と られ る べ き か に つ い

て 、ま だ 本格 的 な統 計 分 析 が行 わ れ て い な い 。 そ

こで 、OECD(国 際 経 済 協 力 機 構)が 行 っ た興

味 あ る デー タが あ る の で紹 介 して お き た い 。

OECDで は、情 報 産 業 を第4セ ク タ ー と呼 び、

そ の国 際 比較 を試 み て い る 。こ こ で は情 報 産 業 を、

第1次 情 報部 門(市 場 で売 買 され る分)と 第2次

情 報 部 門(企 業 内 費分)と に 区 分 し、 前 者 を第4

セ ク タ ー と して 国民 経 済 計 算 の 対 象 に して い る。

OECDの 定 義 に よ る と 、ハ ー ドウ エ ア 製 造 関 連

は含 まれ て いな い 。

表3に 第4セ ク ター 要 素 費 用 の対GNP比 を示

す 。

この 比 較 に よれ ば 、 日本 の 国 際 的 位 置 は 、 ヨ ー

ロ ッパ 諸 国 なみ で あ り、 ア メ リカ にか な りの 遅 れ

を とっ て い る(も っ と も数 値 は相 当 古 いが … …)

ことが わか る。

わが 国の情 報 化 の進 展 は著 しい 伸 び を示 して い

る と信 じ られて い る が 、 必 ず しも そ う で は な い こ

と もわ か る。また 、こ う した指 標 と な る 、統 計 デ ー

タの整 備 が望 まれ る と こ ろで あ る。
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2
第2次 通信回線の開放

産業界に大きなインパク トを与える

公衆電気通信法の改正

コ ン ピュ ー タ利 用 の 多 様 化 と高 度 化 に と も な

い 、通 信 回線 の利 用 制 度 に対 す る 自由 化 の要 請 が

高 ま っ て き た。 これ を受 けて 、政 府 は行 政簡 素 化

の 一 括 法 に含 め て 、昭 和57年7月 公 衆 電 気 通 信

法 の改 正 を国 会 に提 出 し、承 認 とな っ た。 この 法

改 正 に もとづ き、 郵 政省 は省 令 に よっ て回 線 利 用

制 度 を10月23日 大 幅 に開放 した。

回 線 利 用面 の進 歩 と して は、 デ ー タ処 理 に関 す

る限 り、ほ と ん ど全 て の 点 で 自 由 と な った。ま た、

い わ ゆ る共 同使 用制 限の 中 の 共 同使 用 が 許 され る

業務 範 囲 につ いて も、ユ ーザ ーの希 望 に沿 う こ と

が可 能 な よう に拡 大 され た 。特 に、共 同使 用 と他

人 使 用 に つ い て、 制 限 に異 同 が あ って は な らな い

と い う配 慮 か ら、 回線 使 用 に つ い て、 共 同使 用 で

あ ろ う と他人 使 用 で あ ろ う と も、制 限 の態 様 につ

い て差 は ない とい う考 え方 が ほ ぼ貫 かれ て い る 。

自営 構 内交 換 機(PBX)の 扱 い に つ いて は 、ロー

カル ・エ リア ・ネ ッ トワー クの 利 用 に お いて 問 題

で あ ったPBXと 自営 コ ン ピュ ー タの接 続 も 自由

と な った 。 これ らの改 正 点 は、 ま さ に情報 化 の 上

に大 き く役立 つ進 歩 で あ る と考 え られ る 。しか し、

重要 な点 につ い て 問題 が残 され て い る。1つ は 、

現行 法 制 の も と にお い て 、他 人 の通 信 の 媒 介 、 す

な わ ち 、 メ ッセー ジ交 換 につ いて は 、通 信 の機 密

保 護 か ら制 限 され た。1つ は 、付 加価 値 通 信 事 業

(VAN)に つ い て の 規 制 で あ る。 一 応 、 中 小 企

業 を対 象 とす るVANサ ー ビス が 認 め られ 、 その

運 用 の な か で 中小 企 業 が取 引 きす る相手 と して の

大 企 業 が 加 わ っ て も よ い と い う点 が 含 ま れ て い

る。しか し、そ の手 続 き は届 出制 で はあ る も の の 、

必要 に応 じ、 詳 細 な情 報 の提 供 条件 や修 正 条 件等

が あ っ て 、単 純 な届 出 制 で は な い と ころ に問 題 が

ない で は な い。

lNSの ゆ くえ

いず れ に して も大 局 的 にみ るな らば 、一 方 にお

い てINS構 想(日 本電 信 電 話 公 社 の高 度 情 報 サ ー

ビス ・ネ ッ トワ ー ク構想)が 急 激 に進 展 しよ う と
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す る とき に当 た って 、今 回 の 改正 が や や中 途 半端

な形 に な りか ね な い 恐 れ が あ る。 少 な く と も、

INS構 想 を早 急 に進 展 させ よ う と す る な ら ば、

今 回 の 改正 を含 めて法 体 系 を全 般 的 に見 直 す必 要

が あ る こ とは再 言 を要 しな い。

ま た 、中 小 企 業VAN法 に とど ま らず 、一 般 的

なVAN法 を新 しく考 え る と い って も、 そ もそ も

DDX(55年 登 場 の 新 デ ー タ網 一 公 社 の 行 う

VANで あ る と い っ て よい)が 発 足 当 時 、 民 間 に

お い て も同 じよ うにVANを 許 す な らば、 意 味 は

あ っ た か も しれ な い が 、 コ モ ン キ ャ リア に よ る

VANで あ るDDXが 先 行 して 、 果 た して 民 間 の

VANと い う もの が ど う い う意 味 で成 り立 つ か と

い う こ とに は問題 が あ る。 アメ リカ に お いて は、

民 間 のVANで あ るTELENETと かTYMNET

が 先 行 して 、今 回 よう や く コモ ンキ ャ リア に よ る

ベ ビー ・ベ ル(ア メ リ カ の 独 占 的 通 信 事 業 者

AT&Tの 分 離 別 会 社)のVANが 発 足 す る か ど

うか と い う よ うな状 態 で あ って 、 日本 と は全 く逆

の 態 勢 に あ る。 した が っ て 、VAN法 を考 え る と

い って も、DDX系 の パ ケ ッ ト交 換 網 を基 礎 とす

る付 加 サ ー ビス を 中心 と したVANは 、 恐 ら く日

本 で は むず か しい。本 当 に 自 由 な、 恐 ら くは画 像

中心 のVANと い うも の を考 え な けれ ば 、今 回 の

改正 、 あ るい は次 に考 え られ る新 しい構 想 も実効

を生 ま な いの で は な いか との 懸念 が あ る。

し たが っ て、今 回の いわ ゆ る第2次 回 線 開 放 の

重 要 性 と意 義 は、誰 もが 否 定 しな い と ころ で あ る

が 、実 際 に は法 の妥 当 な範 囲 での 運 用 の 場 を得 な

け れ ば 、一 般ユ ーザ ー が や や過 大 に期 待 した よ う

に 自 由 な ネ ッ トワー クが組 め る わ け で はな い 。

そ して最 も重 要 な点 は、 次 の残 る問 題 に あ る。

現 行 の有 線 電 気通 信 法 、電 波 法 、公 衆 電 気 通 信

法 は通 信 の基 本 法 で あ る が 、 これ ら はす べ て 日本

の被 占領 解 除 直後 、 ま だ コ ン ピュ ー タ もテ レ ビ も

な い 時代 に生 ま れて いる 。現 在 の課 題 に な る点 に

民 間 の活 力 を生 かす 情 報 化 を進 め る た め に も、 い

わゆ るニ ュ ー メデ ィア を民 間 にお い て 、新 しい事

業 機 会 と して生 か す た め に も 、通 信基 本 諸 法 の 整

合 性 ある抜 本 的 見 直 しが強 く要 請 され る。
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●表1.デ ータ通信の利用規制と第2次 回線自由化の波

回線 自由化 をめ ぐる勧告・提言・要望等一覧 と'(発 表 日順)
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これからの情報処理教育

変わりつつある要員教育

情報処理教育の特徴

情報処理教育は、コンピュータ技術の進歩に対

応して、常に変改する特徴をもっている。

また、情報処理教育は単なる知識の付与だけで

はなく、技術の習得を目的としている。さらに、

情報処理領域を超えた幅広い分野にわたっての関

連知識 も教育範囲に入るであろう。

今 日の ような情報化社会 においては、 コン

ピュータ技術者以外の一般社会人、子供、家庭の

主婦を対象とする情報処理教育もまた望まれると

ころである。

わが国の本格的な情報処理教育は昭和30年 代中

頃のコンピュータ ・メーカーによる講習会によっ

て始まった(表1)。 当時、メーカー教育は入門コー

ス、プログラミング ・コースといっ.た講座しかな

く、教材、教育期間、講師等も不十分で教育体制

も整っていなかった。

以後、コンピュータの技術進歩、利用拡大に伴

い、メーカー教育は内容を拡充 し、今日では多く

のユーザーの要望に応えている。

昭和40年 代に入 り、高まる技術者の需要に応え

て電算機学校が登場する。電算機学校は主にプロ

グラマー、オペレーターの養成 を目的とし、実務

にすぐ役立つ知識 ・技術の教育を施 して、多くの

卒業生を世に送 り出した。

技術者不足の現在、電算機学校は技術者の専門

養成機関として貴重な役割を果たしているが、一

方では学校格差が甚しく、教育設備、教育内容等

の改善が要請される。

昭和47年 文部省は「情報処理教育に関する会議」

(主査山内二郎)の 「同会議報告」を受けて、情

報処理教育を全面的に拡大 し、充実を図った。

「同報告」では、情報化社会の進展に対処する

ための学校教育のあり方とその具体策が提案され

ている。それは、①大学院における上級技術者、

教育研究者の養成、②大学学部についてはすでに

実施している理工系学生に対する専門教育に加え

て、一般学生を対象とした情報処理教育の実施、

③ さらに短大、高専、高校ではレベルに応 じ特色
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ある教育を推進すること、等幅広い提案となって

いる。この提案は、積極的な推進の下で着実に成

果をあげ、特に今後中核的役割を果たす大学院、

大学学部の過去5カ 年の設置課程数(図1)、 入

学定員数(図2)に よく表れている。

学校教育は将来、社会に役立つ素材を育成する

重要な任務を担っているだけに、基礎教育として

さらに一層の充実が期待 されるとともに、これま

でのコンピュータ技術教育に加えて関連学科教育

の拡充、創造的な能力を開発するための基礎学力

教育も必要となろう。

変わる企業内情報処理教育

従 来 企 業 内 情報 処 理 教 育 は コ ンピ ュ ー タ部 門 を

対象 にオ ペ レー ター 、 プ ロ グ ラマ ー 、 シ ス テ ム ・

エ ン ジニ ア の育 成 を目的 と して行 わ れ て き た。 そ

れ ぞ れ の 技 術 者 はOJT(OntheJobTraining)

を中 心 に して メー カー講 習 会 へ の 参 加 、外 部 専 門

家 の 指 導 等 を通 じ知識 技 術 を身 につ け職務 遂 行 能

力 を酒 養 して い る 。

しか し、 最 近 のOA化 、 ロー カ ル ・エ リア ・

ネ ッ トワー ク の導入 に よ り、 こ れ ま で縁 の な か っ

た 多種 部 門 の大 量 の事 務 員 が コ ン ピュ ー タ と係 わ

り合 う よう に な り、技 術 者 専 門教 育 と は異 な った

教 育 カ リキ ュ ラ ムの整 備 が 急 が れ る 。

ま た、 コ ン ピュ ー タの高 度 ・効率 利用 を促 進 す

る た めOR、 シ ミュ レー シ ョン手 法 、 あ る い は シ

ス テ ム ・ソ フ トウエ ア工学 と い っ た分 野 の教 育 も

求 め られ て い る。 しか しこれ らの実 施 は、 適切 な

指導 者 の有 無 に よ り左 右 され る 、外 部 専 門 機 関 、

例 え ば上 級 情 報 処 理技 術 者 養成 を目 的 と して 設 立

され た⑱ 日本 情 報 処理 開発 協会 情報 処 理 研 修 セ ン

タ ーの 利用 、 あ るい は大学 公 開 講座 へ の参 加 も考

え るべ きで あ る 。

企 業 内 情 報 処 理 教 育 は、OJTが 主 体 だ け に教

育 効 果 の評 価 が 難 しい。 この た め通 商 産 業 省 は、

昭和44年 度 よ り実施 して い る情 報 処 理 技 術 者 試験

認 定 制 度(表2)に 技 術 者 の 能 力 につ い て3っ の

レベ ル を設 け 、客 観 的 な 評価 の尺 度 を示 して い る 。

この 制 度 の積 極 的 活 用 が望 まれ る。
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纐i 事 項
　

昭和 コンピュータ世代 情報処理教育の動き コンピュータ利用状況

i35年
:

)

第 二 世 代 (誕生期) 単独業務への利用
《

》 コン ピュー タ ・メーカー教育の始まり ●オ斗学童術§十算i

●事務計算(データ処理,統 計処理){

40年 第 三 世 代 (成長期) 産業分野での利用拡×;

45年

50年

55年

第三・五世代

第 四 世 代

電算機学校の登場

各種教育策活発化

○上級灘 野赫渚研修ガイドブック開発(通産省)

●情報処理技術者認定試験実施(通産省')

●†静艮処理研修センター開設

●学校の†静隠 里教育基本構想提案

(情報処理教育に関する会議報告)

(安定期)

轍 メーカー,電 算機学校 における教育の拡充

(発展期)

新たな教育ニーズ広がる

●エン ド・ユーザーの教育

●一般社会人教育

■コンピュータ高度利用分野教育

●単独業務の トータル ・システム化

●大規模技徳計算

●通信回線と結合したオンライン・システム化

国民生活と密着 した社会システム分野への活用が進む

(医療,教 育,交 通,環 境等)

個人 家庭への普及

(パーソナル・コンピュータ,ター ミナル開発)

分散処理システム,デ ータベース利用システムの活発

化

OA化 の進展

● 図1.大 学院 ・大学における情報関係課程 ・学科

(数理工学,管 理工学等を含む)設置推移

x 050}0015D

0

3

6555

[コ 大学院
49

[コ 大 学
(の (32)

＼
(36)(44) 80

＼ ＼
(了D (64) 135

●図2.大 学院 ・大学における情報関係課程 ・学科

(数理工学,管 理工学等を含む)入学定員数推移

x 0},0002 ,0003,0004,000

50

53

56

〔コ 大学院
1,8|1

[コ 大 学

1
(237)(|,574)

≒
＼

(382)(2,249)
1

2,631

4,597＼
(907) (3,690)

●表2.通 商産業省情報処理技術者試験の区分と対象および水準
情報処理技術者試験は,下 表に示すように特種情報処理技術渚 試験,第1種B報 処理技術者試験乃び第2i重情報

処理技1ホ渚 試験の3つ に区分 して行います。

試験の区分 試 験 の 対 象 及 び 水 準

情報処理技術者の うち,情報処理システムの分析,設 計に主として従事する者 を対象とする。大学卒業程度の一般常識を有し,(

3年 程度以上の実務を経験 し,そ れぞれの専門分野と電子計算機 についでの知識を有 し,情 轍 挺里システムの分析 と設計をi

行い得る者を想定して試験が行われます。;
..]

…

情報処理技術者のうち,情報処理システムの分析,設計に主として従事する者を対象とする。大学卒業程度の一般常識を有し,

る者を対象 とする。大学卒業程度の一般常識を有 し,3年 程度以上のプログラミング経験を有するシニア ・プログラマーをi

想定 して試験が行われます。i

第2種 情報処 情報処理技術者のうち,プログラム設計書に基づ くプログラムの作成に主 として従事する者を対象 とする。高等学校卒業程度

理技術者試験 の一般 常識を有 し,1年 程度以上のプログラ ミング経験を有する一－eaプログラマーを想定して試験が行われ ます。
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●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

4
コン ピ ュー タ犯 罪

情報化社会の広がりの反映か

大衆化を裏付ける伊藤素子事件

1981年9月 に発 覚 した三 和 銀 行 の い わ ゆ る伊 藤

素 子 事件 は、わ が 国 の コ ン ピュ ー タ犯 罪 の歴 史 上

画 期 的 な事 件 とな った 。共 犯 者 が い て犯 罪 作 業 の

分 業 をは か り、 そ して 自 らは銀 行 の客 の1人 と し

て現 金 を入 手 す る な どの 点 で 、 そ れ ま で の コ ン

ピ ュー タ犯 罪 に は み られ な い 新 しい 要 素 が あ っ

た。

わ が 国 での コ ン ピュ ー タ犯 罪 の 第1号 と い われ

る、リー ダー ズ ・ダ イ ジ ェス ト事 件(71年2月)が 、

購 読 者 リス トの収 め られ た磁 気 テー プそ の もの を

盗 む とい う 「盗 取」 で あ り、 これ を第1段 階 と い

う とす る な らば、他 人 の キ ャ ッ シュ カー ドを盗 ん

で現 金 を 引 き下 ろ す(た と え ば74年12月 の三 菱 銀

行 事 件)の は、 い か な る形 に しろ コ ン ピュ ー タ を

欺 い た こ とに な り、広 い分 類 で は 「悪 用 」 に な っ

て 第2段 階 と いえ る。 そ して、伊 藤素 子 事 件 が 続

くわ けだ が、 第3段 階 の特 徴 を も っ と露 に したの

が 、 オ ペ レー ター を だ ま して3,000万 円 を振 り込

ませ て しま っ た平 和相 互 銀 行 事 件(81年10月)で

あ る。 この事 件 は 、銀 行 内部 に は犯行 者 が存 在 し

なか った 。

伊 藤素 子 事 件 は、 この ほ か に も画 期 的 な部 分 を

含 ん で い た。1っ は、 コ ン ピュ ー タ犯 罪 と は何 の

関 係 もな い行 動 で 新 聞 の 社 会 面 にた び た び登 場

し、結 果 と して この事 件 が き わ めて 大 衆 的 な も の

に な った ことで あ り、ま た テ クニ ッ クか らい えば 、

か な り幼 稚 な もの で あ るに もか か わ らず 、 そ の行

動 が 詳 し く報 道 され た点 も、 き わ め て異 色 で あ っ

た。

この事 件 は 、然 るべ き場 所 に い さ えす れ ば 、 こ

の程 度 の こと を実 行 す るの はい と も簡 単 な こ とで

あ る こ と を、世 間 に教 え て くれ たの だ。

こ こで 明 らか に な っ てい る よ うに 、 コ ン ピュ ー

タ犯 罪 は、 そ の手 口が 単純 で幼 稚 で あ ろ う と、 ま

た複 雑 で 高度 で あ ろ う と、 被害 額 が急 激 にふ く ら

む と い う1っ の特 質 を は らん で い る 。米 国 連 邦捜

査 局(FBI)の 調 べ で は、1980年 度 に起 き た各 種

の銀 行 強 盗 の 被 害 額 の平 均 は、1件 当 た り3,200
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ドル で あ った 。 ま た、 内部 の 人 間 に よる横 領 事 件

の場 合 は、1件 当 た り23,500ド ル とい うの が平 均

だ っ た。 これ に対 し、 コン ピュ ー タ を利用 した盗

取 、 悪 用 の平 均 被 害額 は50万 ドル に もの ぼ っ た と

い う。

コ ン ピ ュー タを利用(悪 用)し な い時 と比 べ て 、

文 字 通 りケ タ外 れ の被 害 額 で あ る。1ケ タ上 の強

盗 あ る い は横 領 を狙 う時 と違 っ て、 コ ン ピュ ー タ

犯 罪 は金額 を増 や す ことが い と も簡 単 に行 え る と

い う こ とで あ る。

"物理的破壊"か ら知能犯 まで

と こ ろで 「コ ン ピュ ー タ犯 罪 」 の定 義 は 、 わが

国 で は、 ま だ定 ま って い な いの が 現状 で あ る 。 ど

こか ら ど こま で を、 この枠 の 中 に当 て は め るべ き

か は実 にむ ず か しい 。仮 に コ ン ピ ュー タが な くて

も、 そ の 事件 は起 きた で あ ろ う。 つ ま り、 そ こに

た ま た ま コ ン ピュ ー タが あ っ た だ けの場 合 で も、

この 中 に含 む べ きか ど うか な ど論 議 は尽 きな い。

しか し1つ の提 言 と して 、 コン ピュ ー タ犯 罪 研 究

家 と して 有 名 なSRIイ ン ター ナ シ ョナ ル の ド

ン ・パ ー カー氏 の 試 み に よ る 「被 害 者 が何 らか の

損 害 を こ うむ り、 加害 者 が何 らかの 利 益 を得 る よ

う な、 コ ン ピュ ー タに 関連 した意 図 的 、 お よび悪

意 を も った行 為」 とい う枠 組 み は大 い に参考 に な

る だ ろ う。

こ の枠 の はめ 方 で い え ば 、 前 記 の 「盗 用 」、 そ

して 「悪 用 」、 さ ら に コ ン ピュ ー タそ の も の に対

す る物 理 的破 壊行 為 まで が 、 コ ン ピュ ー タ犯 罪 の

主 だ っ た現 象 と い う こ とが で き る。

コ ン ピュー タ犯 罪 を いか に して防 い で い くか に

つ い ての研 究 、 そ して具 体 的 な対 応 策 の 進 展 は、

こ こ数 年 間 目覚 しい 。 しか し交 通 事 故 の 例 で もわ

か る よ う に、 コ ンピ ュー タの普 及 が な けれ ば、 こ

こま で犯 罪 の例 が増 え な か っ た と い う指 摘 も正 し

い 。

コ ン ピュー タの普 及 を肯 定 せ ざる を得 な い とす

れ ば 、 いわ ゆる コン ピ ュー タの 大衆 化 を前 提 と し

た 幅広 い セキ ュ リテ ィ策 が 講 じられ な け れ ば な ら

な くな っ て く る。



●表1.わ が国の主 なコンピ ュータ犯罪
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●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

5
マイクロエレク トロニクスの雇用に与える影響

新しい失業問題を生み出すか

楽観論 と悲観論

マ イク ロエ レク トロ ニ ク ス(ME)の 雇 用 に与

え る影 響 につ い て は 、国 際機 関 は じめ各 国 か ら多

くの報 告 が 出 て い る。ME導 入 を め ぐる 経 済 的

背景 か ら、 悲観 論 と導 入 の必 要 性 を認 め る議論 も

含 め た楽 観論 の両 極 に分 か れ て い る の が特 徴 で あ

る。

日本 は どち らか と い う と、楽 観 派 に属 して い る

とい える だ ろ う 。

81年 に発 表 され た経 済 協 力 開 発 機 構(OECD)

レポ ー トをみ る と 、 ア メ リカ 、 カ ナ ダ 、 フ ラ ンス

な どが楽 観 的立 場 を と るの に対 し、ス ウ ェ ー デ ン、

ノル ウェ ー 、フ ィ ン ラ ン ドの 北 欧 諸 国 や西 ドイ ツ、

イタ リア な どが 悲 観 論 的立 場 を と って い る。

悲 観論 は 、MEの 技術 革 新 が 急 速 で あ り、広 範

囲 に及 ん で い る こ とや 、 その 国 の 経 済 的基 礎 条 件

(フ ァ ンダ メ ン タ ル ズ)が 弱 い こ と を前提 に論 議

を進 め て い て 、 国 際労 働 機 構(ILO)の レポ ー ト

(『マ イ ク ロエ レ ク トロ ニ クス の 衝 撃』、1980年)

で紹 介 さ れ て い るC・ ジ ェ ンキ ンズ とB・ シャ ー

マ ンの論 文 は 「英 国 は93年 ま で に380万 人 、2003

年 ま で に520万 人 の雇 用 が 減 少 す る」 と予 想 して

お り、英 国 に は類 似 の見 解 が 多 い 。西 ドイ ツの ジ ー

メ ンス社 は 、 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンに関 し

て、 「1990年 ま で に オ フ ィス労 働 の40%が な く な

り、2百 万 人 が失 業 す る」 との予 想 を発 表 して い

る(78年)。 ま た フ ラ ンス に は、 有 名 な ノ ラ ・マ

ンク報告(78年)が あ る。

楽 観 論 は、 「技 術 革 新 は経 済 成 長 の源 泉 」 と い

う考 え方 をす る も の で、OECDカ ナ ダ報 告(81年)

は 、 「資 本 蓄 積 と経 済 成 長 が 可 能 な らば 、永 続 的

な技 術 的失 業 は避 け られ る」 と論 じて い る。 ま た

英 国雇 用 省 は79年 に 、国 際 競争 力確 保 の立 場 か ら

議 論 を進 め た報 告 を発 表 、 「技 術 革 新 は、長 い 目

で み ると生 産 高 と雇 用 の 両 方 に プ ラス の効 果 を も

っ」 と悲 観 論 を批 判 した。

米 国 に は 、情 報 経 済 化 に伴 う雇 用 の増 大 に着 眼

点 を置 い た議 論 が 多 くあ り、楽 観 派 の旗 頭 で あ る

とい える だ ろ う 。
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この ほ か公 表 され て い る も の と して 、欧 州 共 同

体 委 員 会 の報 告(79、80年)、 ロ ーマ ク ラ ブ の 報

告(79年)な どが あ る 。

労働組合の対応

労働組合の側の取 り組みも積極的である。いち

早くこの問題の研究に着手 したのは、国際金属労

連(IMF)で 、78年 に 「90年代に予想 される大

量の失業が労働運動に深刻な挑戦となる」と指摘、

81年 の世界大会では、「従来にもました労働組合

の政策参加」 を訴えた。国際自由労連(ICFTU)

も同様の考え方を示 している。

英国の労働組合会議(TUC)は 、協約交渉に

向けていくつかの原則を打ち出しており、北欧労

働組合評議会(NFS)も 「コンピュータ問題 に

関する労組活動のガイ ドライン」(79年)を 発表

している。

日本の労働組合も81年頃から関心を深め、総評

が82年夏、「MEの 導入で労働の実態が変化 しつ

つあり、従来あった中小企業の雇用吸収力は小さ

くなる。そして、事前協議制の確立など技術革新

のコン トロールが必要だ」という内容の報告を発

表 した。

これと時期 を同 じくして労働省が、MEの 雇

用に及ぼす影響について調査報告を公表 した。

報告は、「現在影響は必ずしも大きな問題 とは

なっていない」 としなが らも、「今後輸出環境の

悪化等により成長率鈍化が懸念される一方、ME

化は進展する」と予想、「ME化 の影響を受ける

産業や中小企業、中高年齢層の雇用に影響が出る」

として 「技術革新への適応を高めるため労働者の

能力開発の促進を図る必要がある」と提言してい

る。

かつ て 産 業 革命 期 に 、紡績 機 械 が ラ ダ ィ ト運 動

に よる破 壊 の 対 象 に な っ た こ とが あ る 。マ イ ク ロ

エ レク トロ ニ ク ス と い う現 代 の 技 術 革 新 の産 物

も、社 会 生 活 に同 じよ うな衝 撃 度 を持 つ が、 現 在

雇用 に与 え る影 響 へ の 各 国 の政 策 的対 応 は ま だ端

緒 に つ い た ば か りであ り、政 府 に と って も労 組 に

と って も、今 後 の 大 き な課 題 と して残 され て い る 。
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●表1.ロ ボ ッ ト導入にともな う関係従業員の減少状況

減少率(導 入前人数一導入後人数)/導 入前人数
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出所:「マイクロエレク トロニクスの雇用に及ぼす影響について(中間報告)」

マイクロエレク トロニクスの雇用に及ぼす影響に関する調査研究委員会

●表2.マ イクロエ レク トロニクス化の具体例

①機械のエレクトロニクス化 ②機械 とエレク トロニクスとの有機的結合

エレクトロニクスによるメカニカル機構の置換 エレク トロニクスによる

制御機能の付加

メカニカル情報処理

機 構の全醐 嵩奥

メカニカル掃1御機構の部分

的置換
人の作業に代替 人の判断に代替

情報機器におけるエレ

クトロニクスと有機的

に結合したメカニズム ミ

計測 システムにおけるエ

レク トロニクスと有機的
/㌦に結合 した

メカニズム
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電 卓
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ゆ
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電子楽器

電子式交換機

射出成型機

包装機械

電子 ミシン

電子カメラ

電子モータ

NC工 作機械

自動柄出編機

工業用ミシン

自動車(ア ンチスキ ッ

ド,自動変速機

警報装置)

産親 日オミット;イ ヒ 分 機

溶接ロボッ ト1航 空機自動操縦
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介誕 ポ・川 ・イ・ン付・ア・ン
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CAD/CAM

自動キズ検査装置

超音波 自動探傷装置

ME機 器t.・tt;t

CTス キャナー

超音波診断装置

生化学自動分析装置

出所:「マイクロエレク トロニクスの雇用に及ぼす影響について(中間報告)」マイクロエレクトロニクスの雇用に及ぼす影響調査研究会

◎対象:東 証一部上場企業427社(昭 和57年8月)

● 図1.

出所:・「昭和56年度職業別労働力実態調

査結果概要」

一大企業本社におけるオフィス・

オー トメーションと雇用の実態一

労働省職業安定局(57年8月)

事務処理機器別導入割合の推移

◎対象:東 京,大阪 名古屋の上場

企業中企業規模1,000人

以上の企業898社

(㌶

::

::

::

・・/

10

'〆47・2(オ フィス ・コ ン ピュー タ)

,42.1(ワ ー ド プ ロ セ ッ サ ー)

36・覧
プ …三籾 マイクロフィ呉 テム,
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●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

6
情報化と南北問題

情報の中身を問題にLだ した第3世 界

急進展のネッ トワーク建設

発展 途 上 国 の情 報 化 は、 広 くコ ミュニ ケー シ ョ

ン政策 を考 え る 時 の ル ー ツ にな る 。経 済 、 社 会 、

文 化 、 そ して政 治 の各 分 野 を発 展 させて い くた め

に各種 の メ デ ィア を いか に して 活用 して い くか を

考 え、 そ れ に応 じて社 会 制 度 の整 備 を はか って い

く。伝 統 的 な科 学 技 術 に初 期 の 頃 か らか か わ って

い たわ けで はな い だ け に 、現 代 の最 新技 術 へ の 取

り組 み 方 は先進 諸 国以 上 に直 接 的 な 場合 が多 い。

情 報 化 の ため の い ろ い ろ な側 面 を、大 き くハ ー

ドウエ ア と ソ フ トウエ ア の2つ か らと らえ て み る

と、前 者 は まず 国 内 の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ネ ッ

トワー ク の 整 備 が 発 展 途 上 国 に と っ て 急 務 で あ

る。 イ ン ドネ シ アが 、経 済 的 に は大 胆 とい え る 国

内通 信 衛 星 を い ち早 く打 ち上 げ たの はそ の例 で あ

り、 ま た ア ラ ブ産 油 国諸 国 の 国 内通 信網 建設 計画

は、 さな が ら世 界 の 最 新 技術 の見 本 市 会 場 の よ う

な風景 を描 き 出 して い る。 国連 が 、1983年 を世界

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン年 に制 定 した の に も、 発 展途

上 国 に お け る重 要 な イ ン フ ラス トラクチ ャー 建設

に、理 解 の 目 を 向 け させ よ う との願 いが 込 め られ

て い る。

一 方 ソ フ トウエ ア につ い て は、 途上 国の 間 に国

内 コ ミュニ ケ ー シ ョン体 制 の 整 備 だ け で は 、 目標

は達 せ られ な い の で は な いか との 声 が高 ま っ て い

る 。た とえ ば 、コ ンピ ュー タ本体 の生 産 能 力 に も、

米 国 を代 表 とす る西側 先 進 国へ の 偏 り とい う面 が

あ るが 、そ れ以 上 に深 刻 なの が情 報 、つ ま り コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンの 中身 が 先進 諸 国 に握 られ て しま っ

て い る と す る主 張 で あ る。通 信 ネ ッ トワー クが完

成 して も こ の中 を走 る情 報 は北 の 国 々 に支配 され

て い る と い う い わ ゆ る"情 報植 民 地 主 義"は 、頑

と して存 在 して い る と い うの で あ る。

グローバ ル なコ ミュニケ ー シ ョン政 策 を

そ れ 故 に、世 界 的 な視 点 を も って コ ミュニ ケ ー

シ ョン政 策 を論 ず べ し、 と発 展 途 上 国 は先 進 諸 国

に圧 力 をか けて き た。 この 、 い わ ゆる"新 国際 情

報 秩 序"は 、1981年 に 日本 語 版 も刊行 され た"マ
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ク ブ ラ イ ド報 告"(正 式 に は 国連 教 育科 学 文 化 機

構=ユ ネス コ=コ ミュニ ケ ー シ ョン問 題研 究 国 際

委 員 会 報 告)に よ っ て、 一躍 論 議 の対 象 に の ぼ っ

て き た。

こ の報 告 の 結論 は 「コ ミュニ ケ ー シ ョン は権 力

の手 段 に も革 命 の武 器 に も な り得 る し、商 品 に も

教育 の手 段 に もな り得 る」と い う点 に求 め られ る 。

情報 が外 国人 に支配 さ れ て い る こ とを考 え る と 、

情報 の 自立 が な けれ ば 、経 済 、文 化 、 そ して政 治

の 自立 は あ り得 な い 、 とも主 張 して い る と解 釈 す

る こと が で き る。

情報 と は 、 コ ン ピュ ー タ と通 信 技術 を駆 使 して

ア クセ ス し、引 き出 す デ ー タベ ース の こと を指 し

て い る。 先進 国の デ ー タベ ー ス に あま りに依 存 す

る こ と は、 い き おい そ の 国 の 自主 性 の 弱体 化 に つ

なが る。

しか しこれ は 、い わ ゆ る"ノ ラ ・マ ン ク ・レポ ー

ト"で も強 く主張 さ れ た声 で あ り、 フ ラ ン ス と い

う先 進 工 業 国 も抱 え る テ ーマ で あ る 。第 三 世 界 独

自の悩 み で は ない 。

情 報 の流 れ の 中 で第 三 世 界 の悩 み を くっ き りと

映 し出 す の は 、ニ ュー ス の流 れで あ る。 マ クブ ラ

イ ド報告 に よ れ ば、世 界 の国 際 ニ ュー ス の9割 が

ロ イ ター(英)、AFP(仏)、AP、UPI(い ず れ

も米)の 四大 通 信社 の手 で供 給 され て い る 。当 然 、

この ニ ュ ー ス は"西 側(あ るい は北 側)の 眼"を

通 して流 され る。

この結 果 、 南 の ニ ュ ース が 国 際 的 な価 値 を もつ

の はセ ンセ ー シ ョナ ル な もの ばか り、 と報 告 は非

難 し、 ま と も な南 北 間 の対 話 の 場 を提 供 して い な

い とす るの で あ る。

こ う した議 論 に、 わ が 国 が ど う い う立 場 か ら参

加 して い くべ きか 、 と い う視 点 は残 念 な が ら まだ

な い 。 しか しこの論 議 は、 情 報 とは何 か 、 と い う

意 味深 い テ ーマ へ の入 り口 で あ り、 ま た国 境 を越

え た デ ー タ ・フ ロ ー(TDF)と い う、 つ か み ど

こ ろの な い テ ーマ へ の容 易 な切 り口 と もな っ て く

る。

そ して わ が 国が 、 果 た して北 なの か 南 な の か と

も考 え させ て くれ る。



●表1.世 界の国際通信社

1通 信 社 配賦 加 入 者 数

1新 聞 社:1,320
AP

108放 送 局:3,400(米国)
、

'民 間:1
,000

u 8 　

ぽ

新 聞 社:7,079
UPl ,

92国 外:2,246

(米国)
緬 信社:36㌧ .

」」 」ひ

　AFP

l52
新 聞 社:12,000

(フラ ンス) 通信社:69
∨

ロ イ ター
147

新聞社:6,5GO

(英国) 放送局:400
}』 … 〉 プ 　 　

i・ ・,。
(ソ連)

加入者:13,000

写真加入者:200

国 外:325

DPA78 国 外:144

(西独)・ フィル ム加 入者:55
一8

サ

ANSA

(イ タ リア)
69㌧600

ぺ、_己 二r　 ■ 永

EFE

(スペイ ン)
32㌧734

～

…
三 ⑤〉鼠1ヒ c〔

通 信社:33

i共 同通信 外 国通 信社:40

37(日本) 国内新聞社:64

放送局:59

準加盟袖 川4
=

タンユグ

(ユ ー ゴ)・
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lPS

通信社:19

(‡㌘ チンり36新 ・社・….
　只

MENA、 ,通 信 社:|3(ニ ュ ー ス25

; (エ ジプ ト)…i声 信社:2熔 真)

特派員:通 信員

駐 在 国 数

62海 外支局

8晦 外支局

配信原稿量

(1日 分)

1,700万 語

167内 国

108海 外 支 局

i53カ 国

社員数 特 派 員 数

559

川00万 語

写 真:200葉

335万 語

写真:50葉

t50rr語

1,823

1,990

578

特 派 員:17i

通 信 員:1,200

2,000
特派員:350

通信員:800

iIOカ 国

40支 局

AA…

80カ 国

フ ィル ム:37ヵ 国
ll万5,000語

二「

69支 局 30万語

52ヵ 国

匹 幣「

、50万 語
で ピP

560 61

37支 局

46カ 国

800

568

105

日本語;22万 字

英語:3万5,000ge.

545

1,900

特派員:47

通信員295

|23

7万S,OOO-12万 語

写 真:40-50葉
896 46

50カ 国 10万語 390

35カ 国

}8万5,000語

フ ィル ム:200本

写 真:200葉

500

44

1噛　 ]

35i

出所:ユ ネス コ資料
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7
国境を越えたデータの流出入

新しい国際摩擦の形態TDF

プライバ シーをテコに した欧州型対応

コン ピ ュー タ技 術 と電 気 通 信 技術 の発 達 、 そ し

て その 統 合 は広 が り を1つ の 国 の 中 に と ど め な

い 。外 国の デー タベ ース に い と も簡 単 に ア クセ ス

で き、 そ こ に蓄 積 され た 情 報 で も容 易 に引 き出 す

こ とが で き る よ うに な る。

技 術 は本 来 国 境 を意 識 しな い 。情 報 も 同様 で あ

る。 何 らか の障 害 が生 ず る とす れ ば、 そ れ は人 為

的 な もの で あ る。

だ か ら国 境 を越 え た デ ー タ ・フ ロー(TDF)

とい うこ とが論 議 の対 象 に な る こ と 自体 、 人 為 的

な障害 が設 定 されつ つ あ る こと の証 左 で あ る とい

え る。 ま た 、そ れ だ け簡 単 に情 報 が国 境 を越 え つ

つ あ る こ とに 対 す る 、裏 返 しの 現 象 で も あ る。

TDFを め ぐ る動 き と は、 国 境 を情 報 が越 え て い

くこ とそ の もの に対 す る論 議 、 さ らに 直接 的 に は

何 らかの 規 制 を加 えて い こ うとす る動 きで あ り、

ま た この規 制 に対 す る反撃 も含 む 。

た と え ば、米 国 を中 心 とす る巨 大 多 国籍 企 業 が

自 らの用 途 の た め に 、大 量 の デ ー タ を外 国 との 間

に移 動 さ せ、あ る い は情報 処 理 サ ー ビス の た め に 、

デー タを移 動 させ る こ と に よ って何 が 問題 と な る

の だ ろ うか。

TDFを め ぐ って 、 最 大 の 論 点 を構 成 して い る

の は プ ラ イバ シー問 題 で あ る 。 自国民 の プ ライバ

シー を含 ん だ デ ー タが 国 境 を越 え て他 の 国 へ移 動

した場 合 、 と くに プ ラ イバ シー保 護 の 水 準 の低 い

国 へ と移 動 した場 合 、大 き な不利 益 が生 じる。 こ

の た め に 、TDFを 規 制 す べ きで あ る と い うの が

こ こで の主 張 で あ る。 と りわ け これ は 欧州 と米 国

の間 で の論 点 で あ る。

経 済 協 力 開 発 機 構(OECD)は 、 他 の 国 際 機

構 に 先駆 してTDFの 重 要 性 に着 目 し、1980年9

月 に"ガ イ ドラ イ ン"を 決 定 、各 加 盟 国 に対 し 自

由 な デ ー タ流 通 と プラ イバ シー の保 護 を求 め る勧

告 を行 った。 しか し、 これ は個 人 デ ー タ の み につ

いて の論 議 の域 を出 て お らず、 非個 人 デ ー タ の プ

ラ イバ シー につ い て は、今 後 の 展 開 を待 た な けれ

ば な ら ない 。
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次 の論 点 は、 国 内 の情 報 産 業 の 振 興 とい う観 点

か ら出 て くる。 つ ま り外 国 の コ ンピ ュ ー タ を自 由

に使 用 す る こ と、 お よび外 国 の デ ー タベ ース に 自

由 に ア クセ スす る こ と に よ って 、 自 国 に持 つ べ き

この 種 の産 業 が 育 成 で きな い とい う主 張 で あ る。

本 質 的 に は 、モ ノの 貿 易 の 場 合 の輸 入 に対 す る反

対 論 と同一 だ が、 実 際 に は国 際 情 報 ネ ッ トワ ー ク

を通 して情 報 が移 動 す る だ けで あ るの で 、実 態 が

つ か み切 れ な い の が ネ ック と な って い る 。

国内の体質強化の要因も大きい

さ ら に コ ン ピュ ー タ社 会 の もつ 脆 弱 性 もTDF

の重 要論 点 と な って く る。外 国 の コ ンピ ュー タ能

力 へ の依 存 は その 国 の 体 質 を弱 くす る、 つ ま り外

国の 手 に よ っ て、 その 国 の 中枢 が握 られ て しま う

こ とへ の懸 念 で あ る。 この ため に コ ン ピュー タそ

の も の、 そ して デ ー タベ ー ス につ い て も、 ア クセ

ス を一 定 レベ ル で 規 制 す べ き と い う考 え方 で あ

る 。 これ は、 国家 安 全 保 障 の 論 議 へ と広 が っ て い

く ことが 多 い 。

これ につ い て は 、先 進 国 と同 様 に発展 途上 国か

らの 関心 も強 く、 情報 処 理 サ ー ビス のみ な らず 、

ハ ー ドウエ アの 輸 出 、 ニ ュ ー ス取 材 も含 め て世 界

市 場 を独 占す る米 国 を中心 と した 、西 側 先進 国 へ

の 反 発 と な っ て表 出 して い るケ ー ス が多 い。

TDFは 、 欧州 と米 国 の 間 で の 論 議 と い う側 面

も強 い し、米 国 に対 しての 発 展 途上 国 か らの 動 き

と い う側面 も強 い 。

そ して これ は、 コ ン ピュ ー タの情 報 処 理能 力 を

め ぐる先 進 国 間 の 論議 で あ る と 同時 に、 南北 問題

の 様相 も濃 いわ けで あ る 。

TDFを 論 じる 際 に、 最 も重 要 と な っ て く る の

は、 ど ん な情 報 、 デ ー タを 出 す べ き か 、入 る を制

す べ きか 、 とい う国 内 の コ ンセ ンサ ス で あ り、 こ

れ はそ の国 の 情 報 政 策 の根 底 が確 立 して い な けれ

ば得 る こと はで き な い。

ま た情報 が 国境 を越 え る こ と、 つ ま り情 報 の貿

易 を め ぐ っ て ど う い う形 で 国 際 調 整 が 可 能 な の

か 、 モ ノ をめ ぐっ て の制 度 と同 じで よい の か と い

う問 い か け も重 要 で あ る 。



●表1.い くつかのTDF規 制例

主要な問題

通信網の利用制限:

専用線利用に関する

制限。

国 名ii障 壁 を設 ける理 由 障 壁 の 適 例 貿易に対する影響

通信網の利用制限:

iデ ータ処理 データ

1ペ ースサービス企業

iに 対する専用線の相

互接続の制限。

非個人データの流通

に関する制限。

日本

EC

日本

198e年12月26日,

日本では制限策

が自由化された

が,本 問題はな

お,今 後もあり

うる問題として

残っている。

EC

ト

!従 量制公衆網のトラヒッ
1:クを増加させ電気通信

事業体の収入増加をは

かる。

○自国のデータ処理 ・

了データベース会社の育

成 。
♂

O公 衆データ通信網の

利用促進。

O従 量制をとる公衆網

月26日, に接続させることによ
L

制限策 る電気通信事業体の収

入の増大。

O国 内のデータ処理

デ]タ ベース会社の育

成。

O国 内のデータベース,

データ処理サービス企

業の育成。

○国内企業に対 し.市

場での競争上の利益の
`

提供。

専用線利用を抑制または阻止する種1
}

種 の政策並びに行政的措置。

データ処理 データベース会社に対

し国外 では1ヵ 国1コ ンピュータ ・

システムにしか接続を認められない

専用線の利用条件。

○大口データ通信利用者の費用の増

大。経済的に引き合わない,デ ータ

通信の現行料金。

O多 くの場合,質 的に不十分な公衆

通信網設備並びにそれが原因 となっ

て起 こる通信効率の低下。

iO専 用線利用が制限された場合の,

データ通信における進歩の減速化並

びに既存の数多いデータ通信 システ

ムの利用後退。

データ処理機能が国

:内 で遂行 されること

を条件づけた政策。

ヨーロッパの数 ヵ国ではデータ保護

法案 を検討中であるが,と りわけフ

ランスは熱 心である。データ保護法

は,天 然資源開発計画,政 策運営並

びに政策予算 政府所有または政府

関連の企業 経済指標に関連した情

報の流通を制限するものである。

…

1'"="同 上l

i

i同 上

ブラジル

,

1

未成熟なデー タ処理サ

ー ビス産業の保護。

i麺 のデータ職 業
'の 育 成

。

∫

Oブ ラジルの情報政策では,デ ータ

通信 システムの国際接続は政府の許

可を受けなければならないことにな

っている。

○データ接続要求の審査に対する原

則的考え方は白)ブラジル労働市場の

保護。② 国内企業運営の保護。

○許可を受けたデータ接続は全て,

3年 ごとに再審査が図られる。

西 ドイツ

カナダ ○国内のデータ処理産

業の育成。

O国 民の雇用促進。

1982年,1・AlN施 行。西 ドイツ国内、

でのデータ処理がデータの国外伝送

に先立つこととする措置。

O利 用の費用増大。

○多 くの場合,質 的に不十分な公衆

通信網設備並びにそれが原因 となっ

て起こる通信効率の低下。

O外 国企業に対するサービスの回線

を含めた総合販売の魁 δ

O多 国籍企業が外国で操業す る場合{

に必要な情報を獲得することに影響.

がある。i
ト

○外国のデータベース,デ ータ処理{

サ.一ビス企eet:対する販売機会の制i

眠i

1情 報税

(付加価値税)

〔

イギリス

o外 国企業がブラジルにサービス提

供 を行 う機会の制限。'

oブ ラジルのデータ処理 ソフ トウエ

アの実施能力の増大に伴い,ブ ラジ

ル醐 が国際データ揃 売に対 し要求

拒否するケースが増加することが予

測される。l

O利 用者にとっての費用増大。

ブラジルのコンピュータ ・サービス

は米国企業にとって高い。

カナダ政府は多国籍企業(TNCS>

に対 し,国 内の業務に関するデータ

処理は国内で行うよう勧告 した。全

てのデータ処理が米国国内で行う方

抱rか わ軌 ・・CS・:
い くつかは園内でデータ処理施設を 二

維持することを強制されていると感

じている。,

○外国のデータ処理サー夢ス企業の

事業機会の制限。

O利 用者の費用±egSC。

O外 国のデータ処理サービス企業の

事業機会の制限。

OEC加 盟国外の国から輸 入される

マイクロフィルム化された書類や出

版物には,全 て4%関 税並びに8%

村方[価値税が課せられるΦ

国内企業の育成手段 として,将 来的

には付加価値税を外国で処理 された

データに課そうとしている。

出所'81米 国USTR報 告 書

109



●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

8
lNSへ の期待

高度情報通信システムを目指して

デ ジタル ・ネ ッ トワー クに統 合

INSと は 、 高 度 情 報 通 信 シ ス テ ム=lnforma-

tionNetworkSystemの 略称 と して 用 い られ て い

る 。 こ のINSを 作 り上 げて い く条 件 の第1が 、

現 在 の電 話 網 を デ ジ タル化 し、 デ ー タ通 信 、 フ ァ

ク シ ミリ通 信 等 、現 在 別 々 に な っ て い る網 をデ ジ

タル ・ネ ッ トワー ク と して統 合 し、1つ の ネ ッ ト

ワー クに す る と い う考 え方 で あ る。

こ うす る こと に よ って 、 電話 と か電 報 ・加 入電

信 、 フ ァ ク シ ミリ、 デ ー タ通 信 、画 像 、移 動 体通

信 な どの あ らゆ る通 信 と関 連 した サ ー ビス を、総

合 的 にか つ経 済 的 に供 給 す る こ とが で き る よ う に

な るとす る。そ して こ こで は、利 用 者 は電 話 、フ ァ

ク シ ミ リ、画像 端末 、 デ ー タ端 末 な ど、 あ らゆ る

端 末機 器 を 自由 に通 信 網 に接 続 で き、 自由 自在 に

情 報 の授 受 が 可 能 に な る と い うの で あ る 。

また 、端 末 機 器 は、 マ イ ク ロ コ ンピ ュー タの進

歩 によ り、 い っそ うの イ ンテ リジ ェ ン ト化 が促 進

され 、単 な る情 報 の伝 達 の み な らず、 学 習 、 自己

啓 発 、娯 楽 、社 会 活 動 と の イ ンタ フ ェ ース な ど の

個 人 生 活 の 充実 の基 本 に な って い く。 さ らに、 各

種 の デ ー タベ ー ス、 画像 情 報 セ ン ター な どが 通信

網 に接 続 さ れ 、利 用 者 は いつ いか な る と ころ で も、

あ ま ね く公 平 に必 要 な情 報 を取 得 で き る よ う に

な って い くと い う。

電 気通 信 と情 報 処 理 が 有機 的 に結 合 され る こ と

に よ って形 成 され る情 報 ・ネ ッ トワー クが 、 これ

か らの 高度 情 報 化 社 会 の 基盤 とな って い く、 とい

う考 え方 がINSの 目指 す もの で あ る 。

これ が 、 わ が 国 でINSと い う もの を は じめ て

提 唱 した電 電 公 社 の 北 原 安定 氏 が 『明 日の 電気 通

信 を考 え る」 とい う本 の 中 で説 明 して い る 、INS

の イ メー ジ で あ る。

より安 く、よ り便利 に 、よ り豊 富 に

INSの 基 本 に な る ネ ッ トワ ー クの 統 合 、 つ ま

り電 話 網 を デ ジ タル 化 し、非 電 話 系 の ネ ッ トワー

ク と同 じ設 備 を共 用 して使 お う と い う、 こ う した

考 え 方 は 、世 界 的 に も考 え られ て い て、 国 際電 気
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通信 連 合(ITU)の 中 で技 術 問題 を扱 う国 際会 議

(CCITT)の 中 で も、デ ジ タル統 合 網(lntegrated

ServicesDigitalNetwOrk・ISDN)と い う名 前 で

以 前 か ら論 議 され 、ISDN標 準化 計画 が進 め られ

て い る。

INSの も う1つ の 条 件 は、 料 金 の遠 近 格 差 を

な く して 、全 国 ほ ぼ均 一 の料 金 で利 用 で き る よ う

にす る こと で あ る。地 域 に よる情 報 格 差 をな く し、

企 業 活動 、社 会 活 動 の 効 率化 に役 立 つ た め に は、

全 国 的 に等 質 な情 報 が いつ だれ で も ど こで も安 い

料金 で利 用 され る よ うに しな けれ ば な ら な い と い

う こと で あ る。

そ の た め に は、 デ ジ タル技 術 をベ ー ス とす る新

しい 方式 を開 発 し、 ネ ッ トワー クの経 済 化 を強 力

にす す め な け れ ばな らな い。 そ れ を解 決 す る と さ

れ る の が 、光 フ ァ イバ ー通 信 方式 と大 容 量 衛 星 通

信方 式 で あ る と され て い る。 この2っ の方 式 は、

距 離 に よっ て伝 送 コ ス トが あ ま り変 わ ら な い の

で 、料 金 の遠 近格 差 問題 を解 決 す る も の と期 待 さ

れ て い る の で あ る。

特 に重 要 な デ ジ タル信 号 の処 理技 術 は 、信 号 の

符号 化 、帯 域 圧 縮 、 交換 、蓄 積 、 メ デ ィア変 換 な

ど を経 済 的 に 実 現 す る も の で 、LSI技 術 と と も

に、 各種 装 置 の経 済 化 に な くて はな らぬ技 術 で あ

る と され て お り、 その研 究 は電 電 公社 で続 け られ

てい る。

LSIは 、 通 信 設 備 の 小 型 化 、 経 済 化 、 信 頼 性

の 向 上 に 大 き く寄 与 す る もの で、 通信 分 野 で は 、

PCM伝 送 方式 の 開発 以 来 このLSI技 術 が導 入 さ

れ 、LSI技 術 の 発 展 と と もに 、交 換 機 の電 子 化 、

デ ジ タル化 な ど 、通 信 分野 に な くて は な らぬ技 術

とな って い る 。

さ らに 、 ネ ッ トワー クを便 利 に使 い こな す ソフ

トウ エ ア技 術 が重 要 で あ り、INSを 支 え る技 術

が次 々 と実現 して い る。

INSが 実 現 して い く過 程 の 中 で 、産 業 や 企 業 、

社 会 生 活 の分 野 で 、新 しい シス テ ムが 可 能 に な っ

て い くだ ろ う し、 そ れ が ま た新 しい産 業 、 社 会 の

高 度 化 を も た ら し、高 度 情 報化 社 会 を形 づ く って

い くと考 え られ る 。
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●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

9
コンピ ュータ社会の脆 弱 性

脆弱部分を含みながらも強靭な体質作り

スウェーデンが先手の論議 を展開

新 しい手段 が世 に出 る ごと に社 会 が脆 くな って

い くの は避 け られ ない 。 た だ社 会 が総 体 と して 脆

くな っ たの か 、部 分 的 に脆 くな っ た に す ぎず 、 総

体 と して はむ しろ強 靱 に な っ た の か を見 極 め るの

は容 易 で はな い 。 この 新 しい手 段 が 、社 会 的 影 響

度 を強 くもて ば もつ ほ ど、社 会 が強 靱 な体 質 を備

えて い くと同 時 に 、少 な くと も部 分 的 に脆 弱 な部

分 を もっ て くる こと は当 然 で あ る 。

その代 表 的例 が 、 コ ン ピュ ー タ社 会 と も い われ

る よ うな コ ン ピ ュー タ、 あ るい はエ レ ク トロニ ク

ス技 術 に大 き く依 存 した現 代 の 社 会 で あ る。 「コ

ン ピュー タ化 社 会 の脆 弱 性」 とい う と らえ方 は諸

外 国、 と りわ けス ウェ ー デ ンな どで の論 議 が よ う

や く持 ち込 まれ て きた と こ ろ だが 、 その ス ウェ ー

デ ン は、同 国 国 防 省 が1977年5月 「コ ン ピュー タ ・

シス テ ムの脆 弱 性 に関 す る委 員 会 」 を設 置 、79年

には報 告書 を ま とめ る に至 っ て い る。 わ が 国 の場

合 、 この 時期 に は依 然 と して情 報 化 社 会 の強 靱 な

部分 が強 調 さ れ る こ とが 多か っ た 。 これ は否定 の

仕様 が な い。1つ に は、情 報 化 の進 展 に よ るい わ

ゆる脱 工 業化 社 会 へ の対 応 が ク ロ ー ズ ア ッ プ され

た こと、 そ して ま た1つ に は 旧来 型 の機 械 工 業 か

ら、情 報"機 器"工 業 へ の シ フ トが省 エ ネル ギ ー

志 向 と相 まっ て進 ん だ こ とが 、 そ の原 因 と して あ

げ られ よ う。

コ ン ピュー タに関 連 した犯 罪 の 多発 、 そ して コ

ンピュ ー タの故 障 に よ る社会 の混 乱 は 、 こ の社 会

の もつ脆 弱性 へ と 目 を向 け させ る要 因 と な って き

た。実 例 が あ が れ ば 、 自ず と見 た くな い部 分 も見

ざる を得 ない 。

そ もそ も 「コ ン ピュ ー タ社 会 の 脆 弱性 」 と は一

応 、「コ ン ピュー タに大 き く依 存 した社 会 の、被 害

を受 けや す い状 態」 を指 す と定 義 づ け る こと が で

きる。 つ ま り、 す で に わ れわ れ が 住 ん で い る この

社 会 の どの部 分 が 、 ど うす れ ば弱 く な って い くの

か 、 を考 え て み る とい うのが 、 こ こで の 意 義 とい

う こと にな る。 そ こか ら自ず と 、対 応 策 も生 ま れ

る。的 確 な策 さ え とる こと が で き れ ば 、 この社 会

112

では強靱さが脆弱性 を上回ることが可能 となろ

う。

集中から生まれる脆弱性

コ ン ピュ ー タ社 会 の もつ脆 弱 性 に は 、外 的要 因

と内 的 要 因 の2つ が 考 え られ る 。外 的 要 因 とは 、

コ ン ピュ ー タその もの へ の攻 撃 に対 して も って い

る脆 さで あ り、内 的 要 因 と は コ ン ピュ ー タ(依 存

社 会)自 らが生 み 出 して い く脆 さで あ る。 世界 で

初 め て、 そ して これ ま で の と ころ公 式 の 報 告書 と

して は唯一 の もの で あ る、前 述 の ス ウ ェ ーデ ン国

防省 報 告 か ら、 い くつ か の ケ ー ス を拾 っ てみ る。

こ の 報 告 は 、 国 防 面 か ら の研 究 と い う特 殊 性 も

も っ て い るが 、 それ だ けに 脆弱 性 に対 して は きび

しい見 方 を して い る と いえ る。

外 的 要 因 の 第1は 、 コ ン ピュ ー タに対 す る犯 罪

行為 で あ る。 す で に イ タ リ アで 実例 が み られ る よ

うに 、 コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター が テ ロ リス トの 攻

撃対 象 と して あげ られ て お り、 伝統 的 な戦 争 形 態

と は別 に 、 コ ン ピュ ー タ ・セ ン ター を国 家 同士 が

爆 撃 す る こ と で、戦 争 が終 わ る こ と にな るか も し

れ な い 。 も う1つ の戦 争 、つ ま り経 済 戦 争 に お い

て も コ ン ピュ ー タ ・セ ン ター が標 的 にな る可 能 性

も高 い 。

経 済制 裁 の手 段 と して有 力 に働 くで あ ろ う こと

は 、対 ソ制 裁 の第1と して 米 国 が リス トア ッ プ し

て い る こ とか らも 明 らか だ。 も ちろ ん 、 自然 災 害

も外 的 要 因 と して は大 き い。

内的 要 因 と して危 惧 され るの は、 デ ー タの 集 中

に よる脆 弱 性 で あ る。 コ ン ピ ュ ー タ出現 前 の社 会

で はみ られ なか った強 さ と弱 さ が、 こ こで は象 徴

的 に出 て くる。 ま た 、 コ ンピ ュ ー タ ・セ ン ター の

地 理 的集 中 も、 脆 弱性 を生 じる要 因 と な り うる 。

コ ン ピュ ー タ ・ス タ ッフ へ の権 限の 集 中 も大 きな

意 味 を もつ 。

こ う した脆 弱 性 を、すべ て裏 返 しにす る こと で、

コ ンピ ュー タ社 会 は強 靱 な もの とな る 。 す なわ ち

外 国へ の依 存 の軽 減 、 集 中 の排 除等 々 で あ る。

問題 は、 果 た して それ らが 的 確 に 実現 で き るか

ど うか で あ る。
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●第5部 ●高度情報化社会実現への課題

10
これからの情報化社会を展望するために

情報化社会論、産業論の系譜

展望するための視点

現 代 社 会 は、 い ま大 き く変 貌 を遂 げつ つ あ る 。

そ の流 れ は さま ざまで あ り、 と き に は渦 とな り、

と き に は急 流 と な っ て と ど ま る と こ ろ を 知 らな

い。 流 れ の中 にあ りあ り と認 め られ るの は、産 業

社 会 が知 識 化 、 情報 化 、 高技 術 化 して い る とい う

こ とで あ る。

こ こで と くに注 目され るの は、情 報 化 と い う こ

と で あ る。 も と よ りそ の概 念 、 内 容 は必 ず しも特

定 で き る もの で はな く、時 代 に よ って も異 な っ て

くる 。 しか し、一 般 的 に い え る こ とは 、 さま さま

な社 会 的 機能 の中 で 情報 の もつ 機 能 が ま す ま す重

要 と な っ て きた こ とで あ る。

これ か らの 社 会 を展 望 す る に あ た っ て キ ー ・

ワー ドとな るの は 、 ま さに この情 報 化 で あ る。 こ

の 情 報化 は現 代社 会 の 就 業構 造 を み る と き、 そ れ

を明 確 に読 み取 る ことが で きる 。 い わ ば 、現 代 の

技 術 革 新 は、知 識 、情 報 の 生 産 と流通 を拡 大 し、

加 速 化 し、社 会構 造 、就 業 構 造 を 変 え る フ ァク タ ー

と な って い る ので ある 。

い ま、M.ポ ラ トに倣 って農 業 、工 業 、情 報 、サ ー

ビス と い う4部 門 か ら就 業 人 口 の 構成 を分 析 す る

と 、現 代 の 社 会像 が浮 か び上 が って く る。 この場

合 、情 報 部 門 には情 報 の生 産 と流 通 に携 わ る す べ

て の 就業 者 を含 め る もの とす る 。情 報 処 理 、 情 報

サ ー ビス 、 ソ フ トウエ アな ど情 報 産 業 の 就 業 者 、

そ して 放送 、通信 は も と よ り、情 報 の生 産 者 と し

て の 作 家 、音楽 家 、画 家 あ るい は 宗教 家 、教 育者 、

科 学 者 、 技術 者 、 弁護 士 、 公認 会計 士 、 医師 な ど

も この カテ ゴ リー には い る。 さ らに 、従 来 の工 業

部 門 に属 す る コ ンピュ ー タ 、通 信機 械 な ど の製 造

に従 事 す る者 、調 査 ・企 画 ス タ ッフ も含 ま れ る。

現 在 わが 国 に お いて は70年 代 初 頭 に情 報部 門 の

就 業 者 が工 業 部 門 を上 回 り、情 報 化 社 会 に入 った

とい え る。 この 時期 に し き りと情 報 産 業 論 、 コ ン

ピュ ー タ産 業 論 、情 報 化社 会 論 な ど が唱 え られ た

の も時 代相 を反 映 した もの とい え る 。 と こ ろが 米

国 にお い て は既 に50年 代 後 半 に突入 して お り、彼

我 に ほ ぼ10有 余 年 の格 差 が あ る。
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60年 代 初 め に知 識 ・情 報 に着 目 して 産 業社 会 の

経 済 分 析 を行 っ た の はF.マ ハ ル ー プ の 『知 識 産

業 』 で あ った 。 さ らに これ を引 き継 い で さ ら に高

度 な研 究 へ と発展 させ たの が 、さ きの ポ ラ トの 『情

報経 済 』 で あ る。

文明論的視点

情 報 化 の流 れ を文 明 論 的視 点 か ら捉 え た記念 す

べ き論 文 に、梅 樟 忠夫 『情 報 産業 論 』 が あ る。 人

類 の産 業 発 展 史 を、農 業 の時 代 、工 業 の時 代 、 そ

して精 神 産 業 の 時 代 に分 け 、現 在 は第2段 階 に あ

るが 、 す で に一 部 は第3段 階の 精 神 産業 の き さ し

が発 展 しつ つ あ る と み る。 さ らに林 雄 二 郎 『情 報

化 社 会 』 は、D.ベ ル の理 論 を呼 応 しつ つ 、 社 会

の もつ 共 通 の機 能 と個 人 の もつ選 択 の機 能 が 常 に

併 存 す る社 会 を情 報 化 社 会 とす る。 そ して これ と

コ ン ピュ ー タ化社 会 と を は っ き り区別 す る。 多 情

報化 社 会 に なれ ば、 コ ン ピュー タが普 及 す る と い

う因果 関係 は成 立 す る が 、 その 逆 の 因果 関係 は必

ず し も成 立 す る とは 限 らな い と い うの で あ る 。

D.ベ ル の 『脱 工 業 化 社 会 の 到 来 』 は 、工 業 化

社 会 の後 に くる脱 工業 化社 会 に おい て は、前 時代

が 心 を もっ た人 間 と、心 の な いハ ー ドウエ ア との

間 の ゲ ー ム を主 題 と す る の に対 し、 人 間 同 士 の

ゲ ー ム が主 役 に な る と い う。 さ らにA,ト フ ラー

『第 三 の波 』 に おい て は、第 二 の波 で あ る産業 革

命 の 変 化 に対 応 し、 そ れ よ りも は るか に強 く、広

範 囲 に及 ぶ大 変 革 が 密 か に進 行 して い る とい う。

い ず れ に せ よ文 明 史 的 ア プ ロ ー チ に共 通 な視 点

は 、現 代 を変 革 の 時 代 と認 識 して い る こ とだ 。

2つ の理 論 展 開 をふ まえ 、 あ る い は そ れ とわ ず

か に関 連 を もち なが ら、政 策 的 ア プ ロー チ が あ る。

と くにわ が 国 の産 業 構 造 審 議会 情 報 産 業 部 会 の 答

申 で 「テ レマ テ ィー ク」 とい う造 語 を提 案 し、社

会 の 情 報 化 を推 進 しよ う と す る フ ラ ン ス の ジ ス

カー ル デ ス タ ン前 政 権 時代 にS.ノ ラ、A.マ ン ク

に よる通称 ノ ラ ・マ ンク報 告 は そ の典 型 で あ る。

わ れ われ は、 い ま この転 換 期 にあ っ て 情報 化 社

会 を展 望 し、 そ れ を実 現 す る地 平 に立 って い る の

で ある 。
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● 日本の情報化の歩み
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